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プロローグ１　神々は語り合う







　広こう漠ばくとした何もない世界。

　そこに五つの力ある存在が集っていた。




「――《裁定の剣けん》による神しん王おうの選定、及および各国への割わり振ふりが完かん了りようした」

《白アルブス》はそう切り出した。

　他ほかの四つの気配は、それぞれの思いを以もつてその報告を受け止める。

「……さて、この勝負は一〇〇年ぶりくらいだったかの。今度は何万人死ぬのやら」

　老人の声が面おも白しろがるように笑う。

「そういう言い方は不ふ謹きん慎しんではありませんか？　《黒アーテル》翁おう」

　生き真ま面じ目めそうな若い声が咎とがめた。

「言葉だけ取とり繕つくろったところで、何が変わるわけでもあるまいよ、《蒼カエルラ》」

「そうそう、どうでもいいから、さっさと始めよー」

「《紫ウイオラ》、あなたもです。どうでもいいという言い草はあまりにも――」

「んじゃ訊きくけどさあ、《蒼カエルラ》、あんた、人死に出したくないってんなら、あたしに勝ちを譲ゆずってくれるわけー？」

「…………」

「あたしは負けるつもりなんてないし、あんたもそうだろうし、他の皆みなも一いつ緒しよでしょ？　ならさっさとこの『聖戦』で決めちゃったほうが早い」

「私も《紫ウイオラ》に同感ですねえ。進めてくださいな、《白アルブス》」

《紅ルーフス》に促うながされ、《白アルブス》は再び口を開いた。

「では最後に確かく認にんしておこう。我ら五柱の神――《黒アーテル》、《蒼カエルラ》、《紫ウイオラ》、《紅ルーフス》、そしてこの《白アルブス》――が五国をそれぞれ受け持ち、代理人として一人ずつ神王を送り込む。そして『聖戦』を宣言し相争う。五国のうち、勝ち残るのは一国のみ。その主たる神が勝者として《裁定の剣》に認にん定ていされる。勝者は新たに誕生した中層の新世界に対する権利を得る。――以上、異存はないな？」

　その場の全員が肯うなずくのを確認し、《白アルブス》は続ける。

「では、我らの平和的合意のため、徹てつ底てい的てきな戦争を始めるとしよう」







プロローグ２　転換の日







　星一つ見えない闇やみ夜よ。

　細かい雨が王城の篝かがり火びに照らされ、薄うす絹ぎぬのように白く浮うかび上あがっている。

　もうしばらくすれば夜が明けようかという時刻だ。しかし、この天気では朝日は見られないだろう。

「……これでよし、と」

　目を通し終えた書状類を寝しん台だい脇わきの机に積み上げ、彼かの女じよは窓の外に目を向けた。

　私室から中庭を挟はさんで、聖域が見える。

　就寝前に守しゆ護ご神しんと神しん王おうへの祈いのりを捧ささげるのは、物心ついたころからの習慣だ。

　目を閉じ頭をたれ、呟つぶやくように言葉を紡ぎ出す。日々の加護に対する感謝を。そして、この国の未来と人々の幸せを。

　やがてゆっくりと顔を上げ――彼女は目を二度三度と瞬かせた。

　霧きり雨さめにけぶる景色の向こう、聖域の入口の聖せい木ぼく――月げつ桂けい樹じゆに花が咲さいていた。

　そしてその傍かたわらに立つ、優美な女の影かげ。

　彼女はその光景に呼吸が詰つまるような衝しよう撃げきを覚え――部屋を飛び出す。

（まさか――）

　回かい廊ろうを駆かける。

（まさか、そんな――）

　感かん極きわまり溢あふれそうになる涙なみだをこらえながら、彼女は走る。

　彼女の王に見まみえるために。




　古い伝承に曰いわく――




　聖木に花はな咲さくは、聖域に神王の降くだる徴しるし。

　世の乱れを憂うれうる守護神が、救国の聖人を遣つかわしたる証あかし。




　――と。







第一章　ペテン師は玉座を目指す







「さて、そこに立ちはだかるは邪じや悪あくな双ふた子ごの精せい霊れい竜りゆう！　慈じ悲ひ深ぶかくも降こう伏ふくを勧すすめる《紅あかの守しゆ護ご神しん》に対し、襲おそいかかる！　炎ほのおを、風を、雷かみなりを巻き起こし、攻こう撃げきする！　しかも二頭がかり！　おお、なんと卑ひ怯きよう卑ひ劣れつなことか！　しかーし、《紅の守護神》は慌あわてず騒さわがず、そのお力を――」




「うぉーい、はぐれんなよー」

　人形劇を眺ながめていたヒカリはそう声をかけられ、振り返る。

　トウヤが足を止め、気だるげな表情をこちらに向けていた。

「も、申し訳ありませんです！」

　ヒカリはててっと走って彼かれの後ろに付いた。

「――ああ、建国神話の人形劇か。気になんなら、もう少し見てくか？　別に急ぐわけじゃねえしな」

「……いえ、もういいのです」

　興味を引かれはしたが、さして楽しい内容でもなさそうだった。それに主より自身の欲望を優先することなど、許されるわけがない。

「そ？　ならいいけど」

　どうでもよさそうに肩かたをすくめると、トウヤは前方を指差した。

「ほれ、そこ、まっすぐ行ったところが中央通りだ」

　何気なく目を向け――

「わ……」

　ヒカリは小さく声を漏もらし、立ち止まっていた。

　そこに広がっていた光景は、今まで歩いてきた路地とは一線を画するものだった。

「人が、たくさん……」

　大通りに無数の露ろ店てんが並び、老ろう若にやく男なん女によ、あらゆる種類の人々が行き交う。

　楽士が、歌い手が、踊おどり子こが、芸人が、それぞれの技わざを披ひ露ろうし、それを観客たちが大きな拍はく手しゆで讃たたえる。

　食べ物と酒が振ふる舞まわれ、陽気な話し声、笑い声が絶えることなく響ひびいている。

　王都やその住人については、幾いく分ぶん隔かく意いを持ちつつ距きよ離りをとって眺めているつもりだったが……これには圧あつ倒とうされた。文字通り想像を絶するような賑にぎやかさだ。

「百何年ぶりだかの祭りだそうだからなあ。――つっても、賑やか過ぎて俺おれの性にはあわねえんだが」

　気のない口調で言い、そしてトウヤは欠伸あくびをひとつ。

　無気力な表情に生来の目つきの悪さ。だらだらと歩を進める姿は、身を持もち崩くずしたゴロツキという印象。少なくとも子供に懐なつかれるような見た目とはいえないだろう。

　しかし、今は彼がヒカリの主だ。

　彼女はこの風変わりな若者によって牢ろう獄ごくから外に連れ出されたのである。

　――ヒカリは『奴ど隷れい』だった。

　ただひたすら労働力を提供し、人々に奉ほう仕しするだけの存在として生きてきた。窓すらない殺風景な穴倉だけが、ずっと世界の全すべてだった。

　外で何が起こっているかなど知りようが無く、朝と夜、そして季節と季節の移り変わりすら目にすることはなかった。おかげで自分の正確な年ねん齢れいもわからないありさまである。

　そこから出してくれたのが――トウヤだったのだ。

「そ、それで、あの――ご主人さま」

　ヒカリはトウヤを見上げ、ごく自然に彼のことをそう呼んだ。

　従うものと従えるもの、彼女はそれ以外の関係性を知らない。

「これから、どこに向かうですか？」

「あー、そだな、この中央通りをまっすぐ行くと、その先に――」

　と、そのとき、トウヤの腹がぐうと音を立てた。

「……ま、その前に腹ごしらえといくか」

　トウヤは視線を路ろ傍ぼうに向け、串くし焼やきの肉を売っている露店に目を留めた。

「よ、親おや父じさん、一本幾いくら？」

「銅貨一枚」

「ふーむ、なかなかお買い得ではある、が……」

　そこでトウヤはふふふと低く笑った。

　ヒカリは思わず目を見張った。突とつ如じよとして彼の顔に生気が満ち、その双そう眸ぼうが爛らん々らんと輝き始めたのだ。豹ひよう変へんというにふさわしい変化だった。

　――少し、怖こわい。

「なあなあ親父さんよ、賭かけしねえか？」

「賭けぇ？」

「銅貨を一枚投げて、表おもて裏うらに張る。あんたが勝てば倍の値段で串を買おう。俺様が勝ったら半額、銅貨一枚で二本売ってくれ」

「兄さん、博ばく打ち打うちかい？」

「おうよ」

　楽しそうに、口元を吊つり上あげる。先ほどまでの無気力な表情が嘘うそのようだった。

「伸のるか反そるかの賭けをしてるときしか、生きてる実感が持てない人種だぜ」

「にしちゃあ、ずいぶんとみみっちい勝負だなあ」

　人の良さそうな店主は苦く笑しようし、そして肯いた。

「――ま、いいや。じゃあ、表が出れば兄さんの勝ち。裏ならこっちの勝ち」

「よっし」

　トウヤは銅貨を指で弾はじき、右手の甲こうの上で受ける。蓋ふたをしていた左手をゆっくりと除のけると――

「……裏、か」

　肩を落とすトウヤ。

「こっちの勝ちだな。――兄さん、あんた、あんまり運が太くないようだねえ」

「次の大勝負のために、溜ためてあるんだよ」

　舌打ちして、トウヤは銅貨二枚を放ほうる。店主は器用にそれを受け止めると、串を二本取って差し出した。

「ん？　値段二倍だから一本じゃ……？」

「もう一本はオマケだよ。格好からして旅人さんだろ？　天より神しん王おう様が降臨されたのを祝うめでたいお祭りなんだから、笑え顔がおでいてもらった方がこっちとしても気分がいいのさ。引け目を感じたんなら、その分この王都クレアシオンを楽しんでいってくれや」

「何か情けをかけられたようで、すっきりしねえけどなあ。――ま、ありがとよ」

　トウヤは小さく肩をすくめつつ串を受け取ると、歩き出した。

　ヒカリも後に続き――そしてしばし悩なやんだ後、勇気を出して口を開く決心をした。

「あ、あの、ご主人さま……し、質問をお許しいただける、です？」

「許す。つーか、んなこといちいち訊かなくていい。何だ？」

「は、はいです、その、先ほどの行こう為いには、どのような意味があるですか？」

　一連のやり取りに、少し興味を覚えたのだ。

「あ？　賭けのことか？　――あれはな、人間の魂たましいを磨き上げる崇すう高こうな行為なんだ」

　意味がよくわからなかった。怪け訝げんそうなヒカリの様子を見、トウヤはまじめくさった顔で続ける。

「生きるってのは、常に何かを選択し続けることだ。でも、安全でぬるい選択ばかししているとな、魂が濁にごって錆さび付つく」

「濁る……ですか」

「例えば、だ。戦士が剣を振る訓練をおろそかにしたら、戦場で満足に戦えるだろうか？　あるいは竪たて琴ごとを奏かなでる楽士が稽けい古こをさぼったら？　――安易な道を選べば人は必ず堕だ落らくし、報むくいを受ける。それは実によくないことだ。わかるな？」

　こくこくとヒカリは肯いた。

「ならば、どうするか。――さっき言ったように、生きることとは選ぶこと。であるならば、常に伸るか反るかの厳しい選択を自らに課し続ければいい。己おのれの生き様を研とぎ澄すますんだよ」

「それが、魂を磨くことです？」

「そう。サイコロでもカードでも、博ばく打ちの種類は何でもいい。大金を賭けて自らの緊張感を煽あおることができれば言うことない」

「なるほど、です」

　ヒカリは感じ入った。

　サイコロやカードがどのようなものかは知らないが、賭け事が人間の人生において極きわめて重要な位置を占しめていることはわかった。覚えておこう。

「ま、とりあえずは難しいことを考えず、お前も心のままにどんどん博打を打てばいい。負けて得るものだってあることだし。――ほれ」

　目の前に肉串が一本突つき出だされた。

　きょとんとヒカリは主の顔を見た。

「ヒカリ、こういうの、食べたことないです」

「んじゃ、ためしに食ってみろ。これも一種の賭けだ。旨うまけりゃ勝ち、不味まずけりゃ負け」

「あむ？」

　口の中に押し込まれた。塩と脂あぶらの乗った肉の旨みが舌の上に広がる。

「……おいひい、れふ」

　ねえさまは好き嫌いなく何でも食べますね――かつて妹にそんなことを言われたのを思い出す。彼女にも、いや、彼女だけではなく今はもう会うことが叶かなわなくなった家族たちにも、食べさせてあげたいと思った。

「よかったな。でも、喋しやべるのは呑のみ込こんでから。行儀悪いからな」

　トウヤは自分も串にかぶりつきながら、周囲に視線を走らせた。

「ふーん……屋台の肉焼きや汁しる物ものの温めにまで、精せい導どう石せきが使われている、か。やっぱ、精せい晶しよう炉ろが贅ぜい沢たくに使えるんだ。この国ならではだな」

「ほふなの――」

　言いかけて先ほどのトウヤの言葉を思い出し、ヒカリは口の中のものを呑み込んだ。

「そうなのです？」

「知らねえのか？」

「ヒカリ、外のことはわかりませんですから……」

「ま、そりゃそうか。――要は豊かな国ほどやりがいがあるって話だ」

「やりがい……？」

「さっきの話だよ。お前、訊いただろ？　『これから、どこに向かう』のかって。――俺様は最初に約束したよな？　お前だけじゃなく、お前の生き別れの姉妹たちも、見つけて解放してやると」

「は、はい、です……」

「そのために――これから王城へ行って、この国を騙だまし取とる」

「国を、だまし――え……え？」

　ヒカリは目を瞬かせた。何か今、とんでもなく不ふ穏おん当とうな言葉が聞こえた気がしたが。

「算段は立ててある。――これも賭け、トウヤ・ヤナガセ一世一代の大勝負だ」

　主はにいっと邪悪に笑った。

　ヒカリの方は混乱した。なので、とりあえず肉をもう一口食べることにする。やはり美味おいしかった。




　と、そのとき――通りの向こうから、子供の鋭するどい悲鳴が響いてきた。





＊　＊　＊






　露店の並ぶ大通りから、路地一本奥。

　ラシェル・メイスヴェルの目の前には、恐きよう怖ふに硬こう直ちよくしている幼い少年と、彼の首に短たん剣けんを突きつけている中年男が立っていた。

「ち、近づくな！」

　男は上ずった声で言った。

「……その子を放しなさい」

　細剣を構えながらも、なるべく男を刺し激げきしないよう穏おだやかな口調でラシェルは言った。

「あなたに逃にげ場ばはない。何があったか知らないけど、罪が重くなるだけよ？」

　実際、周囲には野や次じ馬うまの人ひと垣がきができ始めている。祭りということで警備も強化されているはずだし、程ほどなく衛兵もやってくるだろう。
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　が――人ひと質じちを取られているというのは厄やつ介かいだった。

　ラシェルにもまだ詳くわしい経けい緯いはよくわかっていない。祭りを見て回っていたところ、すぐ側で悲鳴が聞こえたので駆けつけたのである。

（まずは状じよう況きよう把は握あくに努めるべき、か）

　男は興奮と恐怖に息を荒あららげ、その唇くちびるは細かく震ふるえている。まともな話し合いは期待できそうにない。

「……知り合いですか？」

　傍らの、人質の母親らしき女性に問いかけた。

「い、いえ……」

　顔色を無くして呆ぼう然ぜんとしていた彼女だったが、ラシェルの言葉には首を横に振った。

「男がいきなり襲ってきて、あの子を攫さらって……何が、何やらさっぱりで……。あ、あの、剣士様、どうか……」

「任せて下さい」

　肯いてみせる。民たみを救うのは自分の務め。言われずとも手を尽つくす。

「お、おお、お前ら、うう、動くなっ！　誰だれ一ひと人りだっ！　そこから一歩でも近寄ったら、この、ガキの首を掻っ切る！　――い、いいか、金だ、金を持ってこい！」

　野次馬たちがざわめくなか、ラシェルはかすかに眉まゆを寄せた。

　踏み込んで細剣で男の凶きよう器きを叩たたき落おとすか、あるいは精せい霊れい術じゅつで無力化するか――自分の腕うでならどちらも不可能ではないが、人質に万が一のことが起こる可能性は消しきれない。

　時間を稼かせいで衛兵の到とう着ちやくを待った方が無難か――と、そう考えたときだった。

「おーいおい、おっさん。そんな手つきじゃ、かすり傷もつけらんねーぜー」

　間延びしただるそうな声とともに、人垣の中から若者が一人進み出た。

　十代後半から二十歳はたちに達しているかどうかというところか。痩やせた長身を、薄うす汚よごれた外がい套とうに包つつんでいる。

　顔立ち自体は整っていると言ってもいい。が、ぼさぼさの黒くろ髪かみから覗のぞく目付きの悪さが、全体の印象を悪い方に傾かたむけていた。端たん的てきに言えば悪人面だ。今はそこにへらへらとした笑えみが浮かんでいた。

「あー、どうだ？　おっさん、一口食うか？」

　若者は手に持っていた肉串を差し出す。

「よ、寄るな！　寄るなぁっ！」

　たちまち中年男が顔を真っ赤にし、唾つばを飛ばしながら喚わめいた。

「ちょっとあなた、彼を刺激すると――」

　止めようとしたラシェルを、若者は手で制する。目は中年男から離はなしていない。

「要いらないってんならしかたねえ。でもさ、どうせなら、最後にうまい肉くらい食っておいたほうがいいと思わね？　――おっさん、あんた、命が危ないんだろ？」

「――――っ！」

　中年男が息を呑んだ。

「ああ、誤解すんなよー？　俺様は関係者じゃねえし、事情も知んない。ただ、その気の毒なまでの焦あせりようを見れば、すんごくまずいことになってるんだろうなってのはわかるからさ。――どうだ？　その顛てん末まつ、話してみねえか？」

「あ、ああ？」

　逆上して怒ど鳴なるばかりだった中年男が、初めて困こん惑わくの表情を見せた。

「手を貸してやれるかもしんねーぜ？　つっても、別に善意じゃない。お祭り騒ぎは趣しゆ味みじゃねえが、かといって無粋に水を差すのもどうかと思うだけでね。まー、あれだ、あんたは助かり、俺様は個人的欲求を満たせる。つまり、これはあんたと俺様の両方に得がある話ってわけだ」

　何その意味不明な理り屈くつ――とラシェルは思ったが、なぜか若者は自信満々である。

「――で、どうした？　金が要るのか？」

「…………」

　中年男はしばらく無言だったが、やがてためらいがちに小さく肯いた。

「お、俺は――」

「いやまて、言わなくていい。当ててやろう。借金……んー、いや、もっと切せつ迫ぱくした事情だな。――賭と場ばか？　負け分が払はらえず踏み倒して逃とう亡ぼう、今まさに用心棒たちに追っかけられてる、そんなところか」

　目を見張る中年男。図星だったらしい。

「ああ、そりゃ大変だな。すぐに金を調達しないと、面子を潰つぶされた胴どう元もとはこええぞ。腕の一本や二本じゃ許してくれねえだろうし」

　なるほど、とラシェルは思った。中年男の意図がおぼろげながら理解できた。

　こうして衆しゆう人じん環かん視し、さらに衛兵も来そうな状じよう況きようを作れば、ならず者たちも手を出だし辛づらくなるということだ。まあ、自分の退路も絶たれるわけだが。

　若者は大げさに手を振った。

「いやいや、責めようってんじゃない。俺様も多少博打を嗜たしなむけど、運が来ねえときはどうしようもねえし、払えといわれてもないものは払いようがねえよな。わかるわかる」

　ずいぶん身勝手かつ自じ堕だ落らくな言い分に思われたが、ラシェルは黙だまっていた。中年男の注意が人質の少年から若者に向きつつあったからだ。

「とはいえ、おっさんだってこのままじゃ手て詰づまりだろ。なんで提案なんだが――これを受け取ってくれねえか？」

　若者は懐から小こ袋ぶくろを取り出した。

「ち、近づくなっ！」

「近づかねえよ」

　苦笑して地面に放る。ドシャ、という重い音、袋ふくろの口から金貨が数枚こぼれ落ちた。

　固かた唾ずを呑んで見守っていた人々がどよめいた。金貨一枚で二、三月は暮らしていけるのだ。これだけあれば一財産だろう。

「俺様の方はついさっきバカ勝ちしたところでね。おっさんがいくら負けたか知んねえけど、それだけありゃあ足りんじゃね？」

「な――あ……？」

「んで、だ、――はいはい、そこちょっと、道空けて道空けてー」

　若者は取り囲んでいた野次馬たちに声をかけ、人一人通れるくらいの隙すき間まを空けさせた。そして中年男に笑いかける。

「おっさんはそれ持って立ち去るといい。あんたは負け分を返せる。胴元は金を受け取れる。俺様は善行ができていい気分。街の皆さんは引き続き祭りを楽しめる。――な？　誰だれも損はしねえだろ？」

「…………」

　中年男は戸と惑まどった様子で金きん子す袋ぶくろと若者の顔を見比べる。

　若者は常識的にはあり得ない選せん択たく肢しを提案している。が、もし万が一、本気だったならば――救いの神だ。

　自棄やけになっていたはずの中年男が、活路に期待を見み出いだし、逡しゆん巡じゆんしていた。

　このまま衛兵が来るまで……と、ラシェルが思ったとき、若者が口を開いた。

「決断遅ぇぞ。そんなんだから博打に負けるんじゃね？　おっさん」

「ち、ちょっと、そういう挑ちよう発はつは――」

　彼は小声で止めるラシェルを無視して続けた。

「さーて、実のところ時間はあんまり残されてない。用心棒が人前だろうが何だろうがぶっ殺す覚かく悟ごを固めれば、おっさんは死ぬわけだ。あんたの選択肢は二つ。このまま死を待つか、金を拾ってここを離れるか。さあ、どっちだ？　決めんなら、急げよ？」

　中年男はごくりと唾をのみ――やがて、ためらいがちに足を踏み出した。

（あ……）

　視線が地面の金子袋へ向き、人質からもラシェルたちからも離れる。

　そして男は手を伸ばす。――短剣を握にぎっている右手を、だ。

　その隙すきをラシェルは見み逃のがさなかった。

「――――はッ！」

　神速の踏み込み。中年男の手を細剣で地面に串くし刺ざしにする。

「ぎ……あ、ああ、いて、いてええええ――がはっ！」

　悲鳴が途と中ちゆうで途と切ぎれたのは、さらに柄つかで頭を一いち撃げきし昏こん倒とうさせたからである。

　人質の少年は無論無事だった。泣き声を上げながら母親のもとに飛んで行き、抱ほう擁ようを交かわす。周囲の野次馬から歓かん声せいと拍手が起きたところで、ラシェルはようやく緊張を解いた。

「ありがとう、助かったわ」

　目付きの悪い若者に礼を述べる。

「それにしてもあなた、大した洞察力ね。どうして相手のことが簡単に見抜けるの？」

「ん？　ああいや、おっさんの事情については、たまたま賭場で現場を目にしたから知ってただけ。この場で推理したように見せかけたのは、その方が注意を引きやすいから」

「……ハッタリだったわけ？」

「演出と言ってほしいね。――そっちもお疲れ。なかなかいい腕だな、剣士君……いや剣士ちゃん、か」

　若者は金子袋を拾い上げ、逆さに向けた。中からは石ころがこぼれ落ちてくる。金貨は袋の口から覗く数枚だけだったようだ。

「……それもハッタリ？」

「だから演出だって。賭場で勝ったのはホントだが、さすがに袋いっぱいの金貨は無理だよ。勘かん違ちがいしたのはおっさんの勝手」

　彼は地面に伸びている男を見下ろして肩をすくめた。

「ま、こいつにとっても、賭場の元もと締じめに殺されるよりは衛兵にとっ捕つかまって牢ろう屋やに入ってた方がまだマシだろう。めでたしめでたしってわけだ」

「それはそうなんでしょうけど」

　あらゆることを冗談めかすような若者の口調に、幾分むっとするものを覚えながらラシェルは続けた。

「でも、妙な策を弄さず、衛兵の到着を待った方がよかったんじゃない？　一歩間違えてこの男が暴発してたら、人質の子が危なかったわ」

「そうならなかったからいいじゃん。俺様は賭けに勝ったわけだ」

「たまたまうまくいったけど、本来、賭けるような場面じゃないって言ってるの」

「――賭けるような場面じゃない？」

　若者は顔を上げて笑った。

「いーやいや、それは違うな。損得や妥だ当とう性せいじゃない。博打は人生に不可欠だ。必要かどうかにかかわらず、可能なら常に勝負すべきなんだ。高こう揚ようと緊張、たっぷり味わえる方が生きてて楽しいだろ？」

「は……？」

　ラシェルは眉をひそめる。狂きよう人じんか何かか、この男。

　そのとき、ようやく衛兵隊が到着した。人垣を掻かき分わけつつ、こちらにやってくる。

「――と、俺様はお暇いとまするか。あ、そうそう剣士ちゃん」

　若者はラシェルを振り返った。

「さっき、このおっさんが暴発したらどうこう言ってたよな？　追い込まれた奴やつが暴発するのは、他の選択肢を考こう慮りよする余よ裕ゆうをなくしたときだ。衛兵に囲まれるまで呑のん気きに待ってたら、高い確率でそうなってただろうな」

「あ、ちょっと――」

　ラシェルの声を無視して、若者は歩き去っていった。

　衛兵たちは被ひ害がい者しやの母子を介かい抱ほうし、気絶したままの中年男を連れ去っていく。

　あの変な若者のことは置くとして――とりあえず、この場はもう大だい丈じよう夫ぶだろう。

　ラシェルは安あん堵どの息をつき、そして、この後に控ひかえていた予定のことを思い出した。

（……少し遅おくれた。急がないとね）

　そんなことを考えながら踵きびすを返そうとしたとき、肩に手が置かれた。

「失礼」

　厳いかめしい顔をした衛兵隊の隊長が立っていた。

「暴漢を取り押さえたというのは君かね？　少し話を聞かせてもらいたいのだが」

「ああ、ええと……」

　仕方ないか。ラシェルは隊長を物もの陰かげに連れて行き、頭に巻いた布を解いた。

「……急ぎの用があるので、解放していただけませんか？　事情は見ていた方々に聞いていただければわかるはずですので」

「いや、目もく撃げき者しやからの聴ちよう取しゆはもちろん行うが、やはり当事者である君の――」

　そこまで言い、そして隊長は驚きよう愕がくに目を見開いた。少女の正体に気付いたのだ。

「さ、さ、さ、祭さい司し長ちよう猊げい下か!?　こ、これは、とんだご無礼を……」

「お気になさらず」

　ラシェルは微ほほ笑えみつつ、跪ひざまずこうとする隊長を押しとどめた。

「お忍しのびで出歩いているのですから、あっさり気付かれても困りますわ」

　服は動きやすい男物にして長い髪かみを頭布で隠かくし、顔もわざと汚よごしている。王城での姿を知っている者は、まず同一人物だと思わないだろう。

「私の証言が必要であれば、後ほどお問い合わせくださいな。――あ、そうそう、あの暴漢、違い法ほうな賭場に出入りしていた可能性があります。情報が得られたら、そちらの取とり締しまりもお願いいたしますね」

「はっ！　承うけたまわりましたっ！」

「では《紅ルーフス》の祝福を」

　背筋を伸ばし最敬礼する隊長に『ラウルスの聖女』の微笑みを投げかけ、ラシェルは王城へと足を向けた。





＊　＊　＊






《紅あかの守護神》を戴いただくラウルス。

《紫むらさきの守護神》を戴くフィークス。

《白しろの守護神》を戴くアケル。

《蒼あおの守護神》を戴くティリア。

《黒くろの守護神》を戴くマグノリア。

　――このラエティティア大陸には五つの国が存在する。

　それぞれ歴史ある独立国だがお互たがいに仲がいいとは言えず、隣国同士で小こ競ぜり合あいの絶えない状態が継けい続ぞくしていた。

　通常、各国を治めているのは祭司長、つまり神に仕える神官の長おさである。

　しかしある程度の周期――平均しておおよそ百年に一度ほどの割合で訪おとずれる戦乱期には、守護神の代理者として各国に一人ずつ『神しん王おう』という存在が降臨し、祭司長の上に立って国を支配する。

　神王たちは天より下り来る絶対的な権力者で、守護神に次ぐ信しん仰こうの対象だ。人には見えぬものを見、人には知りえぬことを知り、優すぐれた統治を行うと伝えられている。

　よって、降臨時には民から熱ねつ狂きよう的てきな歓かん迎げいをもって王座に迎むかえられるのが常であった。





＊　＊　＊






「街の視察も結構ですけど――」

　王城の自室に戻もどってきたラシェルを見ると、リーズは眉を曇くもらせて言った。

「予定時刻を過ぎておりますよ。あまり心配させないでくださいませ、ラシェル様」

　祭司長家の侍じ女じよであり、また自身も《紅の守護神》に仕える祭司の一人でもある。幼いころからラシェルの世話係を務め、姉妹のように育った間あいだ柄がらだ。

「ごめん、ちょっと想定外の事件に遭そう遇ぐうして。まあ、後で話すけど――えっと、皆さんはもうお待ち？」

「ええ。たいそうご機き嫌げん斜ななめですよ」

　リーズは苦笑を浮かべる。

「すぐ着き替かえるから、時間を見計らって執しつ務む室しつにお通しして」

　ラシェルはため息をついた。




　リーズの言葉通り、客人たちはそれぞれに不機嫌と苛いら立だちの表情を浮かべていた。

「――城下は賑やかですね」

　ラシェルは窓の外に視線をやり、そして男たちに向かって穏やかに笑いかける。

「めでたく、そして喜ばしいことです。私たちはこの時代に生まれたことを、《紅の守護神》に感謝しなければいけませんわね」

「話を逸そらさないでいただきたい、祭司長猊下」

　一団を代表し、恰かつ幅ぷくの良い男が尖とがった声で言った。

「問題はそういうことではないと――」

「問題？」

　ラシェルはのんびりと首を傾かしげた。

「そんなものが存在するのでしょうか？　皆みな様さまもご存知の通り、月げつ桂けい樹じゆの花はすでに咲さいております」

「しかし――」

「証は既すでに現れているのです。……それだけでは不足ということでしょうか？　まさかとは思いますが、あなた方は神しん王おう陛下をお疑いなのですか？」

「そ、そういうわけではないですが……」

　詰問口調にならないよう気をつけたつもりだったが、それでも目の前の男は気け圧おされたかのように口ごもった。

　しかし、白髪しらが交まじりの男が後を引き取る。

「我らが神王の顕けん現げんされた証があってから、もう七日も経過しているのですぞ、メイスヴェル猊げい下か。せめて、お姿を拝見することくらいはお許しいただけないかと、そう申し上げておるのです」

　同意するようにラシェルを取り囲んだ者たちが肯うなずいた。執務室に押しかけて面談を求めてきた彼らは、いずれもこの国の有力商人や貴族たちだ。

　ラシェルは意識して柔やわらかな微び笑しようを浮うかべた。

「なるほど、お気持ちはよくわかります。《紅の神王》陛下に拝はい謁えつする栄を賜たまわりたいと願うのは、この国に生まれ育った人間として当然のこと」

　そして大げさにため息をついて見せる。

「ああ、しかし、私は神王陛下にこの身と魂を捧ささげお仕えする祭司でございます。陛下のご意向に逆らうことはできません。陛下は『今はまだ顔を見せるときではない』と、そう仰おおせなのです」

「しかし、降臨されてから一度も、というのは……」

「た、他の四国はすでに臣下が神王への拝謁を許され、その姿を民にも公おおやけにしたと聞きき及およんでおりますぞ？　我わが国くにだけ立ち遅れるわけにはいきません」

「そう、もたもたしていると、戦いくさが始まってしまいます」

「すでに辺境の砦とりでがマグノリア軍の攻撃を受けたという話も」

「神王陛下にお出ましいただかないと、精せい晶しよう炉ろの出力も上がらないわけですし……」

「そうなると、戦力はもちろん、兵の士気にも影えい響きようするでしょうしなあ」

　口々に言いい募つのる。

「そもそも祭司長猊下は、神王陛下のお側そば仕づかえという特権を独どく占せんしすぎなのでは？」

　特に声を尖らせそう言った男に、ラシェルは笑みを向ける。

「おや、これは心外な。全ぜん身しん全ぜん霊れいでお仕えするのは私のお役目でございますよ？　むしろこうしてお側を離れている方が、あるべき状態ではないのです」

　神王は異能、及び統治者としての優れた資質を持つとされる天の国の住人。

　そして彼かれまたは彼かの女じよに下界の知識、常識、情勢、民の意志などを伝え、その能力を十全に発揮できるようにするのが祭司長の務めだ。可能な限り連れん絡らくを密にするというのは、不自然なことではない。

「そもそもこれは神王陛下のご意志。まさか、皆様は異を唱えると？　それを彼の君にお伝えしてもよろしゅうございますか？」

　ラシェルがそう言うと、一転して彼らは畏い怖ふの表情を浮かべ、沈ちん黙もくした。

　絶対的な上位者にして支配者。神話や伝説の中の登場人物。この世界の人間にとって、神王とはそういう存在である。

　彼らの結論を確かく認にんし、ラシェルは一つ肯いた。

「お目通りしたいというご要望につきましては、陛下に必ずお伝え申し上げます。今日のところはひとまずそれでご了りよう承しようください。――さて、次のお客様をお待たせしております。申し訳ありませんが、そろそろ、お引き取りいただけませんか？」

　結局一団は渋しぶ々しぶといった様子で退出し――それを見送ってから、ラシェルは息を吐ついた。

「――お疲れですか？」

　傍かたわらに控えていたリーズが気き遣づかわしげに声を掛かけてくる。

「ありがと。大丈夫」

　そう言って、ひとつ伸びをする。

　日のあるうちは視察、会談や会議、夜は明け方近くまで明かりを灯ともして書状の確認や承しよう認にんの押おう印いんというのが、彼女の標準的な一日だった。

　そして、本日の会談予定はまだ終わっていない。今度の客は先ほどの連中よりさらに難物だ。気合を入れてかからねばならないだろう。

「次はクルゼル卿きようたちね。お呼びして」

　かしこまりました、と言い、リーズが出ていく。

　ほどなく二つの甲かつ冑ちゆう姿すがたが入室してきた。

　四〇がらみの筋骨逞たくましい大男、そして若い女性の騎き士しだ。

　形式的な挨あい拶さつを済ませると、ラシェルは言った。

「――もう発たたれるのですね。国境の防衛をよろしくお願いいたします、クルゼル卿。どうか、ご武運を」

「ほう、つまり、我が軍は運を期待せねばならぬほど頼たよりないと仰せか、祭司長殿」

　鎧よろい姿すがたの大男は、嘲あざけるように唇を歪ゆがめて見せた。

　デフロット・クルゼル。

　ラウルス西部の太守であり、西方守備兵団を率いる万人長――将軍である。

　力強く豪ごう快かいな剣けんを遣つかい、自信家でもある。反面、血気に逸はやりがちで慎しん重ちようさに欠けることを危あやぶむ向きもあるようだ。

　このところ王都クレアシオンでは、主だった将軍たちを集めて何度も軍議が執とり行おこなわれていた。神王が各国に降臨したことを受けて、近く起こるであろう戦乱に備えてのものである。軍の編成、予算などに一応の結論が出、ようやく昨日区切りがついたところだ。

　ところがその間に、西方の隣国マグノリアが先制攻撃をかけてきたという報告がもたらされた。先せん遣けん隊たいがすさまじい速さで進軍し、国境にあるラウルスの小さな砦を一つ占せん拠きよしたのである。かくして、西方担当のクルゼルは早々に王都を離れる必要に迫せまられた。

　ラシェルの執務室を訪れたのは出立の挨拶のためなのだが――彼のまとう雰ふん囲い気きは、友好的と表現するには程ほど遠とおいものだった。

「なあ、バロウ千せん人にん長ちよう。どうやら、ずいぶんと我らは過小評価されているようだぞ？」

　副官の女騎士――エリアーヌ・バロウは無表情を保っていた。

　武の名家の出身で、二十歳そこそこの若じやく輩はいながら西方守備兵団でクルゼルに次ぐ地位にある。国境への増ぞう援えん五千のうち、まず急いで準備を整えた三千がクルゼルと共に発ち、数日後、残りをエリアーヌが率いてシャーグラン城じよう塞さいに向かうという手はずになっていた。

　歳としが近いこともありラシェルとは旧知の間柄だが、良好な関係とはいえない。ただ、この場ではクルゼルに与くみするつもりもないようだった。

「おや、これは失礼いたしました」

　ラシェルは笑顔を崩くずさぬままそう返答した。

　この程度の嫌いや味みにいちいち動どう揺ようしていては、国を治めることなどできはしないのだ。

「無論、クルゼル卿のお力は信しん頼らいしておりますとも。ただこの上、運が味方につけば心強いと思ったものですから。何せ、国の存亡が懸かかっておりますので」

　祭司長は、守護神と神王の権けん威いの下、武官文官双そう方ほうを統とう括かつする立場である。

　しかしラシェルの場合、武官との関係は比ひ較かく的てき芳かんばしくなかった。戦に生きる者たちの気質とでもいうのか、年とし端はもいかず実績にも乏とぼしい小こ娘むすめに命令されるのは面おも白しろくないと考える者が多いのだ。

　もっとも政務に支障をきたすほどではない。命令無視や反はん抗こうがおおっぴらに行われるようなら改革の大おお鉈なたを振ふるうことになるだろうが、嫌味や皮肉程度ならば、ラシェルはおとなしく受容することにしている。もちろん、言われたこと、されたことはしっかりと記き憶おくに留とどめておくのだが。

「それにしても……国の存亡が懸かるほどの大事であるというのに、出立に際して神王陛下のご尊顔を拝すことは叶わぬのか？」

「陛下のご意向ですので、どうかご了承いただきたく存じます。クルゼル卿に宛てては『奮戦を期待する』というお言葉をお預かりしておりますわ」

「ふん」

　クルゼルは鼻を鳴らすと、不快そうに、あるいは不ふ審しんそうにラシェルを見み据すえた。

「……むろん、自分の職責は果たすとも。敵軍をこれ以上のさばらせたりはせん。――これにて失礼する」

「ええ、それでは――」

「お待ちを」

　それまで黙っていたエリアーヌが口を開いた。

「お二人とも、少しだけ発言をお許しいただけるだろうか？」

「何だ」

　面めん倒どうそうにクルゼルは言った。

「祭司長猊下に、一つ伺うかがいたいことがある」

「構いませんよ、バロウ千人長。どうぞ」

　ラシェルは促うながした。

「では。――精せい晶しよう炉ろの活性化について、何か神王陛下のお言葉はなかったか？　我が軍の戦せん闘とう力りよくに直接的な影響が見込まれるので、方針などあればお聞かせ願いたいのだが」

　きびきびとした口調でエリアーヌは問いかける。

　ラシェルはほんの半瞬、言葉に詰つまった。

「……当分は、現状のままと伺っております」

　精晶炉というのは、ラエティティア大陸の各国に存在する、特とく殊しゆな施し設せつである。

　神からの贈おくり物ものといわれ、いつからそこにあるのかは誰も知らない。『炉ろ』と呼ばれているが、実際に火が燃えているわけではない。その仕組みは人知を越こえて理解不能。

　主な機能は二つ。

　第一に、そこに在るだけで大地を保護し、作物の成長を促し、環かん境きようを安定させる。

　第二に、『精せい導どう力りよく』と呼ばれる力を発生させ、人々の生活を大きく助ける。

　後者に関して、『精せい導どう石せき』と呼ばれる小さな石を介かいし『精導力』を能動的に利用する技術を『精せい霊れい術じゅつ』と呼ぶ。

　精導石は近きん隣りんの精晶炉の力を受け取り、蓄たくわえる性質を持つ。そして蓄えた力は、さまざまな形で放出することができるのだ。

　例えばかまどに精導石と精霊術の術式を組み込んで、薪まきを燃やすことなく高熱を発生させたり、同じく天てん井じように取り付けて昼間のように屋内を照らし出したり、荷車に使用して車輪を動かす力としたり――などなど。

　ラウルスは大陸五国の中でも特に強力な精晶炉を擁ようし、精導力を利用した農業、工業の盛んな富んだ国家だった。

　そして、この精霊術は戦せん闘とうにも応用されている。

　剣に精導石を取り付ければその切れ味が増し、鎧に取り付ければその強度が増す。

　のみならず、熟練の使い手になると相手の武器を跳はね返かえす障しよう壁へきを張ったり、火球や衝しよう撃げき波はを飛ばして間合いの離れた敵を攻撃したりもできる。このあたりの技術は体系化されており、ラウルス軍の訓練にも組み込まれていた。

　さて、各国の神王が持つ権能の一つに、『国内の精晶炉の活性化』というものがある。生成される精導力の総量を底上げし、精霊術の効力を飛ひ躍やく的てきに高めるのだ。これによって産業の生産性が向上し、国力の充じゆう実じつを図はかることが可能になる。神王が熱ねつ烈れつに歓迎される理由の一つだった。

　おそらくどの国の神王もすでにこの手続きを終え、戦の準備を整えているだろう。そして、近いうちに本格的な戦乱の世となる。

「祭司長猊下もご存じの通り、精霊術に長たけた者が多いのは、我が軍の強み。であれば、当然精晶炉の出力は戦力に直結する」

「ええ、そうですわね」

「精晶炉の機能が現状のままなら、すでに仕し掛かけてきているマグノリアに対し、間違いなく後手を踏むことになる。この点について、納なつ得とくのいく説明をお願いしたい」

　エリアーヌはラシェルをまっすぐに見据えた。

「申し訳ありませんが、私も存じません。神王陛下がお話しくださらないもので」

　用意していた返答を告げる。そう答えるしかなかった。

　先刻の有力者たちもそうだが、各所から同様の問い合わせを何度も受けている。そのたびに同じように回答してきたのだ。

「ただ、心配は無用かと。陛下は何か、私たちの及びもつかないようなお考えをお持ちに違いありませんわ」

　エリアーヌはむう、と眉を寄せたが、それ以上の追つい及きゆうは諦あきらめたようだった。

　精晶炉の制せい御ぎよは神王の権限だ。ここでラシェルを責め立てても、どうにもならない。そのことは彼女にもわかっているのだろう。

「……では、お伝えいただこう。軍は一刻も早い精晶炉の活性化を希望します、と」

「承りました」

　内心の揺ゆらぎを悟さとらせないよう、穏やかな笑え顔がおを浮かべる。

　この表情は、ラシェルが長い時間を掛けて磨みがき上あげてきた鎧であり盾たてだ。容易なことでは崩されたりしない。

　二人が辞去すると、ラシェルは笑みを消し大きく息を吐いた。

「あー、もう。誰も彼もオタオタしすぎ。どっしり構えててくれないものかしらね、まったく……」

　むろん彼らには彼らの事情があり、不安や疑念を覚えるのも当然ではある。だからといってラシェルの負担が軽くなったりすることは、まったくないのが悲しいところだ。

「次の会見予定まで、少し時間が空くわよね？」

「はい、そうですね」

「神王陛下にご報告して――で、ちょっと考え事があるから、一人で散歩してくる」

　そうリーズに言い置いて、ラシェルは執務室を出た。

　王城の回かい廊ろうには歴代の《紅の神王》の肖しよう像ぞう画がが飾かざられている。性別、年ねん齢れいは様々だが、いずれも慈じ悲ひ深ぶかく聡そう明めいそうな表情を湛たたえており、《紅の守護神》から授さずけられた王おう笏しやくを掲げる姿で描えがかれていた。

　ラシェルは王城の奥おくへと足を進めた。

　大陸五国は、いずれも神王、あるいはその上に座する守護神への信仰と強く結びつくことで成り立っている国家だ。

　各国の王城は便宜上『城』と呼ばれるが、いずれも神しん殿でんを兼かねた造りになっている。その奥には、ごく限られたものしか立ち入ることのできない聖域が設けられており、それぞれの国を象しよう徴ちようする一本の木――聖木がある。ちなみに、ラウルスのは月桂樹だ。

　人気のない回廊を進み、ラシェルは聖木の正面で足を止めた。

「ほんっと、心がすり減る。やってらんない……」

　愚ぐ痴ちが漏もれた。

　有力者たちの相手をするのは疲れるし、猫ねこを被かぶり続つづけるのはなお疲れる。

　両親の逝せい去きよにより、この国の祭司長の座を継ついで二年。

　一六という年齢にしては、我ながらよくやっていると思う。為い政せい者しやの務めも聖職者の務めも大過なくこなしており、一定の支持を得ているという感かん触しよくもある。

　が、心休まる時間はほとんどない。

　そして今、彼女はこの国の命運を左右する、ある悩なやみを抱かかえていた。

　うっかりと口にするわけにはいかない。絶対に知られるわけにはいかない。

　だから、ラシェルはそれをリーズにすら話さず、自分一人の胸の中にしまっている。

「……あとどのくらい隠しておけるかな」

　ラシェルは目の前の聖木を見上げた。

　野にある同種の樹木とは違い、基本的に聖木は変化しない。育たず、枯かれず、花を咲かせることも実をつけることもない、自然の理から外れた存在である。

　その唯ゆい一いつの例外が――神王の顕現時。

　聖木に花はな咲さくとき、神王が聖域に姿を現す――そう言い伝えられており、過去の記録をひも解けば、それが疑いようのない真実であることも確認できる。

　今、目の前の月桂樹の樹には、つつましやかな花が咲いていた。

　これは間違いなく神王が地上に降り立ったという啓けい示じ。

　他の四国にもこの徴しるしは現れており、それぞれ神王の降臨も公に伝えられている。

「なのに……なぜ姿を消してしまわれたのですか？　どこへ行かれたのですか？　まさか、私たちをお見捨てになったのですか？　《紅の神王》陛下」

　ラシェルは呟つぶやき、ふうと息を吐いた。

　そう、今現在このラウルス国に――神王は存在していない。

　そして、この重すぎる秘密を背せ負おっているのは、祭司長であるラシェルただ一人。

　祭司長家に生まれ、幼い頃ころから《紅の守護神》と《紅の神王》に仕えるために育てられてきた。そのために生しよう涯がいを捧げるという覚悟もすでにできている。

　神王降臨の時代に立ち会えるというのは、比類なき栄えい誉よなのだ。だからどんな困難にだって立ち向かうつもりだったし、自分にはそれができると思っていた。

　しかし――神王が行方ゆくえ不ふ明めいという、こんな状況は想定していなかった。

　事が公になれば、国内においては小さからぬ混乱を生み、国外においては付け入る隙とみなされる。神王不在のまま戦乱に突とつ入にゆうすれば、窮きゆう地ちに陥おちいるのは免まぬがれない。

　だからこそ、ラシェルは隠した。少なくともこの時期、他国に知られることはどうしても避さけなければならなかった。

「当面の武力衝突を避けて、どうにか外交でごまかせればいいんだけど……。この時期に軍の動きが鈍にぶければ、それはそれで不審を招くしなあ」

　聖木にもたれて腰こしを下ろし、ラシェルは思案を巡めぐらせる。

　本格的な戦に先立ち、当面の標的以外との不可侵条約を交わすことは多い。同時に複数の敵と事を構えるのは、どこだって避けたいのだ。ここで上う手まく立ち回れば、もう少し時間を稼かせげるはず。

　もっともこの時期、何らかの協定を交わすのには、神王の出馬が当然のように求められる。例えば神王同士の会談などを要求されれば、その時点で絶体絶命の危機に陥ることになるだろう。

　一応、現状で打てるだけの手は打ってある。

　例えば、クルゼル将軍率いる西方守備兵団の出しゆつ陣じんをあえて喧けん伝でんするというのもその一つ。神王が降臨し、戦の準備も万ばん全ぜんである、ということを内外に示しておくためだ。

『神王が行方不明』などというのはきわめて異例の事態だが、それだけに他国が容易にこの結論へと達することもない。

（……と思うんだけど。希望的観測に過ぎるかな）

　そこでラシェルはいったん思考を中断させた。やってくるリーズの姿が見えたのだ。

「こちらにおいででしたか」

「……何かあったの？」

　表情を硬かたくして立ち上がる。

　大たい抵ていの場合、自分が一人にして欲ほしいといえば彼女は放っておいてくれる。わざわざ呼びに来るというのは、不測の事態が起きたということである。

「もしかして、どこかからの侵しん攻こうが――！」

　――と、そのとき、不意にふわりと抱だきしめられた。

「怖こわい顔ですねー。根を詰めすぎると、頭の働きも鈍りますよ、ラシェル様」

「…………」

　ラシェルは大きく息を吐いた。少し心が落ち着く。

「ありがと、もう大丈夫」

　リーズはどんなときでも穏おだやかな笑顔を絶やさない。姉代わりであると同時にラシェルの理想であり目標であった。普ふ段だん装よそおっている性格も彼女のものを大いに参考にしている。

「特に悪いお知らせというわけでもないのですよ。ラシェル様にお客人がいらっしゃったと、城門の方から連絡がありまして」

「客？」

「ええ、ただ――」

　リーズは小首を傾げた。

「これが妙みような方らしいのです。旅装の若い男性で、どうしても『祭司長に直接目通りしたい』といって聞かず、しかし、名前も用向きも話さない。『取り次がないと大変なことになるぞ』と仰おつしやってるらしく、一応御ご裁さい可かを、と」

「……心当たりはないけどね」

　ラシェルは形の良い眉まゆをひそめる。

　直じき訴そを希望する民たみが王城を訪れることは、まれにある。杓しやく子し定じよう規ぎな対応で追い返したりせず、大抵の場合は代理の者に事情を確認させる。

　しかし、身分や目的も明かさないような者が相手では――

「ああ、彼がラシェル様に是ぜ非ひともお伝えしてほしい一言があるそうです。えっと――」

　リーズの口から言葉が紡つむがれる。

「『お前の探している存在が来てやったぜ』と」




「――門衛には口止めをお願い。あと、話の間は兵士たちを近づけないで」

　足を進めながらラシェルはリーズにそう指示をする。

　二人が向かっているのは、聖域からやや王城の中央よりにある中庭である。そこの小さな東あずま屋やを、ラシェルは会談の場として選んだ。

　庭の広さは数十歩四方。様々な草花が植えられているが、遮しや蔽へい物になるほどの密度はなく、向こう側まで視界が通っている。すなわち――

「盗ぬすみ聞ぎきされる心配はねえわけだな」

　先に通され、席についていた若い男は周囲を見回し、皮肉っぽい口調でそう言った。

　若いとはいっても、ラシェルよりは年上だ。おそらく二〇かその手前くらい。

　薄うす汚よごれた旅装、手には杖つえ。そして――見覚えのある下したっ端ぱ悪人面。

　ラシェルは思わず息を呑のんだ。

（この男……）

　そう、先刻、街で暴漢を口八丁手八丁で煙けむに巻まいた若者だ。

　その隣となりには従者だろうか、小こ柄がらな少女が控えていた。一〇を一つ二つ越えたくらいの歳だろう。内気そうだが、綺き麗れいな顔立ちをしている。

「やっと来たか」

　男はラシェルたちを認めると、大きく伸のびをした。

「おきれいなお嬢じようさんが二人、ね。――で、どっちが『ラウルスの聖女』さん？」

　どうやら向こうの方はこちらに気付いていないようだった。街に出るときは変装していたから、当然といえば当然か。そもそも一国の祭司長と市し井せいの男装少女を簡単に結びつけられるはずもない。

「リーズ、お客様に何か軽くつまめるものを持ってきてもらえますか？」

「かしこまりました」

　一礼して侍女頭が下がると、卓たくを挟はさんだ向かいの席に腰を下ろす。そして努めて友好的な口調を心がけつつ声を発した。

「お待たせして申し訳ありませんでしたね。私がラウルス国祭司長、ラシェル・メイスヴェルです」

「ほー、お前が。これはまたお若いことで。――俺様はトウヤ・ヤナガセ。よろしくな」

　ラシェルはトウヤと名乗った男を改めて観察した。

　街で見たときよりだらしなく無気力そうな印象がある。とはいえ、気を緩ゆるめるわけにはいかない。彼の油断ならなさは、この目で見てすでに知っているのだ。

　擦すり切きれた旅行用の外がい套とう。その下には少し変わった形の衣服を身につけている。特に刺し繍しゆうや装そう飾しよくに凝こっているわけでもなく、さほど高価ではなさそうだ。やや崩れた言こと葉ば遣づかいといい、貴族、あるいは豪ごう商しようといった上流階級ではないだろう。

（少なくとも、従者を連れ歩けるような身分には見えないわね……）

　どこか所在なさげに立っている少女にちらりと視線を向け、ラシェルは思った。

　値ね踏ぶみされていることに気付いているのかいないのか、トウヤは緊迫感のない口調で言った。

「しっかし、無用心だなあ。お前、この国のお偉えらいさんなんだろ。一人でのこのこ出てきていいのか？　俺様が暗殺者だったりしたらどうするよ？」

「問題ありませんわ」

　ラシェルは笑みを浮かべ、近くの木の枝から葉を一枚千切り取る。二本の指でつままれたそれは――次の瞬しゆん間かん、炎ほのおに包まれ炭となって、ボロボロと崩れ去った。

「不ふ埒らちな行いには相応の報むくいを受けていただくことになります。剣にも精せい霊れい術じゅつにも多少の覚えがありますので」

　これはハッタリなどではない。どちらも名手といっていい腕うで前まえだ。この国でラシェルをしのぐ者はそう多くないだろう。

「おー、怖い怖い」

　トウヤはそう呟いた。言葉とは裏腹に、怯おびえる様子はない。

「とはいえ、私は本来平和的な性格ですから、あまり深刻に考えていただく必要もありませんよ、トウヤ様。あなたに非平和的な意図がない限り」

　そのとき、リーズが水差しと人数分の焼き菓子を携たずさえてやってきた。卓の上に置き、一礼して下がる。

　と――トウヤが卓たく上じように視線を落とし、わずかに眉をひそめた。

「珍めずらしいですか？　先代の神しん王おう陛下がお伝えになったお菓子です。他国ではちょっと見られませんよ。さ、召し上がってください」

「おう。――ん、なかなか」

　物もの怖おじすることなくトウヤは菓子を口に放り込む。そして隣に視線を向けた。

「お前も食えよ」

「え……あの、でも、ご主人さま、ヒカリなんかが……」

「どうぞ、遠えん慮りよせず」

　ラシェルも勧すすめる。

　ヒカリというらしい少女は、おそるおそる菓子を口に含ふくむ。そして目を見張った。

「おいしい……」

「それはよかった」

　演技抜きの微笑みを浮かべ、ラシェルは言った。可愛かわいらしい。

　トウヤという男、従者に対する態度を見る限り嗜し虐ぎやく的てきな性格ではないようだ。その点は評価に値あたいするだろう。ここラウルスには妖精族、獣人族など人間以外の種族がほとんど住んでおらず、比ひ較かく的てき身分差別も少ない国ではあるが、それでも貴族や富裕層には使用人を虐ぎやく待たいする者が少なくないのである。

（――さて、始めましょうか）

　意識を目の前の男に集中させる。

　ここへ招いたのは、和なごやかに茶飲み話をするためではない。

「それで、ご用件は？」

「もう聞いてるだろ？　俺様はこう伝えてくれと頼たのんだはずだ。――『探している存在が来てやったぜ』とな」

　ラシェルは内心で身構えた。やる気なさそうだったトウヤの目に、光が灯ったような気がしたのだ。暴漢を言葉だけで制御してのけた、あのときの雰囲気に近い。

　表情を動かさずに頭を回転させる。

　ここからはさらに注意深く対処しなければ。

　今、自分にとっての『探している存在』といえば《紅の神王》しかいない。しかし、そのことは誰だれも知らないはずだ。

　可能性は二つ。

　一、この男がどこかから神王不在の情報を入手して、成りすまそうとしている。

　二、この男が一度出しゆつ奔ぽんして戻ってきた《紅の神王》本人である。

（……といっても、後者はありえないわね）

　そう、この男は《紅の神王》ではありえない。ラシェルはそのことを知っている。

　となれば――さて、どうするか。

　常識的に考えれば、衛兵を呼んで捕とらえさせるべきだ。

　しかし――もし、捕らえられたときにこの男が神王不在を声こわ高だかにわめいたら？

　大多数は一いつ笑しように付すだろうが、一人でも疑念を持つものが居たとしたら？

　そして――万一それが噂うわさとなって広まったら？

「…………」

「おいおい、無視か？　黙だまってたんじゃ話が進まねえぞ？」

　からかうような口調でトウヤは言った。

「神王、居ないんだろ？　『探している存在』なんて抽ちゆう象しよう的てきな言葉で国の頭が釣り出されてきてんだ。心当たりがあります、と白状してるも同然だろうがよ」

　ラシェルは小さく苦く笑しようする。

「確かにそうですわね。……では少々他聞を憚はばかるお話をさせていただきましょうか」

　目配せを受けて、トウヤは小さく肩かたをすくめた。

「ヒカリ、少し席を外せ。庭の隅すみに行って花でも眺ながめてろ」

「は、はい、ご主人さま」

　少女はおどおどとした様子で命令に従った。

「ま、俺様が後で喋しやべったら同じことだと思うけどな」

「それを止める権利は私にはございません。が、責任上、譲ゆずれない一線というものがございまして。――単刀直入に伺います」

　ラシェルは表情を改め、そして尋たずねた。

「あなたは《紅の神王》陛下でいらっしゃいますか？」

「おう」

　トウヤは堂々たる態度で肯いてみせた。

「では、何か身の証あかしとなるものをお持ちですか？」

　さて、偽にせ者ものの神王はこれにどう答えるか。

「んー、これなんか、どうだ？」

　反応を注視するラシェルを意識した様子もなく、トウヤは手に持っていた杖を軽く掲かかげた。長旅の影響か、ほこりにまみれ薄汚れている。

　眉をひそめつつ確認し――そして、ラシェルは思わず腰を浮かせかけた。

「……支配者の王おう笏しやく？」

　守護神から神しん王おうに与あたえられる、絶対的支配者の証。神王の肖しよう像ぞうにも必ず描かれている。ラシェルにとっては、伝説の中でしか知らない神聖な神器だった。

「こ、こんな、安物の杖みたいに扱あつかって――！」

　声を荒あららげかけたところで我に返った。

　こほんと咳せき払ばらい。穏やかな笑顔。冷静さを失ってはいけない。

「いったい、これをどこで？」

「ん？　《紅の神王》なら《紅の守護神》から賜ったに決まってんだろ」

「……見せていただいても構いませんか？」

「ほれ」

　無造作に差し出された杖を、ラシェルはためつすがめつしながら調べた。

「…………」

　杖頭に嵌はめ込こまれた精せい導どう石せきは本物。これは精せい霊れい術じゅつの使い手として断言できる。

　形状は絵画や書物に記録されている通り。施ほどこされた精せい緻ちな細工と長い年月を経へてきたかのような質感。まさに神器と呼ぶにふさわしい威い厳げんを感じる。

　これは――どう解かい釈しやくすればいいのだろう。偽者の神王なのに、杖は本物？

　少なくとも王笏が贋がん作さくだという証しよう拠こをラシェルは見つけることができなかった。

（――落ち着いて。動揺を表に出すな、私）

　いずれにせよ、さらにいくつか確認する必要が生じた。

「俺様が神王だと納得できたか？」

　トウヤは薄うすく笑って言った。

「いいえ、失礼ながら、これだけでは不足だと申し上げます」

　ラシェルも微ほほ笑えみを返す。

「当然ですが、私はこれまで王笏を間近で見たことなどありません。形くらいは伝え聞いて知っておりますが……真しん贋がんを正確に見み抜ぬく自信は持てないのです。よって、さらに幾いくつか質問を重ねさせていただきます」

「好きにしろよ」

　トウヤは余よ裕ゆうの表情を崩さずにそう答えた。

「あなたが神王陛下だとして、まず――なぜ、降臨から六日間も姿をくらましておられたのですか？　その間、どこに？」

「街を見てみたくなったんでな、フラフラしてた。あと、六日じゃなく七日だな。月げつ桂けい樹じゆの花が咲さいたのは七日前だっただろ？」

「……そうでしたわね。うっかり記き憶おく違ちがいをしておりました」

　引っ掛けは不発、か。

　聖木が花をつけたその日のうちに神王は地に現れる――この大陸の者なら誰でも知っている言い伝えだ。とはいえ、花の咲いた正確な日付を把は握あくしているのは、国の上層部だけ。市井の人間が一日の狂くるいもなく知っているはずがない。

　ラシェルは問いを続ける。

「顕けん現げんされた場所は、王城の聖域ですね？」

「ああ」

「そこから、どうやって外に？　聖域内はともかく、城の回廊も門も終日衛兵が見張っています。見み咎とがめられずに移動するのは難しいかと思いますが」

「ところが、俺様になら可能なんだよ」

　トウヤは動じなかった。

「俺様の持っているのはそういう種類の力だからな」

「神しん眼がん、ですか」

　常人と神王を隔へだてる能力。伝承に曰いわく――『神王は見えぬものを見、見えぬものを見せる』と。

　神眼――神から遣わされた代理人にふさわしい特殊な認識能力を持っていることが、神王たる条件の一つなのだ。

　王城に居ながら敵軍の動きを読み切り、あらゆる戦いくさに勝利をもたらしたという神王。

　対面するだけであらゆる者の罪科を見抜き、公正極きわまりない裁きを下したという神王。

　天候天災を事前に知り、豊ほう穣じようをもたらしたという神王。

　――ここラウルスにも、数々の伝説が遺のこされていた。

「具体的にどのようなお力か、お教えいただけますか？」

「いいだろう。俺様の持つ神眼は『梟ふくろうの眼』といってな――『正しきを見分ける』って効果を持つ」

「正しき道、を……？」

「そう。俺様は複数の選せん択たく肢しの中から、正解を見付けることができる。これこそ、神王にうってつけの能力だと思わねえか？」

「…………」

　梟は知ち恵えの象徴とされる鳥だ。言っていることは理解できたが――具体的にどう機能するのかが、うまく想像できない。

　そんなラシェルの様子を見、トウヤはにっと笑った。

「さあて、想像してくれ、お嬢ちゃん。――ここに一人の旅人が居おるとする」

　何を言い出すのか、と思う間もなく、トウヤは芝しば居いがかった口調で続ける。

「旅路を急ぐ彼かれの行く手に、分かれ道が現れる。一つは順調な旅が約束されたきれいな道。もう一つは障害困難てんこ盛りで、傷つきボロボロになるのが確定している荒れた道。分ぶん岐き点てんからではどちらがどちらかはわからない」

　抑よく揚ようのある語り口についつい引き込まれるような感覚を覚えつつ、ラシェルはおとなしく耳を傾かたむけた。しかし気は緩めない。彼のこの生気に溢あふれる表情――これは暴漢を言いくるめ、博ばく打ちは人生に不可欠だとうそぶいたときと、完全に同じものだ。

「もちろん、選びたいのはきれいな道だ。旅人には先を急ぐ理由があった。熱を出した幼い子供のために、可能な限り早く特効薬を持ち帰りたいのだ。ここでの選せん択たくが未来に重大な影えい響きようを及およぼすのは間ま違ちがいない。――こういうとき、確実に『きれいな道』を知ることができたとしたら、どうだ？」

　旅路の良よし悪あしだけではない。日常生活において、さらには国の統治において『どの選択が正しいか』確実に判断できるのだとしたら――これはとてつもない有利をもたらす能力だと言えるだろう。

（ただし――本物ならば、だけど）

「なるほど、素す晴ばらしいお力かと存じます」

　内心はおくびにも出さず、ラシェルは微び笑しようした。

「極限まで精度を高めた占術、あるいは限定的な未来視――あなた様の神眼はそういう種類のものだと解釈できます。聖域、そして王城から抜け出せたのも肯けますわね。望ましい未来、つまり、衛兵と出くわさない道が神眼によって見えるわけですから」

　そして続ける。

「ではそのお力、私にお貸しいただくわけにはまいりませんか？」

　神眼にはいくつかの特色がある。

　まず、神王一人につき一種類のみであること。

　そして『見えぬものを見せる』――つまり、神王は己おのれの神眼の効果を他者にも与えられるということ。これを一いつ般ぱん的てきに『神眼を貸す』と表現する。

「おいおい、これは俺様が守護神から賜たまわった神聖な力だ。軽々しく貸していいもんじゃねえだろ。それとも……俺様を疑ってんのか？」

　案の定、トウヤの返答は否定的だった。

「とんでもない。疑っているのではなく、誰よりも先に御み業わざを拝する栄誉に与あずかりたいというだけでございますよ。――重ねてお願いいたしますが、お貸しいただけませんか？」

　さて、偽にせの神王はどう凌しのぐ？

（多分、強く渋しぶるか怒おこるかして誤ご魔ま化かそうとするだろうけど――）

　しかし案に相そう違いし、トウヤは小さく口の端を吊つり上あげた。

「これは人には過ぎた力だ。貸すことはできねえ。――が、実演はしてやれる。このままじゃ、お前も納得できねえだろうしな」

「実演……？」

　訝いぶかるラシェルをよそに、トウヤは二枚の銅貨を取り出し卓の上に置いた。

　同種のものだが、片方は真新しく傷一つ見あたらない。もう片方は古くて磨ま耗もうしており、おまけに何かで引っかいたような目立つ傷きず跡あとが斜ななめに走っている。

「さて、先ほど旅人と分かれ道の話をしたよな？　新しい銅貨が『きれいな道』、古い銅貨が『荒れた道』だとする。そして俺様は神眼により、間違いなく新しい銅貨、すなわち『きれいな道』を選ぶことができる。要するに、それを思いっきり単純な形で見せてやるってこった」

「と、仰いますと？」

「左右の手にこの銅貨を一枚ずつ握にぎってみな、祭司長。きれいな方を確実に当ててやる」

　そう言ってトウヤは後ろを向いた。

（……なるほど。まあ、お手並み拝見ね）

　ラシェルは言われた通り、両の手に銅貨を一枚ずつ握りこむ。

「いいか？」

「どうぞ」

　振ふり向むいたトウヤは、ラシェルの二つの握りこぶしに視線を向けた。

「左手」

「……当たりです」

　左手を開くと、真新しい銅貨が現れた。

「納得したか？」

「お見事ですわね。――念のため、銅貨を改めさせていただいても？」

「好きにしろよ」

　ラシェルは二枚の銅貨を注意深く確かく認にんした。

　特に不ふ審しんな点は見当たらない。どこにでも流通している、正規のものだ。

　自分が銅貨を握るまで、トウヤは間違いなく後ろを向いていた。後頭部に目でもついていない限り、視し認にんするのは無理だったはず。鏡などの小道具、また精せい霊れい術じゅつによる小細工の気配もなし。

「……もう一度、見せていただけませんか？」

「何度でもいいぜ。百発百中で当ててやる。一回でも外したら、騙かたりってことで首を斬きってもらってもかまわねえよ」

　トウヤは自信たっぷりの表情で言った。

　――言葉通り、彼はその後、二〇回続けて当てて見せた。

　偶ぐう然ぜんである可能性は排はい除じよされたと考えていいだろう。

（なら――）

　二一度目、ラシェルは一計を案じた。

　手に取ると見せかけ、きれいな方の銅貨を自分の膝ひざの上に落としたのだ。無論、音を立てないように気をつけて。卓があるからトウヤからは死角になっているはず。

　これで右手も左手も正解ではなくなった。『正しい解』が存在しないならどうする？

　再びこちらに向き直ったトウヤは、かすかに眉を動かした。

「んー……右でも左でもない。どちらも正解の選択肢ではない。――というように見えるな。お前の手の中にきれいな銅貨はない。下にでも落としたか？」

　一つ息を吐ついてラシェルは膝に落とした銅貨を取り出した。

「その通りです。――なるほど。ひとまず銅貨はお返しいたしますわ」

　トウヤが偽者だという大前提は動かない。つまりこんなものはただの大道芸であり、『神眼』にも何らかのからくりがあるはずだ。

　しかし、今ここで見抜くのも難しいだろう。

　さてどうするか、と考え――そして、ラシェルは内心である閃ひらめきを得た。

（……そうね。使える、かも）

　ペテンであるにしても、出来が悪くないのであれば利用価値がある。

　ゆっくり立ち上がり、そして地面に膝を突ついた。

「支配者の王おう笏しやくをお持ちで、そして神眼の能力をも具そなえておられる。もはや疑う余地はございません。あなたの仰ることを信じましょう。――数々の非礼をお許しくださいませ。ラウルスへようこそお越こしくださいました」

　うつむいたまま、ラシェルは続ける。

「……この国をよろしくお願いいたします、《紅の神王》陛下。私たちも全力でお力ちから添ぞえしますので、何なりとお申し付けください」

「おう、引き受けた。完かん璧ぺきに神王の役目を果たしてやる」

　トウヤはそう言って笑った。





＊　＊　＊






　神しん王おうの居住には、王城の一番奥に位置する一角が割り当てられている。当然ながら普ふ段だんは無人なのだが、いつ降臨があってもいいよう常に整えられているのだそうだ。

　今ヒカリたちが居るのは、その寝しん室しつに当たる場所である。個人が使う部屋としては、かなり広く、内装も豪ごう奢しやなもので揃そろえられていた。

　しばしおくつろぎを、と言い残してラシェルが去ると、トウヤは遠慮無く寝しん台だいに身を投げ出した。

「あー、柔らけえ。身も心も安まるなあ。――さて、とりあえずここまでは順調、と。ヒカリもおつかれさん」

「じ、順調、なのでしょうか……？」

　ヒカリの方は落ち着かない気分だった。

　どうもこの主の言動は、一般的な人間の基準から言えば、褒められるようなものではない気がする。だからといって自分には『従う』という以外の選択肢はない、のだけど。

「王城に入り込むことには成功した。もうすぐ夕食にもありつけるだろう。滑り出しとしては上々だ。お前も遠慮せず、くつろいだらどうだ？　そっちがお前の部屋だってよ」

「で、でも、あの、ヒカリごときが、そんな……」

　祭司長に与えられた部屋は人が寝ね起おきするのに快適なよう設しつらえられている……のだと思う。しかし、だからこそ安らぐことができなかった。

「えっと、寝起きなら、床ゆかで十分です、ので……」

「寝台に慣れりゃいい」

　トウヤの言葉は簡潔だった。

「当分はここが俺様たちの家だしな」

「当分、ですか……」

　それは、いつまでを指すのだろう。

「あ、あの、ご主人さまは、これからどうされるおつもりです？」

「言ったろ。俺様の目的はこの国を騙だまし取とること。とりあえずは、あの祭司長をうまく味方につけて神王に収まる」

「では、ヒカリは、何をお手伝いすればいいですか？」

「どうすればいいと思う？　あるいは、どうしたい？」

「え……」

「俺様は何も強制しねえ。何をどうするかは、お前が自分で決めろ」

　トウヤは少し意地悪そうな笑えみを浮うかべている。

　突き放された気がして、戸と惑まどいを覚えた。求められることを行う、というのが、これまでのヒカリの在り方だった。

　何も指示がないのでは――どうしていいのか、わからない。

「あの……ご主人さま」

　おそるおそる口を開く。

「ヒカリ、助けていただきましたし、姉妹も助けると約束してもらいましたです。だから、ヒカリは何でも言うこと聞くです。なのに――あの、ヒカリが何か悪いことしたから、お怒いかりですか？　だから、その、い、意地悪おっしゃるです？」

　主を怒らせること、失望させることはヒカリにとって恐きよう怖ふそのものだった。存在意義を否定されるにも等しいからだ。

　トウヤはすっと目を細め――

「ばーか」

　そしてヒカリの額を指でぱちんと弾はじいた。

「ふえ……？」

「俺様が本気で怒ったら、こんな程度で済ませるかよ。もっと趣しゆ向こうを凝らして、言葉じゃ表現できないような苛いじめ方かたをしてやるさ。――ま、どうしても助言が要いるなら、色々『慣れろ』ってくらいだな。俺様の従者って扱いなんだから、あの祭司長の前でそれらしく適当に振ふる舞まってりゃいいよ」

「適当に……です？」

　ヒカリがさらに困こん惑わくを深めたとき――部屋の扉とびらを叩たたく音がした。続けて少女の声。

「失礼いたします。神王陛下はご在室ですか？」

　ヒカリが駆かけ寄よって扉を開けると、ラシェルが姿を見せた。

「よお、何か用か？」

「お休みのところ申し訳ありませんが、ご同行いただけませんか？　夕ゆう餉げの前にご案内したいところがございまして」

「ん、別にかまわねえけど……案内したいって、どこへだ？」

　ラシェルは何も言わず、ただ微笑む。

「ま、いいや。――じゃ、少し待ってろ、ヒカリ」

「は、はい、です」

　ぽん、とトウヤはヒカリの頭に手を置き、そしてラシェルと連れ立って出て行った。

　取り残されたヒカリは呟つぶやいた。

「どうしたい――ですか……」

　もう一度考えてみる。今度は意外なほどあっさりと心の中に答えが浮かんだ。

「何だか……もう少し見てみたい、気がするです。ご主人さまのこと」

　彼のものの考え方を。生き方を。

　こういうのを『興味がわいた』というのかもしれない。

　ヒカリは額にそっと手を添そえる。先ほどトウヤに触ふれられた部分が、何だか熱を持っている気がする。

　――たぶん、自分は彼の傍そばにいてその体温を感じること、彼に触れられることが嫌いではないのだ。
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　ラシェルはトウヤを伴ともない、王城の回かい廊ろうを歩いていた。

　トウヤのことはまだ城内のものに知らせていない。あまり見られたくないので、事前に周辺の人ひと払ばらいをしておいた。

「あの子――ヒカリ、でしたか？　彼かの女じよとは、どこで？」

　少し気になっていたことを尋ねてみる。

「こっち来てから拾った。――んー拾ったというか、助けてやった、かなあ。悪い奴やつらに捕つかまって、奴隷同然の扱いを受けてたんでね」

「それは、良いことをなさいましたね」

　これに関しては、心からそう思う。

　身寄りのない子供の立場は極めて弱い。為い政せい者しやとしてラシェルも常々気にかけているつもりだが、なかなか完璧にとはいかない。救われる子は一人でも多いほうがいいのだ。

「――で、どこへ向かうんだ？」

　トウヤは億おつ劫くうそうに言った。

　短い付き合いだが、どうもこの男、やる気を出したときとそうでないときの落差が大きいようだ。刹せつ那な的てきな高こう揚よう、興奮を求める性格なのだろうか。

「中央精せい晶しよう炉ろへ。まず、何をおいても神王陛下にご確認いただき、制せい御ぎよしていただかなければなりませんので」

　ラエティティア大陸五国の王都には巨きよ大だいな精晶炉が存在している。というより、精晶炉の周囲に人が集まり王都として発展したといったほうが正確だろうか。

　ラウルス王都クレアシオンもその例に漏もれない。中央精晶炉へと続く通路の入口が、王城内にあるのだ。

　しばらく行くと、眼前に頑がん丈じような鉄てつ扉ぴが現れた。

　ラシェルは手をかざす。カチリという音がして、扉がゆっくりと開いた。

「……どうやったんだ？　今の」

「普段、この扉は精せい霊れい術じゅつにより施せ錠じようされています。それを開けました」

　特定の波長の精せい導どう力りよくに反応する、不可視の錠じよう前まえである。解錠術式は祭司長家にのみ伝えられ、余人には開けることができない。

　ラシェルは精せい導どう石せきの指輪を常時身につけている。ここから自分の意思により、自在に精導力を引き出すことができるのだ。

　扉を抜けると、石造りの階段が下に延びている。

　再度、ラシェルは指輪に向かって意識を集中する。柔やわらかく輝かがやく光球がふわりと空中に浮かび上がった。

「ここからは地下通路となります。――では、参りましょうか」

　ラシェルはトウヤを先導する形で階段を下りていった。

「少し歩きますので、その間、ラウルス国の概がい要ようと現状を簡単にご説明申し上げますね」

「あいよー」

　だるそうな返答を確認し、話を始める。

「この国の特色は精晶炉の力が強いこと。ゆえに農作物の生産能力が高く、人口も安定しています。反面、気風が穏おだやかで闘とう争そう心しんに乏とぼしく、また特とく殊しゆな技能を備えた亜人もほとんどおりません。軍事力を他国と比ひ較かくした場合、やや不利と言えるでしょうね」

　階段を下りきると平へい坦たんな石いし畳だたみの回廊に出る。

「人が多いのにか？　兵の頭数は揃えられそうなもんだけどな」

「兵士が少ないわけではありませんが、豊かである分、軍以外にも職の選択肢が多いので。兵へい役えき義務はありますが、農地のことを考えるとあまりそちらに年数を取らせるわけにも参りませんし。先ほど申し上げたように精晶炉は強力。比例して精霊術の使い手も多いですから、それで戦力を補っております」

　ラシェルの作り出した光を頼たよりに、二人は更さらに足を進めた。

「ですから、精晶炉の出力は重要な意味を持つわけです。神王陛下が御お姿すがたを現されたということは、戦乱の予兆。ラウルスはこれから間違いなく他国の侵しん攻こうにさらされます。まずわが国が警けい戒かいすべきなのは国境を接している二国、マグノリアとティリア。むろん、いずれも国境付近の防備は固めてありますが……」

「戦力は可能な限り増強しておきたい。だから精晶炉活性化が必要ってことか。――しっかし、陰いん気きな場所だなあ」

　携えた王おう笏しやくで足元をつつきながら、トウヤは言った。

「普段は人の出入りがありませんので。この地下通路は緊急時の脱だつ出しゆつ路ろも兼かねておりまして入口出口は城の内外に複数ございますが、多くのものは存在すら知りませんわね」

　複雑さや規模の差はあれど、この手の隠し通路は城や砦とりでによく見られる。もちろんこの王城のは最大規模であるが。

「中には明かりもありませんし、複雑極まりない造りになっております。私たち祭司長の一族には、精晶炉への経路と城外への脱出路が幾つか伝えられていますが、それでも木の根のように広がった全域を記き憶おくしているわけではありません。一度迷えば抜け出すのは不可能ですから、はぐれないようにお気をつけ下さいませ」

「……なんでそんなところに精晶炉作るんだか」

「戦の際、万が一にも敵の手に落ちないようにということかと。最悪の場合、精晶炉を護まもるためここに立てこもって必死の抵てい抗こうをすることになるでしょうね」

「やな未来予想だな、おい。――ってか、もうちょっとゆっくり歩いてくんね？」

「これは失礼」

　ラシェルは少し歩調を落とした。トウヤは呼吸を乱しながら追いついてくる。

　頼りないというか……少なくとも戦闘能力的には警戒に値しないだろう。むろん、その方がラシェルにとってもありがたい。

「――精晶炉についてもう少し詳くわしくご説明いたしましょう。精晶炉には甲こう種しゆと乙おつ種しゆの二種類があり、これらは互たがいに結びついて一つの網もう状じよう組織を形成しています」

　甲種精晶炉は精導力を生成する機能を持ち、乙種精晶炉はその力を受け取り中ちゆう継けいする力を持つ。

　ほとんどの国において、甲種は中央精晶炉の一基のみ。

　しかしラウルスはこの王都クレアシオンにある中央精晶炉と、西方のシャーグラン城じよう塞さいにあるもの、合わせて二基の甲種精晶炉を保有している。また乙種精晶炉の数も群を抜いており、そのおかげで、国の隅すみ々ずみまで恩おん恵けいがいきわたるようになっているのだ。

「中央精晶炉は、接続された精晶炉すべてに対する統括機能を持ちます。乙種精晶炉の活動を止めたり、遠く離はなれたシャーグラン城塞精晶炉の出力を調節したりという操作も可能なわけですね。――とはいえ、私たちに為なし得えることではありませんが」

　中央精晶炉は代々祭司長の家系が管理することになっている。しかし、これは単に形式上のこと。祭司長はあくまで真の支配者が不在時の代理人にすぎない。

「精晶炉の操作、調整の資格を持つのは神王だけってことだな」

「はい。それでご同行をお願いしたわけです」

　分ぶん岐きを幾つか抜けると、道が緩ゆるやかな登りに転じる。その突き当たり。

「――到とう着ちやくいたしました。この扉の向こうがラウルス国中央精晶炉です」

　二人の目の前には大きな銀色の扉があった。

　もっとも合わせ目や蝶ちよう番つがい、覗のぞき窓まどなどはなく、のっぺりした一枚の金属板のようにしか見えない。扉だと判断できたのは、単にそう伝えられていたからだ。

　この奥おくにはラシェルも足を踏ふみ入いれたことはない。扉を封ふうじているのは、精霊術の錠前のようなちゃちなものではないのだ。

「王おう笏しやくを。伝承の通りなら、それが鍵かぎになっているはずです」

　言葉に応じて、トウヤは杖つえの先で扉に触れる。

　ラシェルが固かた唾ずを呑のんで見守る中――金属板の中央に線が走り、二枚に分かれて左右に開いた。

（……王笏は本物だったわけ、ね）

　内心で呟き、そして促うながす。

「どうぞ、お入りください」

「はいよ」

　トウヤは中央精晶炉の中に歩を進めた。ラシェルもあとに続く。

　振り返ったトウヤが再度王笏でこつんと叩くと、扉はまた一枚の金属板に戻もどった。

「……さらに奥に続いていますわね」

　短い通路を抜けると、半球を伏ふせたような形状の部屋に出る。

　その中央に――人間の体ほどもある半はん透とう明めいの多面体が浮かび、ゆっくり回転していた。

　一いつ瞬しゆん、ラシェルは自分の立場や今なすべきことを忘れかけた。

「きれい……」

　思わず呟きがもれる。

　伝説の中でしか知らなかった存在が、目の前にあるのだ。感激で胸が震えた。これは夢か？

「おーい、何呆ほうけてる？」

　トウヤの声で現実に引き戻された。

「あ……し、失礼いたしました。あれは精せい導どう石せきの結けつ晶しようですわね。守護神が手ずからお造りになった、純じゆん粋すいな、混じり気なしの……。実際に目にしてみると想像していたよりずっと美しく、神こう々ごうしい……」

　それ自体が淡あわく発光し、まるで脈打つかのように明めい滅めつしているので、精霊術の明かりがなくとも周囲の様子が見て取れる。結晶と石壁のほかには何もない部屋だが、不思議と温かで清せい澄ちような雰ふん囲い気きがあった。

　とはいえ、目を奪うばわれてばかりいるわけにもいかない。重要なのはここからだ。

　ラシェルは小さく深呼吸して、トウヤに向き直った。

「神王の資格を持つものが石に触れて思念を通すことで、国内各所の精晶炉を自在に操あやつることが可能になる――そう、私たちには言い伝えられております」

　緊きん張ちようを表に出さないよう、努めて穏やかに続ける。

「では、神王陛下の最初のお務めとして――中央精晶炉を活性化していただけますでしょうか？」

「ふーん、触さわって念じりゃいいんだな」

　相変わらずやる気なさそうに結晶に歩み寄るトウヤを、ラシェルはじっと見つめていた。

　手のひらが汗あせばんでいるのを感じる。

　ここからだ。ここから起こることの結果次第で、国の命運と、自分の果たすべき役目が大きく変化する。

　トウヤは手を伸のばし、結晶に触れる。そして――

「…………陛下？　いかがなさいました？」

「あー……」

　気の抜けたような声を上げ、トウヤは振り向いた。

「そうだな、今、活性化させるのはやめとこう」

「なぜでございますか？」

「民たみの生活にも、軍の戦力にも、その他、国の全すべてのことに影響するんだろ？　もっと慎しん重ちように方針を立ててからやるべきだと思うぜ」

「まず、力を生み出した後で、その活用方法を考える――というやり方もあるかと存じます。すでにマグノリアとは国境で一戦交えておりますし、近いうちに大きな戦に発展する可能性も高いわけですから、猶ゆう予よはございません」

「大きな力の行使には危険が伴う。俺様はラウルスの国をもう少し観察し、効果的な力の使いどころを見み極きわめたいね」

「なるほど……」

　ラシェルは微笑む。――これで決まった。

「あなたは自信たっぷりだった。この部屋の扉を開けることもできた。ですから、一いち縷るの望みを持っていたのです。もしかして、精晶炉を操れるのではないか、その方法を知っているのではないか、とね」

　空気が変わったのを感じたのか、トウヤはかすかに眉まゆをひそめた。

「少なくとも私としては、何ができて何ができないのかは確認する必要があった。だからこそ、ここまでご案内してきたわけですが」

「…………」

「あなたがどこの誰だれだかは存じません。でも、これだけははっきりと言えます。――やはり偽の神王なのですね、トウヤ・ヤナガセ様」

「……ふん」

　トウヤは小さく鼻を鳴らした。内心は不明だが、少なくとも動どう揺ようした様子はない。

「その口ぶりだと、かなり早くから気づいてたんだな。なぜわかった？」

「逆に不思議なのですが、なぜ神王陛下を騙って怪あやしまれないと思ったのですか？」

　記録に残る神王たちは、いずれも伝説の聖人として伝えられている。一方、目の前の悪人面は、ラシェルが幼いころから夢想してきた姿には程ほど遠とおい。

　は、とトウヤは鼻を鳴らした。

「そういう次元の話じゃねえよ。疑った理由じゃなく、わかった理由を訊いたんだぜ、俺様は。――そもそも、胡う散さん臭くさいのはこっちだって端はなから百も承知なんだ。だが、俺様の手には王笏があり神眼も見せた。疑われるのは当然だが、早々に偽のラウルス神王だと見破れるだけの証しよう拠こは与あたえてねえはずだ」

「ああ、でしたら簡単です。――降臨なさった日、私は本物の神王陛下を拝見しているからですわ」

　あの日。霧きり雨さめの降り注ぐ明け方。

　外に視線を向けたラシェルは聖域に立つ人ひと影かげを目にし、すぐに部屋を飛び出した。

　だが聖域に着いたとき彼女を迎むかえたのは、花はな咲さく月桂樹の木と――そして静せい寂じやくだけだった。神王の姿は忽こつ然ぜんと消えていたのだ。

　あのときの衝しよう撃げきが、どうして、という愕がく然ぜんとした思いが、胸に蘇よみがえる。

　それをかみ殺し、ラシェルは余裕の微笑を作った。

「お姿は遠目に見ただけ。面と向かって言葉を交かわしたわけではありません。――しかし、あなたとは似ても似つかない背格好だったということは、断言できます」

　トウヤは舌打ちし、聞いてねえぞおい、と呟いた。

　ラシェルは細剣を抜き、突きつける。

「その王笏を地面に置き、そして両手を挙げなさい」

　ここに至るまで注意深く観察していたが、トウヤの挙きよ措そは武芸を修めた人間のそれではない。この距きよ離りなら何か行動を起こしたとしても、一瞬で喉のどを貫つらぬけるだろう。

　相手にもそのことは理解できているのか、素す直なおに従った。

　さて、まずはこの男を屈服させ、支配下に置かなければ。

「神王を騙るなど、不敬にも程がありますわね。それに、私から言葉巧みに国の内情を聞きだそうとしました」

「……お前が勝手に喋しやべったんじゃねえか」

　ラシェルは無視した。

「いずれも死に値あたいする罪です。が――特別に今しばらくの猶予を与えましょう」

「助命するってか？」

「あなたの態度しだいですわね。――いくつか伺うかがいたいことがあります」

　トウヤは反はん抗こうする様子もなく、小さく息を吐いた。

「まず、あなたの見せた梟の眼――正しきを見分ける神眼、あれはからくりがありますね？　あなたに、そんな能力はない」

「ま、そうだ。手っ取り早くお前を信用させたかったんでね、なるべく印象深く映るよう、演出してみた。どうやら裏目に出たみたいだがな」

「あの場には、あなたと私の他にもう一人いましたよね。あの従者の少女。――あなたが見ていなくても、彼女が私の握った銅貨を見ていれば良いのです。そして私にわからないよう、あなたに合図を送る。二人一組のイカサマだったというわけですね」

「イカサマじゃねえよ、ただの演出だ。――ま、いいや、完璧とは言わないまでも、概おおむねその通りってことにしといてやろうか」

　なぜ剣を突きつけられているときまで偉えらそうなのだろうか、この男は。

「二点目、その王おう笏しやくについて。どうやら本物のようですが……どこで手に入れました？」

「もらった。本物のラウルス神王様に」

　ラシェルは一瞬言葉を失った。

「…………どういう、ことですか？」

「どうもこうも、言った通りだ。二十歳はたちくらいの女、髪かみは長め。左目の下に泣きぼくろ。背はお前よりやや高いくらいか。ああ、結構な巨乳だったな。――お前、神王見てるんだろ？　そういう外見じゃなかったか？」

「そのよう、ですけど……」

　ほくろまでは知らないが、特とく徴ちようは確かに一いつ致ちしている。女性であったからこそ、トウヤが偽にせ者ものだと簡単に判別できたのだ。
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「旅の途と中ちゆうでな、ひょんなことから妙みような女と行き合わせた。そいつはラウルスの神王だと名乗った。で、自分はもうラウルスには戻らない。杖も必要ないから好きに利用しろ、って渡わたされたんだよ」

「…………」

　頭の中が真っ白になった。なんだそれは。

「で、これは好機だと踏んで、俺様はここまでやってきた。神王の座が空いてるなら、俺様がもらっちまっても問題ないわけだしな。――ラウルスは神王様に見捨てられたみてえだな。気の毒に」

「そ、そんなこと……あるはず――！」

「お、痛いところを突かれたか？」

　トウヤは笑った。獰どう猛もうな、狂熱に浮かされたような笑み。

　そう――いつのまにか、街で見た勝負師としての顔になっている。

（――だめ、動揺するな！）

　この男が精神的な揺ゆさぶりに長たけているのはわかっていたはず。そもそも彼が真実を話しているとは限らないのである。

「そもそもお前らの神王は――っとぉっ！」

　トウヤは大げさにのけぞる。ラシェルが細剣を突き出したのだ。

「質問しているのはこちらですわ」

　大丈夫。まだ笑え顔がおが作れる。

「お行ぎよう儀ぎよく従順にしていただけませんか？　私は本来平和的な性格なのです。傷つけるのは本意ではありません」

　裏を返せばトウヤの処しよ遇ぐうはラシェル次第だということである。主導権を取るために、そのことを今一度思い出させる必要がありそうだった。

　しかし、トウヤは動じていなかった。

「平和的な奴は、誰かの手の甲こうを迷いなく地面に縫ぬいとめたりはしねえよ。――昼間はどうも、剣けん士しちゃん」

　ラシェルは一瞬表情が消えたのを自覚した。

「……お気付きでしたか。いつから？」

「最初から。髪かみ型がたは隠せるし、目や口はよく動くから印象を変えることもできる。ただな、鼻の形は結構個性が出る割に変化させにくい。指の長さや爪つめの形なんかもな。色んな角度から見てみるって、大事なことだぜ」

「ご親切にどうも」

　――手ごわい。

　この種の会話は戦いくさと同じだ。手持ちの武器の数とその使い方が勝負を分ける。

　ペテンを看破されたトウヤの武器はあまり残っていないはずだが、使いどころが抜ばつ群ぐんに上う手まい。普段やりあっている高官たちより数段やっかいである。

「で、なんで街に？　お忍しのびで祭りを楽しんでたのか？」

「視察ですわ。王城にこもっていては見えないことも多いものですから」

「ああ、それはいい心がけだな」

　トウヤは軽く肯く。

　意外にもそこに揶や揄ゆするような色はなかった。この博ばく打ちにしか興味がない男も人を褒ほめることがあるのか、とラシェルは思い――そして慌あわててその考えを打ち消した。

　彼の言動には、必ず意図がある。混乱させられてはいけない。

「しっかし、街で話したときとずいぶん印象が違ちがうのは確かだな。どっちが地だ？」

「お好きに御解釈ください。……いずれにせよ、国のことも、神王陛下のことも、あなたに心配していただくいわれはありません」

　ラシェルは強ごう引いんに話の流れを引き戻した。

　神王が国を捨てた、などということを信じるつもりはない。きっと、何か理由があるはず。しかし、それについて頭を悩なやませるのは後だ。今この場でやらなければならないことは、他ほかにある。

「どうあれ、あなたが《紅の神王》陛下を騙ったことは事実です。私は祭司長として裁かなければなりませんし、私人としても許容しがたい冒ぼう涜とくだと感じます。――議論の余地なく死罪相当。何か申し開きはありますか？」

「ねえよ」

「ここで私に手を下されても、構わないということですね？」

「大いに構うさ。死にたいわけじゃねえからな。でも、俺様は抵抗できるほど強くない。お前がその気になれば選せん択たくの余地はないだろうな」

「いい覚かく悟ごですわね。――では」

　ラシェルは細剣を軽く引いて、二呼吸ほど置き――神速の突きを繰り出した。

　同時にトウヤが口を開く。

「ただし、お前は俺様を殺さない」

「…………なぜ、そう思います？」

　切っ先はトウヤの喉のど元もと寸前で止まっていた。

「俺が《紅の神王》ではないことは最初からわかっていたんだろ？　断罪するつもりなら、もっと手て際ぎわよくやるだろうさ。――お前は一人でことを進めすぎてる。焦あせって勝負を急ぐと足元見られんぞ？」

「なるほど、確かに不自然ではあったでしょうね。もっとも、そのくらいは頭が回ってくれないと困るのですけど」

　さてここからだ。自分は引き返せない一歩を踏み出す。

　あるいは――神に背そむき、信しん仰こうを否定し、これまでの人生に泥どろを塗ぬるような所業なのかもしれない。しかも期待できるのは、せいぜいわずかの間の時間稼ぎ。しかし、国と、民を救うためにはもう他に方法がないのだ。

　ラシェルは小さく深呼吸をし、覚悟を決め、その言葉を――

「ああ、俺様に神王の代役を演じさせるんだろ？」

　あっさりとトウヤが言った。まるで夕食の献こん立だてでも確かく認にんするかのような口調で。

　ラシェルは絶句し――口を二、三度ぱくぱくさせ、ようやく声を発した。

「な、なぜ――」

「なぜわかったかって？　そりゃお前にとって俺様の利用価値がそこにしかないからだ。国情をべらべら喋ってたあたり、巻き込もうって意図が見え見えだったしな」

「だ――」

「だったらなんで素直についてきたのか？　嵌はめられたと見せかけて逆転する方が、勝負としては面おも白しろいからだ。――『死罪を特別に赦ゆるしてやる。ただし、命の代だい償しようとして言うことを聞け』って感じで、俺様を操り人形にするつもりだったんだよな？　いやー、顔に似合わず腹黒いね。惚ほれちまうな」

　くっくっとトウヤは喉を鳴らした。

「…………」

　彼の指し摘てきはほぼ正せい鵠こくを射ていた。

　神王不在を誤ご魔ま化かすのはもう限界に近い。なので偽にせの神王を仕立て上げ、ラシェルが裏から操ることで何とか急場を凌しのごうという意図である。

　許される行こう為いでないことは百も承知だ。しかし、このままでは遠からず国が破は綻たんする。

　民の希望をつなぎとめ、他国に弱みと攻め込む隙を見せずに乗り切る方法は、もうこれしか残されていない。

　一応、金で役者を雇やとうという手も考えた。しかし、こんな冒涜的な演目と舞ぶ台たい、そしてその重圧に耐え切れる者が果たして居るだろうか。演者の心が折れれば、その時点ですべてが水の泡あわとなるのだ。

　その点、自ら神王を騙かたってラシェルの前に現れたこの男は適任だった。今さら神王を演じることに抵抗などあるまい。しかも弁が立ち、機転が利きく。そうそうぼろは出さないだろう。大罪を赦し助命するのと引き換えにして恩を売れば、制御も利くはず。

　そして――トウヤは一いつ介かいの流れ者。いざというときの口くち封ふうじも容易だ。これはあくまで非常手段であり、積極的に考えたい手ではないが。

「ば、ばれてしまってはしかたありませんね……」

　ラシェルはふふふと小さく含ふくみ笑わらいを漏らした。

　何だか自分がやられ役の小物になったような気分を覚えたが――まあ、それは置く。

　現在、剣を突つきつけているのはこちらだ。間合いも十分。反はん撃げきされる気き遣づかいはない。

　生せい殺さつ与よ奪だつを握にぎっている側が、圧倒的有利……のはず。

「少し落ち着いて考えてみてはどうです？　罪を赦すだけではなく、当然ながら住む場所も食事も提供しますよ。上手く務めおおせたあかつきには、望みの報ほう酬しゆうも」

　そこで一つため息を挟はさむ。

「私とて、脅おどすような真ま似ねは本意ではないのです。――そう、雇われてある種の『仕事』をこなすのだとお考えください。私の指示で働き、その見返りを受ける。それだけの話ですわ。あなたにも十分に利益があるでしょう？」

「仕事を依い頼らいするのに剣を突きつけたりはしないだろ、普ふ通つう」

「相手もペテン師という普通ではない職ですから。それとも、雇われるより、ここで死にたいですか？　先ほど剣を止めたのは、単に交こう渉しようの必要があったからです。決けつ裂れつした場合、私にあなたを生かしておく理由はありませんよ？」

「殺すのは勝手だけどな、お前も死ぬぞ、それ」

「反撃でもするおつもりですか？　丸まる腰ごしの素人しろうとに何ができます？」

　余よ裕ゆうのある口調を作ったが、もちろんラシェルは油断などしていない。トウヤがどう動いても対応できるよう集中している。

「いやいや、力で勝てるとは思っちゃいねえ。もっと単純な話。――祭司長、お前ここからどうやって出るつもりなんだ？」

「…………」

　ラシェルは視線を入口に向けた。

　扉は閉じられている。しかし、王おう笏しやくがあれば――

「ほれ」

「え、わ――」

　両手を挙げたままトウヤが無造作に蹴り上げた《支配者の王笏》は、まるで測ったような正確さでラシェルの手に収まった。

「それがこの部屋の扉の鍵になっているんだったな。お前の手で試ためしに開けてみろよ」

「――何を企たくらんでます？」

「何も。逃にげたり襲おそい掛かかったりはしねえよ」

　トウヤは神経を逆さか撫なでするにやにや笑いを浮かべつつ、反対側の壁かべ際ぎわまで下がった。

　ラシェルは彼から目を離さないように注意しながら後退し、そして王笏で扉に触れた。

　――扉は開かなかった。

「…………嘘うそ、どうして？」

　二度三度試してみても、結果は同じ。

　何か、特殊なやり方があるのか？　触れる場所が決まっているとか、手順を踏む必要があるとか――

「種明かしは簡単」

　トウヤの声が耳に届く。

「その杖は、適正な持ち主が使わないと効果を発揮しないみたいでね。そして今、持ち主として認められているのは、本来の《紅の神王》から委い譲じようされた、この俺様だ」

「え、あ――」

　不意にラシェルの手から重みがなくなる。次の瞬しゆん間かん、王笏はトウヤの手の内に出現していた。さらに彼が手を振ふると、宙に溶とけるように消える。

「便利なもんだな。さすが神の授さずけし杖。――ああ、そんな顔すんな、無くなったわけじゃねえよ。俺様の意志で出し入れ自在ってだけだ」

　そして唇くちびるの端を吊つり上あげる。

「ただ、これでお前がここから出られるかどうかは、俺様次第だ。わかっただろ？」

「……さほどの難題とも思えませんわ」

　実のところ想定外だったが、動揺を悟さとられるわけにはいかなかった。

「事実として、今あなたの命を握っているのは私だということをお忘れなく。あなたを協力的な気分にさせる方法など、いくらでもあるのです。まずはそのよく動くお口を縫いつけて差し上げましょうか。凛り々りしいお顔が台無しになってしまいますけど」

「色男が傷を負った色男になるだけだから、気にすんな。――でも、傀かい儡らいが顔に拷ごう問もんの跡あとを付けてちゃまずいんじゃねえの？」

「ぐ……」

　切り返されて、ラシェルは口ごもった。

　身みの丈たけに合わないことをやっているという自覚はある。丸腰の相手に斬きりつけたことなど一度もないし、拷問に至っては想像したことすらなかった。――これまでは。

　しかし、もう後に退けないところまできているのだ。

「…………」

　ラシェルは無言のまま、左手を振った。

　小さな火球が奔はしり、トウヤの頬ほおをかすめた。

「おいおい、お前――」

「最初にお話ししましたわね。私、精せい霊れい術じゅつにも覚えがございます」

　ペテン師の文句を遮さえぎり、ラシェルは口を開いた。まずは、主導権を取り返す。

「炎ほのおなら今程度のから、人一人を一瞬で灰に変えるものまで自在に操れます。そうですね、確かに顔はまずいですから……つま先から、少しずつ焼いていくというのはいかがです？　早めに〝ご協力〟いただければ、足一本程度で済むかもしれません。ああ、無論粘ねばっていただいても構いませんわ。その分、楽しめるというものですし」

　冷れい酷こくに笑ってみせる。吐はき気けがしそうだ、と思いながら。

　――もし、この脅しでも折れてくれなかったら、どうすればいいのだろう。宣言した通り、彼を焼いていかなければならないのか？　自分が？

　この男はやすやすと苦痛に屈くつする種類の人間には見えない。どこまで非情に振ふる舞まえるだろうか――

（いや……弱気になるな！）

　どうあっても、この男を従えなければならない。

　懸かかっているのはラウルスという国とその民すべての命。自分にはそれを守る義務がある。たとえ偽者であれ神王を立てなければ、これから始まる戦乱の時代を乗り切ることなどできはしないのだ。覚悟を決めなければ。

「どうしても協力していただけないなら――」

「いいぜ、手を貸そうじゃねえか」

　そのときトウヤが口を開いた。

「俺様が神王を演じてやる」

　あっさりとした、なんの葛かつ藤とうも感じさせない声だった。

「…………」

　ラシェルは目を瞬かせた。

「どうした？　返事は？」

「あ、は、い、いえ……どうし、て？　何考えてるの、あなた？」

「優位に立って一方的にこき使うつもりだったんだろ？　でも、今、お前は自分が有利でないことを理解している。であれば、俺様たちは対等の共犯者になれる。その場合、俺様の側にも利益が生じるんだよ」

「……何が目的です？　お金、ですか？」

「いいねえ、金は大好きだ。くれるなら大歓迎。拒こばまねえよ？　が――俺様が真に求めるのは形のないものだ。刺し激げき、興奮といった、な」

　トウヤは唇の片かた端はしを吊り上げた。

「百万枚の金貨をもらえるより、百万枚を得るか、奪われるかの賭かけがしたい。街で言っただろ？　博ばく打ちは人生に不可欠だって。――一国の命運を賭けた大博打、自分の選択一つで国が滅ほろび、民が死ぬ。最高の興奮を味わわせてくれそうじゃねえか？」

「な――」

　ラシェルは一瞬言葉を失い、そして大声を上げた。

「何考えてるの！　そんなの許せるわけないでしょう！」

「許せないか？　国を護るために、偽にせ神しん王おうを立てるという大罪を犯おかす――お前の今やってるこれが、まさに『一国の命運を賭けた大博打』じゃねえの？　ん？」

　一瞬、返答に詰つまった。

「わ、私は、真しん剣けんに国を、民を、案じて……」

「大おお真ま面じ目めなのは、よーくわかってるさ。言い換えれば、俺様とお前の差は楽しんでいるか否いなかという些さ細さいな部分であって、やろうとしていることは、まったく同じなんだよ。だから協力してやると言ったんだ。もっとも、対等じゃなきゃ駄だ目めだけどな。俺様は自分で勝負したいんであって、お前の賭けの道具になりたいんじゃない」

「…………」

　ラシェルは沈ちん黙もくする。

　そう、動機がどうあれ、目指すところに何も違いはない。『偽の神王』を立てて戦乱に勝ち残るという、ただそれだけだ。

　感情的に言えば、この男のような人間は受け入れ難い。しかし、事ここに至っては受け入れる以外に道がないこともわかっている。

「……いいでしょう」

　肯うなずいてみせた。

「ただし、勝手な振る舞いをしてラウルスに不利益をもたらすようなら、全てをご破算にしてあなたを消すという選択もあり得えます。そのことはお忘れ無きよう」

「虚きよ勢せいが張れれば上出来だ。んじゃ、交渉成立っと。俺様は完かん璧ぺきに神王の役目を果たすと約束しよう。待たい遇ぐうについては応相談な」

　そう言うとトウヤは邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。

「さーて、これでたった今から俺様とお前は国を欺あざむく大罪人であり、共犯者だ。ま、仲良くやろうや」

「…………」

　一応は当初の目標に近い成果を挙げた、ということになるか。

　しかし――もしかしたら、とんでもない人選をしてしまったのかもしれない。

　ラシェルは不安が胸の奥に広がるのを感じた。







第二章　祭司長は疲弊する







（ひ、人が、たくさん……）

　ヒカリは玉座の背後に控ひかえつつ、眼下の景色を見み遣やった。

　玉座は高所にあり御み帳ちようを隔へだてている。向こうからの視線はこちらに通らない。

　いずれにせよ自分の姿が見えているはずはないのだが、それでも――相当な圧迫感を覚える。気ままに騒さわぐ街の群集とは違い、全員がこちらを注視しているからだ。

　臣下に対し神しん王おう降臨を正式に知らせる行事――『即そく位いの典礼』というらしい。

「――では神王陛下、お言葉を」

　右手側に立つラシェルが、玉座にそう声を掛けた。

　しばらくの間、トウヤがラウルスの神王役を務める――そう聞いたのは昨夜のことだ。

　経けい緯いに興味はないし、特に思うところもなかった。彼はすでに自分の主であり、ラウルス神王になったところで、それについては何の変化もないからだ。

「聴きけ、民よ。余は、ラウルス国の勝利を約束する」

　トウヤが厳いかめしい口調で言うと、おお、という歓かん喜きのどよめきが起こった。

「余は争いを望まぬ。好まぬ。しかし、民を護まもるためには降ふりかかる火の粉は払はらわねばならぬ。――ここに余は予言し宣言しよう！　大陸五国のうち、最後まで残っているのは我々である！　ラウルスに栄光あれ！」

　栄光あれ！　と臣下が唱和しようとしたそのとき――

「……とまあ、そうやって他人頼みだから駄目なんだよ、お前らは」

　トウヤは皮肉げな、そしてよく通る声で言った。

　ラシェルの表情が一いつ瞬しゆん強こわ張ばる。廷てい臣しんたちの間からは戸と惑まどったような気配が伝わってきた。

「いーか？　誰にだって得手不得手があり、できることとできないことがある。だからといって考えることまで他人に放ほうり投なげるんじゃねえ。ここはお前らの国だ。よい未来をもたらしたいんだったら、お前らも頭使え」

　困こん惑わくのざわめきが大きくなった。

　祭さい司し長ちようの少女は、笑顔を崩くずさず目だけで怒いかりを表現するという器用な真似を披ひ露ろうしながら、玉座を睨にらみつけた。制止しないのは、祭司長の立場で『神王のお言葉』を妨さまたげるわけにはいかないからか。

「というわけで、お前らが真にこの国を想おもい、良い方策や神王にやってほしいことがあるんだったら、言いに来い」

　そして、トウヤは楽しそうな口調で締しめくくった。

「話はすべてそこのラシェル・メイスヴェル祭司長が受け付ける。――以上だ」

　顔を引きつらせるラシェルを横目で見、ヒカリはひそかに同情を覚えた。

　自分の主人は誰にとってもはた迷めい惑わくで、面めん倒どうと難題をふりまく存在であるらしい。





＊　＊　＊






　良い天気だった。

（……鳥になりたい）

　ラシェルは窓の外に目を遣やりながら思った。

　何もかも放り出して、空の彼方かなたへ飛んでいってしまいたい……けど、それではあまりに無責任だから、せめて一日に一時間、いやできれば一時間半くらい。応相談で。

「――ラシェル様？」

「……あ、ごめん、リーズ。報告を続けて」

「疲つかれたらしっかりお休みくださいね？　無理は後々響ひびきますから。――マグノリアの市し況きようについてですが、やはり大きく動いてますね。食料、馬、武器等が多く国に買い上げられているようです。このことから推測するに――」

「戦を始める気ってわけよね」

　ほぼ人間しか居ないラウルスとは違い、隣りん国ごくマグノリアには獣人や亜あ人じん種しゆが多く、複数種族の合議によって統治が行われている。祭司長も世せ襲しゆうではなく、代だい替がわりごとに適格者の中から選び直されるのだそうだ。

　隣国として監かん視しと警けい戒かいは怠おこたっていないが――ラウルスとは相当に体制が違うので、国情を読み取りにくい。

「やっぱり、本命の標的は我わが国くにかしら？　大編成の本隊が攻めてきそう？」

「砦とりでがひとつ先制攻撃を受けていますから、可能性は高いかと思いますねえ」

「クルゼル卿きようと増ぞう援えんを国境に送って正解だったわね。その西方守備兵団からの報告は？」

「今のところ、マグノリア先せん遣けん隊たいに大きな動きはなし、とのことです。落とした砦を占せん領りようした後、沈黙を守っているようですねえ。あちらはせいぜい四千、対してこちらはシャーグラン城じよう塞さいとその周辺国境線で一万五千、増援の第一陣第二陣が合わせて五千の計二万ですから、向こうも本隊が来るまで仕し掛かけられないのではないかと」

「しばらく膠こう着ちやく状じよう態たいになりそうね。そっちは了りよう解かい。で――今日の分の陳ちん情じようは？」

「こちらですよ。ご覧くださいねー」

　リーズはにっこりと笑いながら書類の束を差し出した。

　トウヤが要いらぬことをしてくれたおかげで、仕事が増えた。

　神しん王おうの覚えめでたくなりたいと願う者からの提案や意見が、ひっきりなしにラシェルのもとへ持ち込まれるようになったのだ。

　もちろん式の後トウヤには厳重に抗こう議ぎしたが、鼻であしらわれた。『一度口から出た言葉は取り消せねえよ。ま、臣下との間の風通しは良くなるだろ？』だそうである。

「……また結構な量ね」

「裁可を下した分はこちらに回していただければ、処理しておきます」

「お願いするわ。――ほんっと余計なことをしてくれるわね、彼」

　ラシェルはため息をつきたくなるのをこらえながら紙束を手に取った。




　――トウヤを代役に立てての即位の典礼から三日が経過していた。

　ラウルス国に《紅の神しん王おう》が降臨したという話は、すぐに国中に広まった。

　無論、ラシェルが意図的にそう取り計らったせいでもある。典礼を済ませたことで彼かの女じよに対する突き上げもとりあえずは沈ちん静せい化かした。

　共犯関係を築くにあたって、二人の間にはいくつか決め事が設けられている。

　まず、トウヤが偽の神しん王おうだということは、極力他の人間には漏もらさないこと。今のところ二人の他にこれを知っているのは、トウヤの従者であるヒカリと、ラシェルの侍じ女じよであるリーズだけである。

　リーズに協力要請することを決めたのはラシェルだが、打ち明けるまでには相当悩んだ。大罪の片棒を担かつがせることになるからだ。

「まあまあ、水みず臭くさいことを仰おつしやらないでくださいまし。ラシェル様と罪を分かち合えるのは、私にとっては喜びでございますよ。むしろお悩みなら、もっと早くご相談いただければよかったのに」

　神王の失しつ踪そうに始まる一連の事情、偽神王の擁よう立りつを説明し、申し訳ないと頭を下げるラシェルに、リーズはそう言って微ほほ笑えんだものである。

　二点目。トウヤとヒカリにある程度行動の自由を与えること。

　これはトウヤの希望である。少し悩んだものの、ラシェルは『神王の命で世話係を二人雇った』という体てい裁さいを整えることで、それを叶かなえた。さすがに神王として好き勝手させるわけにはいかないから、このあたりが妥協点だろう。

　即位の典礼は御み帳ちよう越ごしであったため、彼らの顔は知られていない。トウヤは積極的にあちこちをうろついているらしく、いまや城の多くの者と顔見知りになっているようだ。
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　一方で、自由の代償として、ラシェルはトウヤの体にある精せい霊れい術じゅつを施ほどこした。

「……念の入ったことだな」

　トウヤはそう言って首元を撫なでた。複雑な文様の形をした、小さな痣あざが浮き出ている。

「改めて確認しておきます。行動の自由を認める代わりに、位置特定と、そして小規模な爆ばく発はつの精霊術を込めた紋もんを刻ませていただきました。起爆条件は私が望んだとき、私が死んだとき、私から一定距離を離はなれたとき――以上の三つです」

「一定距離ってのは、具体的には？」

「王都から出なければ大だい丈じよう夫ぶです。それ以上は保証しませんが」

「俺様が死ねば王おう笏しやくも使えなくなるが、いいのか？」

「よくはないですが、そのほうがマシだという事態もありえますので」

「いざってときは証しよう拠こ隠いん滅めつってわけか」

　トウヤはそう言い、なぜか楽しそうに笑った。

　ラシェルの立場としては、このくらいの備えが必要なのである。偽神王の存在は、どうあっても外に漏らすわけにいかない。

　意外だったのは、彼が特に異も唱えずこの処置を受け入れたことだ。

　何か企んでいるのか？

　企んでいるのだとしても、ラシェルに自分の生死を委ゆだねる必要があるのだろうか？

　不ふ審しんと不安の種は尽つきないが……当面、このままやっていくしかない。




「……早く本物の神しん王おう陛下を見つけないといけないんだけど、ね」

　書類に目を通しながら、ラシェルは呟つぶやいた。

　ここまでやっても、結局のところ効果は『時間稼ぎ』以上のものではないのだ。

　神王の失踪や替かえ玉だまを立ててごまかすなどという事態が前ぜん代だい未み聞もんであるため、当分は気付かれないだろうが――それだけである。

　よって破綻しないうちに本物の神王を見つけ出すというのが最良の解決策なのだが、その具体的な手立てとなると、まるで思いつかない。

　もちろん他国への対処や国内の施し政せいにも手を抜ぬけない。そのうえトウヤのせいで仕事が増えたものだから、文句の一つや二つも言いたくなる。

「でも――」

　書類を分類しつつ、リーズが口を開いた。

「進言、提案の推すい奨しようを明言したことで、貴族の方々も領地に引きこもってのらりくらりとやり過ごすことが難しくなりました。こちらに非協力的な方には圧力がかけやすくなりましたわね」

　有事の際、保身にのみ汲きゆう々きゆうとする小心者はどこにでもいる。しかしトウヤの言葉によってそれが許されない空気が形成されつつあるのは確かだった。

「それに、刺激を受けたことで、各派閥の動きが顕けん在ざい化かするでしょう。ラシェル様にとっても敵味方を見分けやすくなります」

「それは……そうかもしれないけど、彼がそこまで計算していたとは思えないわ」

　ラシェルは口をへの字に結んだ。

　神王の替え玉とはいえ、政務は結局ラシェルが担当することになるので、トウヤは毎日遊び歩いている。あの軽けい薄はくな賭と博ばく狂きようの脳内に『思し慮りよ』という言葉が存在するかどうかさえ、非常に疑わしい。

「かもしれませんが、状じよう況きよう的てきに利用できるなら利用すべきですわ。……さて、そろそろお昼ですが、食事はどうなさいますか？」

　リーズは尋たずねた。

「軽くでいいわ。仕事しながら食べるから、執しつ務む室しつに運ばせて。――午後からの予定はどうなっていたかしら？」

「西方守備兵団第二陣の準備が整ったと報告がありました。午後一番でそのご確認と出立許可をいただきたいとエリアーヌ・バロウ千人長から」

「ああ……了解したと伝えておいて」

　脳のう裏りにエリアーヌの姿を思い浮かべながら、ラシェルは答えた。あまり顔を合わせたくない相手ではあるが、これも仕事だ。

　ではまた後ほど、と書類を抱かかえてリーズは去った。

　一人になると、ラシェルは机の上に突っ伏した。

「はあ……厳しい……」

　身体的な疲ひ労ろうもだが、むしろ心労の方がこたえる。自分はもう少し強きよう靭じんな人間だと思っていたのだけど。

　深呼吸を数回。顔を上げ席を立つと、ラシェルは書しよ棚だなへ向かった。一冊の本を手に取り、ぱらぱらと中を見る。

　今は亡なき父母より幼い頃ころに与あたえられた、子供向けの絵物語――この世界の創世記である。




『その昔、この世界は悪い精霊竜により支配されていました。

　彼らはわが物顔で空を駆かけ大地を踏ふみ荒あらし、その数を増やし続けました。

　あるとき、《紅の守護神》さまはお考えになりました。

「精霊竜は世界を乱す。代わって人に地を治めさせよう」

　悪い精霊竜は次々とほろぼされます。最後の二匹、双子竜が心の臓をえぐり取られて地上に落とされると、ようやく平和が訪おとずれました。

　そして《紅の守護神》さまは人々をこの世界に招待し、豊かな暮らしのために二つの精せい晶しよう炉ろをお与えになりました。

　これがラウルスの始まりです』




『同じころ、ラエティティア大陸には五つの国ができました。

　ラウルス、フィークス、アケル、ティリア、マグノリア――現在の大陸五国です』




『国ができると、守護神さまたちは一国に一人ずつ、神しん王おうさまをおつかわしになりました。

　神王さまはおっしゃいます。

「私はすべてを背せ負おう。民たみの生も死も、幸せも不幸せも、喜びも悲しみも、すべては私とともにある。私は先導者。民を正しきへと導くものである」』




『これは大昔のお話。

　でも、今も守護神さまと神王さまは、私たちをごらんになっています。

　もし国や民が困難にあるなら、神王さまは必ずや、また地上に降り立たれるでしょう。

　そして、人には見えぬものを見るその眼――『神眼』によって、私たちを導いてくださるのです』




　世界を支配していた邪悪なる精霊竜、そして彼かれらを駆く逐ちくし人間に精晶炉を与えた五柱の守護神、神より遣つかわされ人々に善政をもたらした偉い大だいなる神しん王おうたち――それらが簡にして要を得た文章と色いろ鮮あざやかな挿さし絵えによって、見事に描えがかれている。

　何度も何度も読み返してきた、お気に入りの一冊だった。《紅の守護神》への信仰や神王への畏い敬けいの念はこの絵物語から始まったと言っても過言ではないだろう。

　しかし、神王は居なくなってしまった。

「――私たちは、導くに値あたいしない民ということなのでしょうか？」

　胸が痛い。

　神王の第一の僕しもべとして補ほ佐さするのが祭司長の務め。その任を果たすことは、ラシェルにとっても幼いころからの憧あこがれだった。もし自分の代で降臨されるとしたらどんな方だろう、どのようにお世話しよう、などと夢想することもあった。

　――しかし、神王は消え、代わりに現れたのはあの不ふ愉ゆ快かいな男。

「……お話と現実って、違ちがうのよね」

　ため息をつく。

　辛つらいなどと思ってはいけない。それは自分の職務を否定することだ。

　神王が姿を消したのなら、そこには何らかの意志や意図があるはず。肯こう定ていし、受け入れ、神王が戻もどるまで国を護り続ける。それが祭司長としての誇ほこり高たかき使命。

　投げ出さず、できることを、少しずつ――というのが、生き真ま面じ目めな父親の口くち癖ぐせだった。今はそれしかないのだろう。

　さしあたってできるのが、最悪の事態を先送りにする程度でしかないとしても。

「……やめ。悩なやむの終わり」

　気持ちの整理をつけ、ラシェルは絵物語を棚たなに戻した。

　頭痛胃痛の源泉であるトウヤは、ヒカリを伴ともなって街に出ていることが多い。

　主な目的地は賭と場ば。金、そしてときには上質の野菜や果物、牛や馬などを持ち帰ることがある。むろん、いずれも賭け事で巻き上げたものだ。

　金以外のものは気前よく王城に渡わたしてくれるので（手元においていても活用できないからだと思われる）、まあ国家財政の足しになるといえばなるのだが。

　意識を集中し、彼に刻んだ紋もん章しようの気配を探さぐる。

　――城内のすぐ近くにいるようだ。ちょうど街から戻ってきたのだろう。

　今のところ実害はないのだが……たびたび王城を抜け出されるのは少し困る。それに、ああいう場所に出入りするのは、幼いヒカリにとっても悪あく影えい響きようなのではないだろうか。軽く釘くぎを刺さしておく必要があるかもしれない。

「少し、話ししてこようかな」

　トウヤの姿を求めて執務室を出る。と、回かい廊ろうで有力貴族の一人に出くわした。

「おや、これは祭司長猊げい下か。ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

「お疲れ様です、ブロンデル卿」

　ラシェルは挨あい拶さつを返した。相手はどちらかといえば親祭司長派なので、まだ気が楽だ。

「いやあ、しかし此こ度たびの神王陛下は進歩的かつ柔じゆう軟なんですばらしいですなあ。臣下の意見に真しん摯しに耳を傾かたむけてくださるようで」

「――ええ、我が国にとって実に幸福なことですわね」

　ラシェルは複雑な感情を抑おさえつつ、微笑んで見せた。

「まさにまさに。いや、お側そばにお仕えできる猊下が羨うらやましい」

「…………」

　じゃあ代わってよおぉ――という魂たましいの叫さけびが危あやうく口から出かかった。

「むろん神王陛下降臨の時代に立ち会えたというだけで、孫子の代まで自じ慢まんできる幸運なのですがね。それに加え――おお、あの即位の典礼での力強いお言葉！　思い出すだけで胸が震ふるえるようです。あれが支配者たる器うつわというものなのでしょうなあ」

　いやいや、みんな騙だまされてるのだ――とはもちろん言えない。そもそも自分も騙すのに一役買っている立場なのである。ラシェルは渾こん身しんの努力で笑え顔がおを維い持じしつつ、相あい槌づちを打つしかなかった。

　挨拶を交かわして彼と別れ、理り不ふ尽じんな思いを引きずったまま歩いていると――向こうからヒカリを伴ってやってくるトウヤの姿が見えた。緊張感のない無気力な表情だ。街で博ばく打ち欲よく（そんなものがあるのかどうかは知らないが）を十分に発散してきたのだろう。

「――みんな騙されてます。この男はただの快楽主義者です。しかも詐さ欺ぎ師しで博ばく徒とでどうしようもない人間なのです」

「……別に否定はしねえけど。何だよ、いきなり」

　トウヤは怪け訝げんそうに言った。

「誰だれにも言えなくて鬱うつ憤ぷんがたまっていたので、本人相手なら問題なかろうと思いました。とはいえ……事実を再確認したところでたいしてすっきりはしませんわね。むしろ胃の辺りがさらに重くなったような気もします。でも、食事量が減ればその分食べる時間も節約できますし、国庫の支出にも優やさしく……」

　ぶつぶつ呟く。

「あ、あの……もしかして、かなりお疲れです？　ラシェルさま」

　ヒカリが恐る恐るという様子で尋ねた。

「ううん、この程度、全然平気ですよ。ありがとう……」

　ラシェルはうふふふと笑った。幼い少女を安心させるつもりだったのだが、なぜか手て遅おくれの病人を見るかのような同情に溢あふれた顔をされた。

「で、何か俺様に用か？」

「……そうでした」

　一つ息をついて気持ちを切り替える。

「街に出るのを、自重していただけないかと。少々なら目を瞑つぶるつもりでしたが、この頻ひん度どはさすがに許容範囲を越こえています」

「おいおい、勝負師に呼吸するなってのか、お前は」

「呼吸はお好きなように。でも、博打はお控え下さい」

「と言われても、城の中は退たい屈くつだしなあ」

　トウヤは渋じゆう面めんを作って頭をかいた。

「あ、そうだ。お前の権限で賭場開いてくれねえか？」

「できるわけないでしょう」

「えーっと、んじゃ、王様と言えばあれだ。後宮に女の子集めてハーレム」

「……あなたは正式な神王陛下ではありませんので」

　実のところ、神王は本人が望むなら女性に不自由しない立場である。漁色家だったという神しん王おうの記録もそれなりに存在する。

　神王とお近づきになりたいと考える有力者は大勢居おり、多くの場合、彼らは王城へ貢みつぎ物ものを届けてくる。金、宝石、美術品、そして時には人――自身の血族、あるいは養子として迎むかえ入いれた美しい女性を。送り込んだ『貢物』が神王の寵ちよう愛あいを受けることに成功すれば、一族は強大な後うしろ盾だてを得ることになるからだ。

　個人的に思うところがあるとしても、そういう風習自体に物申す気はないラシェルだったが――いくらなんでも、トウヤに対してそれを認めるわけにはいかなかった。

「道徳的なことはさておくとして、機密保持の観点からも認められません。戦いくさが始まろうかというこの時期に、秘密が漏れては困るのです。これでもかなり妥だ協きようしているのですよ？　――私があなたの命を握にぎっていることをお忘れなく」

「別に忘れちゃいないけどね。――お、そうだ」

　偽神王はふと何かに気付いたように手を打った。

「居るじゃねえか」

「……何がですか？」

「女で、俺様が秘密を漏らしても問題ない奴やつが、目の前に」

　トウヤは大おお股またで進み出、距きよ離りを詰める。そして、ラシェルの背後の壁にどんと手を突ついた。身長が頭一つ以上違うので、見下ろされる形になる。

「あ、あの……？」

「――どうだ、遊ばねえか？　ラシェル」

「――――は？」

　二呼吸ほど遅おくれて、言葉の意味を理解する。ラシェルは顔が真っ赤になるのを自覚した。

「なるほど。こういう話に耐たい性せいがないんだな」

　トウヤは意地の悪い笑みを浮かべ、ひょいと後ろに下がった。

「ってことは、お前、生き娘むすめか」

「――――っ！」

「違うのか？　ほれ、神王陛下のご下問だ。正直に答えてみろよ」

「……だ、だとしたら」

　きっと目の前の男を睨む。

「だとしたら、わ、悪いですか？　だって――仕方ない、でしょう……私は……身命をこの国に捧ささげて来たのですから……」

　祭司長の家に生まれた以上、全すべてを役目のために捧げるのは当然だ。他人に体を許すことなどありえない。憧れや恋こいすら知らないまま一六の歳としまで育ってきた。

　強しいて言えば、その対象は伝承の中の偉大な神王たちだったのだが――

「ちなみに、俺様も国の命運を握ってる男なんだけどな。ラウルスのため、ちっとくらい慰なぐさめてくれても罰ばつは当たらないんじゃねえかなあ？」

　トウヤはへらへらと笑っている。

　本気なのか、あるいは恥はずかしがったり言葉に詰まったりという反応を見て退屈しのぎをしたいだけなのか。

　いずれにせよ、舐なめられてたまるか、とラシェルは思った。

「……構いませんよ。お相手いたしましょうか？」

「お？」
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「あなたの命を握っているのだから、私も、か、体くらいは差し出さないと不公平というものでしょう。私の、国に対する想いを疑われるのも心外ですしねっ！」

　射殺さんばかりの視線で、トウヤを見る。

　そのまましばらく睨にらみ合あい……そして、先に折れたのはトウヤだった。

「……や、悪かった」

　珍めずらしく素す直なおな様子にラシェルは戸惑う。自分も少し感情的になりすぎただろうか。

　トウヤは神しん妙みような表情のまま、続けた。

「実を言うと、まったくその気もないのにからかっただけなんだ。俺様の中じゃお前は女として見るにはほど遠い体形で、全然魅み力りよく感じない。俺様の俺様自身は全く完璧にぴくりとも反応しないから、安心し――おぶぅ！」

　完璧なまでに膝ひざのバネと腰こしの捻ひねりを利きかせて全体重を乗せた拳こぶしが、トウヤのみぞおちに突き刺さっていた。

「失礼しますっ！」

　ラシェルは足取りも荒あらく、その場を立ち去った。




「あああああああああ、腹の立つ！　あの男！」

　執務室へと戻る足を早めつつ吐はき捨すてた。もちろん、毒づく前に周囲に人目がないのは確認している。

「言うに事欠いて――は、反応しないって、なによ、まったく！　下品な！」

　ラシェルは起き伏ふくに富んだ体形ではない。まあ、一いつ般ぱん的てきに言って、特別男好きのする体つきとは言えないだろう。だとしても、あの言い方はない。断じてない。

　いやまあ、反応されても困るのだが、それはそれとして――ペテン師とはいえ、命を握ったうえで利用することに関しては後ろめたさを覚えているのだ。だから配はい慮りよできるところは配慮して、下手に出ているというのに。

「何よ、あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんさは。あんな奴の好みなんて知るもんですか！　どうせ――」

　と、ふとそこでラシェルは思いついた。

　トウヤの従者であるヒカリ――あの少女は推定一一、二歳というところか。

　トウヤは間ま違ちがっても善良であるとは言えないが、それでもヒカリには幾いく分ぶん接し方が優しく柔やわらかい気がする。しかし一方、一六歳のラシェルに対しては冷れい淡たんである。そして『女としては見られない』と断言。

「えっと――『反応しない』ってのは、まさか、そっち？」

　ラシェルの成熟度合いが足りないということではなく、逆に育ちすぎだという意味なのだとしたら……つまり、トウヤの女性の好みが、いわゆる『青い果実』な方面にあるのだとすれば……。

　むう、とラシェルは眉まゆを寄せる。これは由ゆ々ゆしき問題かもしれない。

　ヒカリが妙みような目に遭あわないよう、注意しておく必要がある。

（……そういえば、奴隷同然の扱あつかいだったのを助け出したって言ってたわね、彼）

　思考が祭司長としてのものに切り替わった。

　戦が始まると、おそらくはヒカリのような境きよう遇ぐうの子が増えることになる。民の生活に影えい響きようが出るのは避さけられないし、中でも孤こ児じの扱いは難題だ。

「受け入れ先の充じゆう実じつは当然として、そのためには税制の改革にまで踏み込まないと駄目かなあ。商家でも農家でも、孤児を雇やとうと税率を軽減するとか……」

　神しん王おうや他国の情勢ばかりに気を取られていてはいけない。亡き父母から受うけ継ついだ自分の責任は、まずこの国を治め、民を飢うえさせないようにすることなのだ。

　――トウヤからの連想でそのことを再確認するというのは、すごく不本意ではあるが。

「ああ、ラシェル様」

　執務室の前で軽食の盆ぼんを持ったリーズと行き合った。

「お食事をお持ちしたら居られなかったので、どちらに行かれたのかなと――」

　言いかけて、彼女は目を瞬かせた。

「何かございましたか？　ラシェル様」

「え、何かって？」

「いえ、珍しく怒おこり顔がおをしてらっしゃるので」

「ああ、トウヤ様に失礼なこと言われたんで、殴――少し言い合いしてきただけ。……ええ、全然、まったく、大したことじゃないから」

　思い出すと、また腹の底から怒りがぶり返して――いや、嘘うそ。『ラウルスの聖女』はこの程度のことで動じないのだ。だいたい腹を立てたらあの憎にくまれ口ぐちに効果があったのを認めるようで、しゃくではないか。

　そんなラシェルを見て、リーズは微笑んだ。

「それはようございましたね」

「どこがよ!?」

「このところ、お偉えらい方々相手に笑顔でねちねちやりあう機会が多かったでしょう？　無む理り矢や理り感情を抑えると心が疲れていきますから、たまには発散することも大事なのですよ。怒りは活力に変わるという側面もありますし」

　そういうものなのだろうか。

「しかし……ラシェル様を怒らせて言い合いに持ち込むとは、トウヤ様の挑ちよう発はつ技術も相当なものですわねえ。何を言われたのですか？」

「……大したことじゃないわ」

　ラシェルは言い、そして繰くり返かえした。

「本当に大したことじゃないから」
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「うーあー、効いた……」

　トウヤは腹を撫でながらようやく立ち上がった。

「腰の入ったいいパンチ打つなあ。……死ぬかと思った」

　ヒカリはしばらくのあいだ首を傾げ、そして口を開いた。

「あの、もしかして……ラシェル様をわざと怒らせたです？」

「なんでそう思う？」

「なんとなく、です、けど……」

「ま、その通りなんだけどな。――だってほら、いつも笑ってる奴って、怒らせてみたくなるだろ？」

　ならないです……とヒカリは思った。人間の機き微びに通じているとは言いがたい自分だが、この主の考えていることは特にわかりにくい。

「笑顔だけでやり過ごそうってのが、どだい無理な話なんだ。ガス抜きも下手そうだしな、あいつ。――戦が近い。色々うまくいってない。本来ピリピリして当然なのに」

「もしかして……心配してるです？」

「ああ、心配だね。あいつがぽっきり折れたら、俺たちも道連れだからな」

　本当にそれだけだろうかとヒカリは思ったが、口には出さず別のことを尋ねる。

「……街の噂うわさ話ばなしとか、ラシェル様も言っておられたですけど……やっぱり、その……戦、始まるですか？」

「始まるだろうな」

　トウヤは素っ気なく答えた。

「世の中がそういう流れになってるから、止められねえよ。マグノリアに先制攻撃食くらってるみたいだしな」

「マグノリア……？」

「お隣となりの国。異種族の多い混合国家。向こうの軍は巨きよ人じんや巨きよ獣じゆうを前面に立てて、力押しでくるらしい。強そうじゃねえか。そりゃ王都の住人であっても不安だろうなあ」

　言葉とは裏腹に、トウヤはのんびりとした口調で言った。

　彼は街に出ると、賭場だけではなく街頭、市場などなど多くの場所で多くの人々と会話を重ねる。

「さーて、どうするか……もう少し街の話を拾うか、俺様自身が直接ラシェルを突っついてみるか……」

　何やら思案にふける主の横顔を見上げ、ふとヒカリは思い出した。

「あ、そうだ……あの、もう一つ、いいです？」

「何だ？」

「ラシェル様に仰ってた、ご主人様のご主人様自身とは、いったい何なのです？」

「…………」

「その、ラシェル様に反応するとかしないとか……」

「…………」

「ご主人様？」

　――ヒカリは主が返答に窮きゆうするのを初めて見た。
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「諸準備、遺い漏ろうないことを確認。西方守備兵団、増援第二陣の出立を承しよう認にんいたします」

　ラシェルはそう言い、そして微笑んだ。

「なお、神しん王おう陛下よりお言葉をお預かりしております。『国境線が守られているのは、西方守備兵団の尽じん力りよくによるところ大であり、その働きを評価するものである。引き続き全力をもって任に当たれ』――とのこと。よろしくお願いいたしますね、バロウ千人長」

　西方守備兵団の副官、エリアーヌ・バロウはラシェルが昼食を食べ終わるのと同時に執務室へとやってきた。まったく、のんびり食事を楽しむ余よ裕ゆうすらない。

　もっとも確認自体はリーズが立ち会って朝のうちに済ませている。指揮官への出立許可は形式的な手続きに過ぎないのだが、祭司長が軍の上に立ち統とう括かつしているという建前があるため、省略するわけにもいかなかった。

「う承けたまっわた。クルゼル卿にもお伝えしておこう」

　エリアーヌは肯うなずいた。

「ところで祭司長、念のために伺うかがうが……国境情勢についてはご存知か？」

「定期報告には目を通しておりますが。――マグノリア軍先遣隊とは緊張状態にありつつも、交戦には至っていないそうですね。とはいえ、時間の問題であるのは間違いないところでしょう」

「その通り！」

　唐とう突とつに張りのある声を上げ、たん、とエリアーヌは卓たくを叩たたいた。

　うっさい、とラシェルは思った。

「ならばこそ、だ。重ねて言うが、早さつ急きゆうに精せい晶しよう炉ろの活性化をお願いしたい！」

「返答は以前と変わりありませんわ」

　ラシェルは笑えみを崩くずさずそう答える。

「まだ時じ期き尚しよう早そうである、と。それが神王陛下のご意志です」

「ふむ、まあ、簡単に結論が変わると期待してはいなかったが」

　あっさりと諦あきらめ、エリアーヌはすとんと椅い子すに腰を下ろす。良くも悪くも単純で、複雑な駆け引きなどは仕掛けてこない性格である。

「陛下のご決定なら従わざるをえない。ただ、やはり理由は伺いたいと思う。これは私個人の感情の問題ではなく、軍全体の士気にかかわることでもあるのでな」

「士気？」

「戦に臨のぞむ際、与えられた条件に納なつ得とくできるか否いなかというのは、兵にとって非常に重要なのだ、祭司長。何せ、命を懸かけて戦わなければならないのだから」

　勝ちの見えた戦なら士気があがり、負けの見えた戦なら士気は下がる。

　エリアーヌの言は正論であるが、それだけにラシェルは苦々しく思う。

（理由だの事情だのを、全部バカ正直にぶちまけられたら苦労しないっての……）

　実は神王が姿を消してしまっており、今居るのは替え玉で――などと口にできるわけもないのだ。

　――と、そのとき、若い男と幼い少女の二人組が入室してきた。

　卓に果物と水差しを置き、男は一礼する。

「どうぞ」

「すまんな。――む？　見ない顔だな。新入りか？」

「ええ、最近、王城に雇い入れられまして」

　しれっとした顔で言う。ラシェルは目を見開いて固まった。

「な……ど、どうして？」

「お話が長くなりそうでしたし、お腹なかに入れるものがあった方がよろしいかと存じまして。リーズ様がお忙いそがしい様子でしたので、本日は私、トウヤ・ヤナガセが控ひかえております。御ご用ようがあれば何なりと」

　彼にしては珍しく上品な笑顔を浮うかべ、トウヤはヒカリを伴い壁かべ際ぎわに下がった。

　こういう立ち居振る舞いもできるのか。意外な印象だった。まあ、他人を煙けむに巻まくには役者の才能も不可欠なのだろうが――

（――じゃなくて！　ど、どうする？　追い出す？）

　どうにか表面だけは冷静さを取とり繕つくろったものの、ラシェルの内心は恐慌状態だった。

　何のつもりだ、と目で問いかけると、トウヤは片頬だけを吊つり上あげてにっと笑った。出て行く気はないらしい。隣でヒカリが申し訳なさそうに身を縮めていた。

　行動が読めない彼をこの場に置いておくのは不安だ。しかし、無理に退出を命じて余計なことを口走られるのはもっと怖こわいし、エリアーヌに不審を抱かれるのもまずい。

「さて、話を戻すが――そのあたり、どうなのだ？　祭司長」

「え、あ、えっと……と、仰いますと？」

　ラシェルが問い返すと、エリアーヌは不思議そうに眉を上げた。

「上の空とは珍しいな。なんだ、具合でも悪いのか？」

「い、いえ、そういうわけでは――」

　ラシェルは気持ちを立て直した。ひとまずトウヤは放っておこう。

「えっと、神王陛下のご決断とその理由についてでしたわね。以前にも申し上げましたが、それは私の口からお答えできることではありません」

「神王陛下は祭司長にも、お考えを明かされない、と」

「ええ」

「んー……喧けん嘩かでもしているのか？」

　ラシェルはその物言いに、思い切り眉をひそめた。

「……なぜ、そう思います？」

「いや、仲良くやれているのなら、もう少し意思の疎そ通つうが図はかれているのではないかと思ったものでな。――ああ、別に祭司長を責めているわけではない。気を悪くするな」

「…………」

　ふと壁際に目を遣やると、エリアーヌからは死角になる位置でトウヤが人の悪そうな笑いを浮かべていた。無視する。

「まあ、ここまでは想定していた。さて、本題なのだが――」

　エリアーヌはラシェルを正面から見み据すえた。

「私は神王陛下に直接お目通りしたい。取り計らっていただけないだろうか、メイスヴェル祭司長」

「それ、は……」

　ラシェルは思わず言葉に詰つまった。

　言下に拒きよ絶ぜつするには、エリアーヌの目は余りにも真しん剣けんだった。しかし本物の神しん王おうは不在。代役のトウヤと直接会話させるのも危険が大きすぎる。

　当の替え玉の表情をちらりとうかがう。面おも白しろがっている様子だが静観の構えだ。

「マグノリアは対決姿勢を明確にしてきている。すでに国境に来ている先せん遣けん隊たいに続き本隊が到とう着ちやくすれば、本格的な侵しん攻こうが始まるはずだ。我わが軍はそれに対たい抗こうしなければならない。そして繰り返し言っているように、精せい霊れい術じゅつの活用は我が軍の要だ」

「ええ……それについては、もちろん、陛下もご存知です」

「ならば、備えが必要だということもご理解いただけるはず。なのに、なぜ『精せい晶しよう炉ろを活性化させない』などという結論になるのか。これは筋が通らないと言う他はない」

「バロウ千人長……あなたは畏おそれ多おおくも、神王陛下に異を唱えると？」

　卑ひ怯きような論法だと自覚しつつも、ラシェルはエリアーヌの言葉を封ふうじようとした。

　しかし、女騎士はまったく怯ひるまなかった。

「いいや。単にお考えを伺いたいだけだ。気持ちよく働くためにな。そういう感情はラシェルにだってわかるだろう？」

「……その名で呼ばないでください、職務中です」

「失礼、メイスヴェル祭司長」

　エリアーヌは言い直した。

「――で、いかがか？」

「残念ながら、神王陛下は今のところ会見を望んでおられません。あなただけではなく、どなたとも」

　理がエリアーヌにあるのは明らかだ。しかし、ラシェルとしても絶対に神王不在は隠かくさなければならない。話が外に漏もれれば、確実にこの国は瓦が解かいする。

　よって強ごう引いんに拒絶するしかないのだった。

「そうか」

　エリアーヌはわずかに目を伏ふせたが、大きな落らく胆たんの色は見せなかった。

「仕方ないな。――ついでにもう二、三質問をしてもかまわないだろうか？」

「どうぞ」

「先ほど私は喧嘩と言ったが――神王陛下との間に、何か機密というか口外できない問題でもあるのか？」

「…………」

　表情の変化は最小限に抑えられたと思う。

　が、エリアーヌにとってはそれで十分だったのだろう。秀しゆう麗れいな顔に納得の色が広がった。

　ラシェルは昔からこの四つ年上の知人が苦手だった。一見、愚ぐ直ちよくで深い考えなどないように見えるのに――一直線に真実を突くことが多々あるので、反応に困るのだ。

「やはり、か。お前の様子が少し不自然だったものでな。――では、問題があるとして、それをこの場で言えないのは、職務上の理由によるものか？　それとも、ご両親のことで、私をまだ許せていないからか？」

「――――っ！」

　声を荒らげかけ、辛かろうじてラシェルは自制した。穏おだやかに口を開き直す。

「……そのような質問自体が公私混同で礼を欠くものではありませんか？　機密の有う無むについては申し上げられませんし、何を言うにしろ言わないにしろ、それは私の職務上そうする必要があるからで、それ以外の理由はありえません。そもそも、祭司長としてのラシェル・メイスヴェルに、私人としての立場など許されるはずもない」

　エリアーヌは複雑な表情を作ったが、反論はしなかった。

「なるほど、失礼した。では私も千人長として、国を預かる祭司長に問おう。――兵の命はどうなるのだろうか？」

「…………」

「精晶炉の活用は勝つためだけではなく、こちらの犠ぎ牲せいを抑えるためにも必要だ。無用な人死にを減らし、悲しむもの、傷つくものの数を少なくするために。――それでもなお、炉ろは活性化させぬ、理由も説明せぬ、神王陛下への目通りも許さぬ、とそう仰おつしやるか？」

「何度言われても、答えは同じ。誰とも会わぬと言付けられております」

　二人は無言のまま睨にらみ合あう。

　息が詰まるような沈ちん黙もくを破ったのは――男の声だった。

「いやー、それは本人に確認を取った方が良いんじゃないか？」

　エリアーヌは怪訝そうに発言者を見る。一方、ラシェルは嘆たん息そくした。やはりこうなるか。

　とはいえ――どこかほっとした気持ちを覚えたのも確かだった。人格はどうあれ、彼がともに罪を分かち合う共犯者であり協力者であるのは間違いない。

　口を挟はさむからには、何かこの場を凌しのぐ手だてがあるのだろう。

「俺様としてはもう少し話を聞いてみてもいいと思うんだがなあ」

「……では、彼かの女じよと直接お話になりますか？　神王陛下」

　ラシェルは腹をくくった。この場ではトウヤを神王として扱う。

「神王――え、ええ？」

　エリアーヌが困こん惑わくした顔で目を瞬かせている。

「当代の神王は稚ち気きに溢れた方でして、こうしてお忍しのびで城内を巡めぐっておられることが多いのですよ。……当然ですが、このことは内密に」

　ともあれ方針は定まったので、落ち着いて自分の役やく柄がらに集中できる。

「あ、ああ、無論だ。――そうか、なるほど、そうして臣の日常の姿を見み極きわめようと……即そく位いの典礼でもお顔を明らかにされないのは、深いお考えあってのことであったか。いや、感服いたしました」

　エリアーヌは床ゆかに膝を突いた。

「申し遅れました。西方守備兵団副官を預かります、エリアーヌ・バロウと申します。この度たびは拝はい謁えつの栄を賜たまわり――」

「ああ、堅かた苦くるしいのはいい。本題に入ろう」

　トウヤはひらひらと手を振って、口上を中断させる。

「なるほど、実際的でいらっしゃる。上に立つ方はやはりこうでないとな」

　大きくエリアーヌは肯いた。

（……何をしても感心されるのね）

　幾分不公平感を覚えながら、ラシェルはトウヤに椅子を勧すすめる。空気を読んだのか、ヒカリは壁際でおとなしく控えていた。

「さて、俺様が精せい晶しよう炉ろを活性化させない理由だったな」

「は。恐れながら、その真意をうかがいたく」

「それは口にできない」

　トウヤは重々しく、そしてきっぱりと言った。

「もちろん、理由はある。ただ、それを口にすること自体がラウルスの将来を左右することになるかもしれない。だから、俺様はこれを自分の胸のうちにしまっておくことに決めている。今はまだ、な。――時が来れば必ず説明することを約束しよう。だから、今はどうか堪こらえてくれないか？」

「は！　必ずや深しん謀ぼう遠えん慮りよあってのことと信じておりました！　浅せん薄ぱくな愚ぐ問もん、どうかお許し下さい！」

　エリアーヌは勢いよく頭を下げた。

　よく聞くと、トウヤもラシェルと同じことしか言っていないのだが。

（そもそも、彼かれには精せい晶しよう炉ろの調整ができないってだけの話なのにね）

　小さくため息をついて、ラシェルは口を開いた。

「納得いただけましたか？　バロウ千人長」

「うむ。ただ、そうなると――」

　エリアーヌは珍しく少し逡しゆん巡じゆんするような表情を見せ、ややあってから続けた。

「少々不確実な話になって申し訳ないが……やはり報告しておこう」

「何か、問題が？」

「精晶炉がこのままなら、クルゼル卿きようはこちらから打って出ることを考えておられるようだ。明言されたわけではないが、な」

　その言葉にラシェルはわずかに眉を上げた。

「……そんな許可を出した覚えはありませんが？」

　影えい響きよう力りよくはさほどないとはいえ、形式上、軍の総指揮権はラシェルにある。先日の軍議でも、当分は専守防衛に徹てつするよう方針を定めたはずだ。

「おそらく『偶ぐう発はつ的てきな戦せん闘とうが発生し、やむを得ず戦線を拡大するに至った』という形で報告されることになると思う。本来、私の立場から言うべきことではないが――つまりこれは西方守備兵団から王都に対する要求なのだ。『ほら、本格的な戦いが始まったぞ。早く精晶炉の支し援えんをよこせ』という、な」

「…………」

「そしてシャーグラン城じよう塞さいには王都のに次ぐ規模を誇ほこる甲こう種しゆ精せい晶しよう炉ろがある。神王陛下のお力をもってこれを活性化させれば、マグノリア軍を飲み込み、一気に大だい打だ撃げきを与あたえることも可能。――クルゼル卿はおそらくそう計算している」

「なるほど」

　ラシェルは表情を動かさないよう努めつつ、内心で思い浮かべたクルゼルの顔に空想上の拳げん骨こつを叩き込んだ。あんの戦争バカ。

　精晶炉の制せい御ぎよが不可能な状じよう況きようだとは夢にも思っていないのだろう。もちろん、それについてはこちらが隠しているのであるから、責任を負わせるわけにもいかないが――国家として決定したことを個人の勝手な判断で覆くつがえすのは、看過できない。

「……戦になった場合、周辺農地に対する影響は？」

　トウヤが尋たずねた。

　西方はラウルスを支える穀倉地帯だ。農地が荒あれると継戦能力にも影響する。

「麦の収しゆう穫かくはほぼ終わっているようです。それにマグノリアに攻め込まれる前、国境のレベリオ山地を越えないうちに叩たたき潰つぶせれば、ほとんど被ひ害がいは出ないという判断かと」

　そしてエリアーヌはラシェルに視線を移す。

「個人として、クルゼル卿の考えは拙せつ速そくだと思う。が、止めるのも難しい。神王陛下のお考えは承ったが――このまま『精晶炉は活性化しない、理由も言わない』では血気にはやる主戦派を抑おさえ切れないだろう」

「なるほど……お話はわかりました」

　ここは慎しん重ちように思案しなければならない。何とかクルゼルを抑える材料を見つけて、彼の暴走を止めなければ――

「俺様に一つ案がある」

　そのとき、トウヤが口を開いた。

　彼の目にはあの勝負を楽しむような光が宿っており、ラシェルは嫌いやな予感を覚えた。
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「ああ、お嬢じよう、お疲つかれさんです」

　ファビオは回かい廊ろうを戻もどってきたエリアーヌに、そう声をかけた。

「実りある話し合いだったみたいすね。ええ、嬉うれしそうですんでわかりますとも。その明るい表情、大変魅み力りよく的てきですよー。まるで、力強い夏の日差しと、冴さえ渡わたった冬の月光を合わせたようです。華はなやかさと清らかさの完かん璧ぺきな融ゆう合ごう。ああ！」

「伝達事項は簡潔に」

「お嬢は今日もおきれいです」

「うむ、ありがとう」

　年下の上官はあっさりと流した。

　こういうところも好ましい、とファビオは口元を緩ゆるめる。いい女だ。

　エリアーヌ・バロウ千人長は有力貴族バロウ家の娘むすめである。

　とはいえ、実家の威い光こうで地位を手にしたわけではない。彼女自身も剣けん術じゆつの名手であり、数々の実績を挙げている。

　ファビオが彼女の下に配属されたのは、まだこの王都に勤めていたころだ。そこそこに長い付き合いということになる。

「しかし意外ですねえ。祭司長とは折り合いが悪かったのでは？」

「んー、まあ、そうだ。……私は彼女に嫌きらわれているようだからな」

　エリアーヌの笑みに少し苦いものが混じる。

　ファビオ自身がラシェルに会ったのはせいぜい数度というところ。その人となりについて詳くわしいわけではないが、交こう渉しよう術じゆつや腹芸の得意そうなお嬢さんだという印象だった。

　容易に本音を読ませないというのは、為い政せい者しやに必要な資質の一つではある。祭司長はあの若さでよく国をまとめていると言えるだろう。

　一方、エリアーヌの方は正反対で、飾かざらず率そつ直ちよくであることをよしとする。バカ正直と言ってもいい。その真まっ直すぐさが兵を惹ひきつけ、人望の篤あつさにつながっているのだ。

　本音を見せないものと、本音剥むき出だしのもの――まあ、うまくいく道理がなかろう。

「とはいえ、だ。今回は神……えっと、ある方の仲立ちがあってな。精せい晶しよう炉ろについては駄目だったが、クルゼル卿をお止めせねばならないという点では意見の一いつ致ちをみた」

「おや、祭司長も慎しん重ちよう派はだったんですか。意外だな」

　あの笑え顔がおのまま、兵を死地に送り込みそうな印象があったのだが。

「ああ見えて優やさしい子なのだぞ、ラシェルは。決して無益な争いを好む性格ではない」

　まるで自じ慢まんの妹を語るように、エリアーヌは胸を張った。武官としてのではなく、素の表情が覗のぞく。こちらはこちらで魅力的だとファビオは思った。

　決定的な亀き裂れつとなっているのは二年前のあの事件であり、エリアーヌもその責任は十二分に自覚しているはずだが――いずれにしても、二人の間あいだ柄がらについてファビオはどうこう論評する立場にない。なので話題を先に進めることにした。

「まあ、精晶炉に関してはどうにかなるでしょう。現状でも重大な支障が出るってほどじゃないですし。少なくとも防御専念で持ちこたえるだけなら、楽勝でしょうよ」

　精導力生成型の甲種精晶炉がシャーグラン城塞に一つ、力を中ちゆう継けいする乙おつ種しゆ精せい晶しよう炉ろが周辺の村々に四から五。これは戦場となりうる範はん囲いをほぼ網もう羅らできる態勢だ。

「問題は、我らが指揮官クルゼル卿がどう判断するか、ですねえ」

　デフロット・クルゼルは、典型的な猪ちよ突とつ猛もう進しん型がたの武人だ。好意的に評価すれば勇ゆう猛もうな将軍ということになるだろうか。

　ファビオの個人的な印象としては、上官として歓かん迎げいできない人物である。その武勇を認めるにやぶさかではないが、自信家で自尊心が強い。己おのれの判断の正しさを疑わず、自軍の部下配下を含ふくめ、他者を見下す傾けい向こうがある。

　エリアーヌに対しても例外ではない。若い女性、しかも現場からの叩き上げではなく、名家の出身で中央からの配置換え組だ。よって風当たりは強い。加えて彼女本人が遠えん慮りよというものを知らず、耳に痛いことまで直言する性格だから、なおさら煙たがられる。

「どうだろう、クルゼル卿は自重すると思うか？」

「思いませんねえ」

　ファビオは正直に答えた。

「精晶炉について芳かんばしい返事をもらえなかった責任をお嬢に押しつけ、一方で『小細工などなくとも我らの強さに揺ゆるぎなし』とか言って、マグノリア軍に突とつ貫かんするんじゃないですか？　『ここで敵を撃げき退たいできれば、さらに発言力が強まるな』くらいのことは考えるでしょ、あの筋肉脳でも」

「辛しん辣らつだなあ、ファビオは」

　呆あきれたように言うエリアーヌ。

「でも、お嬢も同意見なんですよね？」

「まあ、そうだな。――もし私とクルゼル卿の意見が割れたら、お前はどうする？　クルゼル卿が突撃命令を出し、私がそれに反対したとしたら？」

「困りますね」

「当然だろうな」

　そう言っておいて、エリアーヌはさらに追つい及きゆうした。

「でも回答拒否はなしだぞ。私とクルゼル卿、どちらを支持するのだ？」

「――我が忠誠心は常にラウルス国の上にあります。その意味で、千人長どのもクルゼルどのも敬愛する上官であります」

「ふむ、非常にいい冗じよう談だんだ。冗談以外の何物でもないことが、誤解の余地なく理解できる」

「皮肉ですか？」

「いや？　褒ほめているのだが」

　真ま面じ目めな顔で言われ、ファビオは苦く笑しようした。

「……ま、本音を言えば、生き残れる確率の高いほうでしょうか。状況によりますねえ」

「なるほど、お前らしいな」

　エリアーヌは納得したように肯いた。

　ファビオは慎重派を自じ認にんしており、常に退路を確保しておく主義だ。

　自分のこういう物言いを許容するあたり、彼女の器うつわはなかなかに大きいと思う。度量のない上官だったら怒ど鳴なりつけているところだろう。

「まあ事が動いてからでは遅おそい。よって、クルゼル卿が進軍命令を出す前にそれをどう思いとどまらせるか、という話になる。――で、先ほどの会談の結果、ラシェルが辺境まで出馬し、クルゼル卿を抑えることになった」

「へ？　祭司長自らが？」

　ファビオは目を瞬かせた。
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（もう二年経たつのか……）

　執しつ務む室しつで、ぼんやりとラシェルは思い出す。久しぶりにエリアーヌとまとまった会話を交かわしたせいか、心の奥底に追いやったはずの記き憶おくが頭をもたげたようだった。

　父親は穏やかで忍にん耐たい強づよかった。母親は快活で楽天的な人だった。

　統治者として彼らを評価するには、自分はまだ未熟だ。しかし、両親としては申し分のない人たちだったと思う。少なくとも家庭の中において、ラシェルは幸福だった。

　――その日、両親はとある貴族の宴えん席せきに招かれて出かけていった。

　ラシェルも同行する予定だったのだが、あいにくと体調を崩し寝込んでしまった。リーズの看病を受けながら、寝しん台だいの中で愚ぐ痴ちっていたのを覚えている。

　悪い予感、虫の知らせ――そんなものはなかった。

　両親が帰ってきたら少し拗すねてみせ、そして眠ねむりにつき、また新しい幸せな一日が始まることを、ラシェルは疑っていなかった。

　しかし、そうはならなかった。

　夜半、帰城した両親は、城門をくぐったところで暗殺者に殺害された。

　訃ふ報ほうをもたらすため部屋を訪おとずれた当時の近この衛え隊長――エリアーヌの表情は、まだ昨日のことのように目に焼きついている。

　真に深刻な衝しよう撃げきは、一いち撃げきで心を打うち砕くだいたりしない。ゆっくりと心臓の内側を侵しん食しよくし、その奥おく深ふかくに根を張り、いつまでもいつまでも痛みを与え続けるのだ。ラシェルは長い日々をかけて、それを思い知ることになった。

　一方、彼女が茫ぼう然ぜん自じ失しつしている間にも、事態は大きく動いていた。

　当時既すでに祭司長補佐の立場にあったリーズが苛か烈れつなまでの追及を行い、実行犯の捕ほ縛ばくと黒幕の暴き出しをやってのけたのである。

　暗殺者の背後にいたのは、宴うたげを主しゆ催さいした貴族を含む、数人の有力者だった。豪ごう商しようとの癒ゆ着ちやく、税収の着服などを問題視して、抜ばつ本ぽん的てきな改革を行おうとしていた祭司長――ラシェルの父を煙たがってのことである、とずいぶん後になってから聞いた。

　後こう継けいであるラシェルはまだまだ脅きよう威いにはなりえず、補佐の侍女頭にも大してできることはあるまい――そう高を括くくっていた首しゆ謀ぼう者しやたちは、自らの身しん代だい、場合によっては命という高い代だい償しようを支し払はらわされることになった。

　処しよ罰ばつの対象には、城内の警備を預かるエリアーヌも含まれていた。

　事件後から謹きん慎しんしていた彼女は、近衛から辺境警備へと左さ遷せんされることになった。自身は当日の担当ではなかったものの、城の衛兵が幾いく人にんか買収されていたことが発覚し、上官たる責任を取ったという格好である。

　――どうして、父さまと、母さまを、守ってくれなかったの？

　近衛の解任に際して挨あい拶さつに訪れた幼おさな馴な染じみに、ラシェルはそんな言葉をぶつけた。

　エリアーヌはただ、済まない、と詫わびた。

　以来、ラシェルと彼女との私的な交わりは断たたれたままになっている。

　心の奥おく底そこに重い泥でい濘ねいが堆たい積せきしているかのような感覚。二年前からずっと消えてくれない。

「……嫌だな」

　呟つぶやきが漏れた。両親の死に対するものか、エリアーヌに対するものか、自身に対するものか――自分でもよくわからなかった。

　ラシェルは小さく頭を振り、気分の切きり替かえを試みた。

　どうあれ、死んだ者はもう戻らない。今は余計なことを考えている場合ではないのだ。国を失えば、両親にだって顔向けできない――

「よお、侍女頭連れて来たぜ」

　と、そのとき、扉とびらを開けてずかずかとトウヤが入ってきた。続いて申し訳なさそうに身を縮めながらヒカリ。そして、心配そうな表情でリーズ。

「……まず扉を叩いて入室の許可を求める、という礼節を守る気はありませんか？」

「叩いても叩かなくても、俺様が入室するという結果は変わらない。つまり叩くだけ無む駄だであって、無駄は省くほうが効率的だ。俺様は気にならねえな」

「私は気になります」

「なら、折せつ衷ちゆう案あんとして、扉を取り外すのはどうだろう」

「……なぜ、そうなりますか」

「お前は扉が叩かれたかどうかを気にする手間が省け、俺様は扉を叩く手間と開ける手間が省ける。名案だ」

　ラシェルは返答する手間を省いて、ため息をついた。

　腹心の侍女に視線を向ける。

「事情は聞いた？」

「ええ、トウヤ様から。――クルゼル卿に直接お会いして自重を促うながし圧力をかける、と。さすがに城塞へと乗り込むのは無茶でしょうけど、途と中ちゆうの街、例えばカロルあたりに会談の席を設けるなら、十分可能ですわね。ただ――」

　リーズは首を傾かしげた。

「なぜそんな思い切ったことを？　クルゼル卿に関しては、当面様子を見ると仰っていたのでは？」

「そのつもりだったんだけどね、なんでかしらね……」

　やさぐれた気分でため息をついた。

　簡潔に言えば、トウヤがそう決めてしまったからだ。神しん王おうという建前で扱あつかっている以上、覆すことができなかった。

　ただ、エリアーヌにとっては妥だ当とうな落としどころだったし――それに、ラシェル自身も選せん択たく肢しとして候補に入れていた手ではあったのだ。祭司長の権けん威いをクルゼルは明らかに軽かろんじており、どこかで釘くぎを刺さす必要があった。

　王都への召しよう還かんは多た忙ぼうを理由に拒否されるだろう。そこで、立場が上のラシェルが出向くことで相手の顔を立てる。一方、会談では強気に出てこちらの要求を呑のませる。

　一つ譲ゆずり、一つ譲らせるという方針だ。

「まあ、決まった以上は仕方ないわ。リーズ、申し訳ないけどしばらく王都はお願い」

「承りました」

「トウヤ様は旅の支し度たくを。西方守備兵団の第二陣と共に向かいますので、出立は明日の朝です」

「おや？　俺様も一いつ緒しよに連れて行ってくれんのか？」

「最初からそのつもりでしょうに。白々しい」

　首に刻まれた紋もん章しようの効果で、トウヤとラシェルは一定以上離はなれることができないのだ。ラシェルが動けば、当然トウヤも動かざるをえない。

　実のところ、王城に押し込められることを嫌ってこんな提案をしたのではないかとラシェルは疑っていた。彼にとってはまたとない退たい屈くつしのぎだろう。

「爆ばく死しがご希望であれば止めませんけど。いえ、もういっそ、その方が楽かも……」

　うふふふふと笑いが漏れた。この男が現われてからというもの、一日の八割くらいは胃痛を覚えながら過ごしているラシェルである。

「い、いや、同行する、同行するって」

「結構」

　少しためらい、ラシェルは続けた。

「では――その図ずう々ずうしさを買って、一つ、ある役割を果たしてもらいたいと思います」

「というと？」

「神王役であることは一時忘れてください。あなたが演じるのは、神王陛下の親書を携たずさえた使者。神王陛下は王城に残っているという体てい裁さいで動きます」

　状況が緊きん迫ぱくする中、神王と祭司長がそろって王都を離れるというのは少々不自然だ。

　とはいえクルゼルに対する武器は多いほどいいし、どうせトウヤを同行させるなら有効活用しておきたい。

「あー、説得に一役買えってのか。お前一人じゃ心もとないから」

「……そういうことです」

　ラシェルに加え神王の名みよう代だいがいれば、クルゼルにさらなる圧力を掛かけられる。

「負担をかけることになるけど、リーズはうまくごまかしてね」

「お任せくださいな」

　腹心の侍女は肯うなずいた。

「で、その親書とやらはどうするんだ？」

「私が作ります」

「偽ぎ造ぞうか」

　無論のこと、他者が神王の書状を作ることも大罪である。今さらではあるが。

「いいぜ。引き受けた。会見に堂々と立ち会えるのは面白そうだしな」

　トウヤは愉快そうな表情を浮かべた。

「バロウ千人長にも口裏を合わせるよう言い含めておきましょう。――ああ、先に言っておきますが、会見に臨むにあたり、くれぐれもふざけた真ま似ねはしないように。あなたの命は私が握にぎっているのをお忘れなく」

「忘れてねえけどさ」

　トウヤはのんびりと言った。

「神王の親書を携えた使者が辺境で不審死って大だい丈じよう夫ぶなのか？　お前の立場が悪くなりそうだけど」

「う――」

　ラシェルは言葉に詰まった。ああ言えばこう言う。本当にままならない男だ。

「その場合は、クルゼル卿に責任を押し付けるという手がありますわね」

　答えたのはリーズだった。

「治安維持も任務の一つ。彼には安全を確保する義務があるわけですから」

「お、いい感じに腹黒いね、メイドさん」

「ラシェル様よりずっと長く権けん謀ぼう術じゆつ数すうの世界で生きておりますので」

「そういや、お姉さん歳幾つ？」

「あら、女性にそういう質問は嫌われますわよ？」

「構わねえよ。むしろ、あんたみたいなのに好かれたほうが不幸になりそうだ」

「まあ、うふふふふ」

「ははははは」

　空々しく笑みを交わす二人。ヒカリが怯えたように身を縮める。

　ラシェルは頭痛を覚え、ため息をついた。

　リーズがこういう性格なのは知っているが、このペテン師の図太さは何なのだろう。自分の命が懸かかっているというのに。

「ま、それはそれとして――」

　トウヤは少し表情を改めた。

「あえて戦闘を避さけず、力を見せ付けるというのも一つのやり方だけどな。こっちから攻め込むのはそんなにまずいのか？　現状、兵数はラウルスの方が上なんだろ？」

「ええ、マグノリアはまだ先遣隊が国境に到着したところですから。ただ――前線の判断で戦いが始まることはあっても、収めるのは例外なく中央の責任になります。現状、マグノリアの本気度も狙ねらいも不明ですし、こちらは神王不在です。戦を始めてから終わらせるまでの道筋が描えがけません」

「だから、危険は冒おかせないと？」

「そういうことです」

　ラシェルは肯く。

「私は神王陛下が戻られるまで、国を預かっているだけ。自分の判断で他国への征せい服ふくを始めるわけにはいきません。慎重にならざるをえない立場なのです。軍にもそれを理解してくれる人がいれば、こんな――」

　ふと我に返る。

　なぜこんな男に細かく内情を語ったうえ、愚痴っぽいものまで漏らしているのだ、自分は。

　確かに事情を共有しているのは事実ではあるが、それにしても――

（……ああ）

　気づく。苛いら立だつ言動も多いが、少なくともトウヤはラシェルを黙だまらせようとはしない。こちらが語る言葉を、常に全部聞いてくれるのだ。自分が好き勝手言う以上、相手が好き勝手言うのも認めるということか。

「……ある意味公平ですし、いい共犯者ではあるんですね」

「あん？」

「何でもありません。とにかく、お話は以上です。詳細な打ち合わせはまた後ほど」

「了りよう解かい。――ああ、ヒカリも一緒でいいよな？」

「構いません。お付きの侍女がいるのは不自然ではありませんし――」

　言いかけ――そして、一つ思い出す。

「……ヒカリを、辺境に連れて行きたいのですよね？　トウヤ様」

「今そう言っただろ。何だよ、そのじとっとした目は」

「少し前から気になっていたのですが……あなたは常にその子を傍そばにおいておられますよね？　なぜですか？」

　そう、彼の『好み』を確かく認にんしておかなければならない。邪よこしまな意図が感じられれば、ヒカリの処しよ遇ぐうを考え直す必要があるのだ。

　ラシェルの真しん摯しさを感じ取ったのか、トウヤの顔から茶ちや化かすような色が消えた。

「こいつが俺様のものだからだ。自分の所有物を自分の傍に置くのがおかしいか？」

「やはり、それは、その……そういう趣しゆ味みだから？」

「趣味？」

　トウヤはかすかに眉まゆを寄せた。

「趣味というとちょっと軽い。結構真剣なつもりなんだがな。ずっと面めん倒どうを見る覚かく悟ごがある程度には」

「ずっと、というのは、将来的なことも含めてですよね？」

　むう、とラシェルは唸った。

　まさかそこまでの情熱だったとは。

　全面的に肯こう定ていすることはできないが――添そい遂とげる気があるのなら、外からあれこれ口出しすべきではないのだろうか？

「そりゃあ、一度手を付けたことを、中ちゆう途と半はん端ぱに終わらせるつもりはない、が……」

「手を付けた!?　手を付けたと仰いましたか、今!?」

　トウヤは眉をひそめた。

「……何だろうな、とんでもない方向に認識がずれてる気がするんだけど」

「ひとまず、トウヤ様と、悪いけどリーズも退出して。ヒカリだけ少し残ってもらっていい？　二人だけで話があるの」

「お前な、人の話聞けよ。――ヒカリ、どうする？」

　トウヤの背中に隠れていた少女は少し戸と惑まどったような表情を浮うかべつつも、こくんと小さく肯いた。可愛かわいらしかった。

　微笑むリーズが釈しやく然ぜんとしない様子のトウヤを促し、部屋を出て行く。

　ラシェルはヒカリに視線を向けた。

「えーと……」

　普ふ段だん、年上の人間とばかり接しているせいで、幼い子をどう扱ったものか若じやつ干かんの戸惑いを覚える。

（ちょうど、私とエリアーヌくらいの年ねん齢れい差さかしら。彼女は確か、こんな風に――）

　昔を思い出しながらラシェルはかがみこみ、目線を合わせた。

　まずは怯おびえさせないことを第一に。

「……ヒカリ」

「は、はい、ラシェルさま」

「一応、念のための、確認なんだけど。……えっと、あなた、トウヤ様に、その、変なこととか、ひどいことはされてないわよね？」

「変なこと？」

　ヒカリはきょとんとした顔で言った。

「ご主人さま、優しいです。変なこともひどいことも、別にされてないですよ？」

　少しほっとする。あの男もこんな幼子に不埒な行いをするほどの鬼畜ではなかったようだ。……いやまあ、まだ、全面的に信頼するわけにもいかないが。

（それにしても――優しい、かあ）

　その表現に違和感を覚えるのは、彼が自分に対してはまったくもって優しい存在などではないからだろう。

「まあ、今のところ問題なさそうだけど……嫌なことがあったら、すぐに言いなさいね。助けてあげるから」

　はい、とヒカリは肯き、そして首を傾げた。

「あの、でも、変なこと、嫌なことって、具体的に、どんなことなのです？」

「……えっと」

　ラシェルは言葉に詰つまった。

「……例えば、その、触さわられたりとか」

「よく頭とか、なでなでされるです」

「……ヒカリが嫌じゃないのなら、問題ないけど」

　ラシェルがどう話を進めたものか考えこんでいると、今度はヒカリが口を開いた。

「あ、あの……」

「どうしたの？」

　彼女の方から話しかけてくるのは珍めずらしい。というか、ほとんど初めてではないだろうか。

　促すと、ヒカリはたどたどしい口調で続けた。

「そ、その、戦が起こるって、本当なのです？　街でもそんな噂うわさ聞いたですけど……」

「それは――あなたは、気にしなくてもいいことね」

　突つき放はなす口調にならないよう気を遣つかいながら、そう告げる。

　答えを告げなかったのは、不快だったからではない。子供がそんなことを気にする世の中であってはならないという信念ゆえに、だ。不安や恐きよう怖ふを引き受けるのは、国の全責任を負う自分一人でいい。

　しかし、ヒカリは引き下がらなかった。

「その、戦、って……起これば、人が、死ぬですよね？」

「そうね……」

　どう言えばいいのだろう。

　もちろん、人の死なない戦はない。でも、そのことを直接的に伝えるべきかどうか。

「大丈夫。ここまで敵は来ない。兵士さんたちが頑がん張ばって護まもるから、ヒカリは何も心配する必要はないの」

　結局、ラシェルは穏おだやかに笑いかけることを選せん択たくした。

「でも、その、国境の方では、やっぱり大勢、死ぬです、よね？」

「…………」

　返答に窮きゆうした。

　ふさわしい言葉が見つからなかったというだけではない。先刻、エリアーヌに言われたことが脳のう裏りに甦よみがえったのだ。

『兵の命はどうなるのだろうか？』

　エリアーヌは単純にラシェルの指針を問うただけなのだろう。非難する気なら、もっとはっきり言う性格だ。しかしラシェルにとっては、それは重い問もん責せきの言葉となった。

　どこの国の所属であろうが兵の一人一人にそれぞれの生があり、それぞれの家族が居る。失われていい命などない。

　そのうえで彼らを単なる数字として捉とらえ、冷れい徹てつに判断すること。それがラシェルの役目であり責任だ。個人の感情にかまけていては、何一つ決められない。

　誰だれかを護るためには、誰かが死ななければならない。

　味方を勝たせるには、少数の味方と多数の敵を殺さなければならない。

　戦とはそういうものである。しかし――

「改めて考えると、重い責任だよねえ、ほんと……」

　ラシェルはそんな言葉を口にしていた。ヒカリが目を瞬かせる。

「ま、神王様が居おられないなら、私がやるしかないんだけど。――人間は、何でも思い通りにできるような奇き跡せきの力を持っていない。だからできる範囲での最善を探すしかない。せめて、少しでも人死にの少ない道を見つけられれば……」

　そこでふと口をつぐむ。

「あの、ラシェル、さま？」

「……ごめん、忘れて」

　ラシェルは無理やり微笑んでみせた。

　目の前に居るのはトウヤでもエリアーヌでもリーズでもない、いたいけな少女である。愚痴めいた言葉を漏もらすことなど、あってはならないのだ。ラシェルが彼かの女じよに安らぎを与える義務を負っているのであり、逆ではないのだから。

「戦は起こる。亡なくなる人も居る。それはもう、どうしようもない。でも……でも、少しでもましな道を探し続けるつもり。それが私の責任だから。これで答えになるかしら。変な愚痴につき合わせて、悪かったわね」

「い、いいえ!　そんな、とんでもないです！」

　ヒカリはぶんぶんと首を振ふった。

「ヒカリも、戦はいやです。身内のものであってもそうでなくても――『死』を見るのはもうたくさんです……。責任を背せ負おうのも怖こわい、です。だから、ラシェルさまは、その、大変だし、すごいな、と思うです」

「いい子ね、あなた。――ありがとう」

　思わず微び笑しようを誘さそわれた。

「ヒ、ヒカリの方こそありがとうございますです。あの、ヒカリなんかと、ちゃんとお話ししてもらえて――嬉しかったです！」

　真っ赤になって、頭を下げる。

　優しくて可愛い。本当に、あのトウヤに付けておくにはもったいないくらいだ。

　と、そのとき、ラシェルは気付いた。

「ヒカリ、あなた、それ……」

「え――あ……」

　少女は顔色を変えて自分の頭部に手をやった。

　そこには――二本の突とつ起き、人間にはありえない〝角〟が生えていた。

「こ、これは……あの……」

　慌あわてた様子でヒカリは弁解の言葉を探している。

　トウヤがヒカリを保護した理由、そしてヒカリが人見知りをするわけ。ラシェルはようやく得心のいった思いがした。

「そう、か。人族じゃなかったのね」

　この角の形――竜りゆう人じんだ。

　この大陸には獣人、つまり獣の身体的特徴を有する人間が存在する。

　中でも竜人は特とく殊しゆな存在である。

　大陸五国の建国神話において、精霊竜は五色の守護神に逆らった神敵。竜人はその末まつ裔えいと伝えられており、多くの地域で迫害対象とされる種族なのだ。

　身体能力は人を遥はるかに凌しのぐが、獣人の中でもとびきり数が少なくその立場は弱い。ここラウルスでもほとんど見られず、ラシェル自身も目にしたことはなかったが、珍しがられて『所有』されたり、閉じ込められ見せ物的な扱いをされることがあるとは聞いていた。

　おそらくは――ヒカリもそういう経験をしてきたのだ。

　臆おく病びようで内向的な性格もそのせいか。

「あ、あ、あのあの、えっと……」

　すでに角は消えていたが、ヒカリはまだ隠かくすように頭を押さえていた。

「大丈夫よ。誰かに言うつもりも、あなたの過去を詮せん索さくするつもりもない」

　ラシェルは優しく語りかけた。

　両親はその種の差別を良しとしなかった。神話がどうあれ、竜人たちは今この世界に生きているのだ。であれば、為政者は彼かれらに対しても等しく責任を負わねばならない――そうラシェルは教わった。

　獣人全般に言えることだが、混ざり具合には個体差があり、また人に近いものから獣の姿まで、自在に外見を変えられる者もいるという。さっきのはヒカリが感情を高ぶらせたことで、抑よく制せいが利きかなくなったのだろう。

「トウヤ様は、あなたの正体を知っているのね。あなたの方は彼と一緒にいることに納なつ得とくしているの？　例えば、親元に帰りたいとか思わない？」
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「親は、もう、いないです。でも、い、生き別れの姉や妹たちがいて、ご主人様は、きっと捜し出して会わせてくれるって」

　つっかえながらも、ヒカリは一いつ生しよう懸けん命めいに説明する。

「ご、ご主人様からは、自分がどうするかは自分で決めろと、そう言われたです。それは、その、一緒にいたいなら、いてもいいということだと思うし、ヒカリ、一人では何もできないですから……」

　少なくとも現状、彼女は自分のことをさほど不幸だとは感じていないようだ。誰にだって居場所は必要で、今はトウヤの傍が彼女にとってのそれなのだろう。

　――あのペテン師に対する評価を、少しだけ改めた。

「わかった。――今日はそろそろ部屋に戻りなさい。明日から旅に出るんだから」

　ラシェルはそう言ってヒカリを送り出した。





＊　＊　＊






　二騎の影かげが、城じよう塞さいを遠くに眺ながめている。

「ふーん、あれがラウルスの誇ほこる鉄てつ壁ぺき、シャーグラン城塞か。確かに、見れば見るほど堅かたそうだなあ」

　若者はのんびりとした口調でそう言った。

　年としの頃ころは二十代の前半。顔立ちはまずまず整っており、穏やかな表情を浮かべている。印象としては裕ゆう福ふくな商家の跡あと取とり息子むすこというところ。戦装束があまり似合っていない。

「防衛軍を率いているのはデフロット・クルゼル、と。過去、国境付近での小こ競ぜり合あいで、我わがマグノリア軍も何度か痛い目に遭あわされていたはずだよね。加えて戦力は向こうの方が何倍も大きい。うん、これはなかなか面倒かもしれないよ、ミネット」

「おいおい、頼たよりねえこと言ってくれんなよ、レオ閣かつ下か。今はあんたがあたしたちの指揮官なんだからさ」

　乱暴な口調で応じたのは、華きや奢しやな体たい躯くに似合わない巨きよ大だいな槍斧ハルバードを背負う若い娘だった。

　レオよりはいくつか年下か。凛りんとした美しさのある顔立ちだが、まず目を引くのはその角だろう。頭部、額よりの部分に小さな突起が一いつ対つい。根本の部分は鱗うろこのような質感を持った皮ひ膚ふに覆おおわれている。

　そして彼女の右みぎ眼めは金に近い色合いをしており、瞳どう孔こうが縦に割れていた。

　――竜人である。

「ってかさ、こんな遠くから城見ただけでわかるもんなの？　堅さとかさ」

「いや、わからない」

「……何だ、それ」

　からかわれたと思ったのか、ミネットはむっとしたように眉をひそめた。

　レオは苦笑する。

「城は城だけじゃその役目を果たさないからね。重要なのは周囲の地形なんだ。このあたりは勾こう配ばいがきつく、道が細くて入り組んでいる。攻せめるに難かたく、守るに易やすい。いやいや、ラウルスもいいところに拠きよ点てんを構えたものだよ」

「理り屈くつはわかったけど、敵に感心してどうすんだよ」

　ミネットは呆れ顔がおでため息をついた。

「まったく、見た目はほんと頼りなさそうなんだよなあ。あんたの力を知らなけりゃ、蹴けり倒たおして指揮官を退任させてるところだ」

　大陸五国のなかで、マグノリアは特に『力』を重んじる気風が強い。群れの頭は配下を腕わん力りよくと怒ど号ごうで引っ張っていくものだ、という考えが一いつ般ぱん的てきである。

　飄ひよう々ひようとしているレオはその意味で異色の存在なのだが、今のところ彼の指揮に不満を表明する者は居なかった。鮮あざやかな速そつ攻こうでラウルスの砦とりでを一つ攻こう略りやくし、その能力を証明していたからだ。

「で、どうするんだ？　このまま睨にらみ合あいか？」

「まあ数的には大きく不利だし、無理はしたくないんだけどね」

　レオは柔やわらかい声で続ける。

「でも、ミネット。ここからシャーグラン城塞を踏ふみ潰つぶして先に進む――僕ぼくにはそれができると言ったら信じるかい？」

　その穏やかながらも自信に満ちた表情に、一いつ瞬しゆんミネットは目を奪うばわれた。

「どうかな？」

「……あ――えっと、し、信じる。できる、と思う。あんたなら」

「ありがとう。高く評価してくれて嬉うれしいよ。さすがは僕の副官だね」

　レオは微笑んだ。

「べ、別に、褒めたとかじゃないから！　できると客観的に判断したから、そう言ってるだけだからな！」

　赤面しながら、ミネットは怒鳴った。







第三章　惑い人は運を天に任せる







　ラウルス国の西方国境寄り、王都からは馬車で数日。そこにカロルの街がある。

　規模はそれほど大きくないものの、周辺の農村地帯から作物を集め運うん搬ぱんする拠点として活用されている、交通の要所だ。

　王都とカロルを結ぶ街かい道どうは『黄金街道』と呼よび慣ならわす。これは街道から眺めた収穫前の麦畑が、まるで黄金の海のように見えることに由来する。

　ラシェルはこの街をクルゼルとの会見場所に設定した。

　そして今、守護神を祀まつる聖堂の一室で、ラシェルとトウヤは相手に対面していた。

「さて、私がここにうかがったのは、西方守備兵団に改めて我が国くにの方針を確認していただくためです。くれぐれもこちらから打って出るのは自重していただきたい――と」

　ラシェルは微笑む。

「クルゼル卿きようにも同意していただければ、嬉しいのですけど」

「お答えする前に、まず、お伝えすることがある。メイスヴェル祭さい司し長ちよう」

「どうぞ」

「私はクルゼル卿ではない」

　エリアーヌは極きわめて真ま面じ目めな表情でそう言った。

　だよなあ、とぞんざいな口調で呟くトウヤを一睨みして黙らせると、ラシェルは深く肯いてみせた。

「ええ、よく存じ上げておりますわ。――まずはその説明からお願いいたしましょうか。そもそも、なぜあなたがここで私と対面しているのでしょうか？　エリアーヌ・バロウ千人長。私はクルゼル万人長に会談を申し入れたはずなのですが、彼はどこに？」

　ため息をつくと、エリアーヌは答えた。

「事前に使者を送り、会談のことはちゃんと伝えたのだぞ？　――クルゼル卿より伝言だ。『我、多忙につき、シャーグラン城塞を離るること能あたわず』と。なお、非礼をわびつつ長旅を丁てい重ちように労ねぎらってさしあげろ、とも命じられている」

「……そうですか」

　要するに『忙いそがしいから会わないよ。無む駄だ足あしご苦労さん』ということである。

　自分がここまで出向けばさすがに向こうも妥だ協きようするかと思ったが――どうやらまだ考えが甘あまかったようだ。

（ずいぶん陰いん険けんな真似をしてくれるじゃない、あの男）

　怒いかりが込み上げてきた。結構。なら、こちらにも考えがある。

「私は神しん王おう陛下にお仕えするものとして、事態をこのままにしてはおけないと思っております。認にん識しきの齟そ齬ごがあれば、陛下のお心に背そむくことにもなりかねませんものね。首尾良くクルゼル卿とお会いできれば、その後は辺境の村々を視察して戻もどる予定でしたが……こうなった以上、直接シャーグラン城塞にうかがうしかないようですわね」

　エリアーヌは眉を曇くもらせ難色を示した。

「この時期にか？　すぐにでも戦いくさが始まろうとしているのだぞ？」

「だからこそです。使者を往復させて説得している時間が惜おしい。今はクルゼル卿との相互理解が最優先だと考えます」

　単に怒りに任せた決定ではない。予想していた以上に独断専行の傾けい向こうが強いと判断したのだ。ここで掣せい肘ちゆうを加えておかないと、今後抑制が利かなくなる可能性がある。

「しかし……」

「うん、神王として俺様からも頼たのむ。協力してくれないか？」

　トウヤが口を挟はさんだ。

　このまま引き返すより、相手のもとに乗り込んでケンカする方が面おも白しろいとでも思っているのだろう。まあ動機はどうあれ、今は彼の後あと押おしも必要なので助かる。

　ややあってから、千人長は降参したように両手を挙げた。

「……仕方ないな。ただし、戦せん況きようによってはすぐ引き返してもらうことになるかもしれない。補給と休養を取って、出立は明朝。それで構わないか？」

「ええ。ありがとうございます」

「祭司長猊げい下かは言い出したら聞かないからな、昔から」

　エリアーヌはそう言って、小さく笑った。

（そういえば、意見が合わないときは、よくエリアーヌの方が折れてくれてたな）

　そんなことをラシェルは思い出していた。
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「はあ、祭司長を城塞にお連れする、と」

　ファビオは眉を寄せた。

　街外れにある営舎に戻ってきたエリアーヌから、経けい緯いを伝えられたところだ。

「……あの偏へん狭きようなクルゼル卿が、怒りませんか？」

「何を言うのだ、ファビオ」

　エリアーヌは表情を動かさずに言う。

「怒おこるに決まっているだろう」

「ですよね……。お嬢じよう、嫌きらわれてますしねえ」

　現在エリアーヌたちが率いている兵はおよそ二千。

　これは目的地であるシャーグラン城塞に到とう着ちやくし次し第だい、クルゼルの直属に加えられることになる。実質的にエリアーヌが自由に動かせる兵は存在しない。

　このあたりはクルゼルの方針である。煙けむたがられっぷりがわかろうというものだった。

「とはいえ、私が叱しつ責せきを受ければそれで済む話ではある。――祭司長が直接訪ねて来たら、さすがにクルゼル卿も無視はできまい」

　軍の高官とは微び妙みように距きよ離りのあるラシェルだが、末端兵士の人気は高い。わざわざ城塞にまで足を伸のばしてきた彼女を追い返すのは、クルゼルにとっても得策ではないはずだ。急戦志向を抑おさえるのにいい機会であることは、ファビオにも理解できる。

「ま、俺は別に異論ありませんけどね。明朝までに護衛班を組織しておきます」

「頼んだ。――さて、少し時間が空いたか。ファビオ、一手付き合ってもらえないか？」

「いいすよ。精せい霊れい術じゅつはあり？　それともなしで？」

「そうだな……直接攻撃はなし。補助的な使用はありで」

　カロルの街には軍の駐ちゆう屯とん施し設せつがある。

　二人は営舎に併へい設せつされている小さな訓練場に足を向けた。

　幾いく人にんかの兵士たちが興味深そうな視線で見守る中、ファビオとエリアーヌは剣けんを抜ぬいた。

「いいか？」

「いつでもどうぞ」

　ファビオが言い終わらないうちに、エリアーヌが疾しつ風ぷうのような勢いで踏み込んできた。

　刃鳴りが連れん鎖さ、続いて鋭するどい金属音。常人には視し認にんできないような速度で、五合、十合と打ち合わされる。

　と、攻め込んでいたエリアーヌが突とつ然ぜん半歩退いた。

　ファビオは好機と見て攻こう勢せいに転じようとする。刹せつ那な、守から攻へ移行する一瞬の間かん隙げきを捉え、エリアーヌが突きを放った。

　回かい避ひの余よ裕ゆうはない。ファビオは剣の側面に沿わせ、相手の刃を受け流す。

　その瞬しゆん間かん、エリアーヌがありえない加速を見せた。

「つ――っ！」

　肩かたからの体当たりを受け、体勢を崩くずす。

　体重はファビオの方がかなり上だとはいえ、相当な衝しよう撃げきだ。

「もらったぞ！」

　エリアーヌが高らかに声を上げ、止めの一いち撃げきを振りかぶった。

「――勝ち誇るのは早いです、よっと」

「な――っ！」

　ファビオは転てん倒とうしそうになった身体を腕一本で支え、彼女の足を払はらう。

　同時に剣を捨てエリアーヌの手首を掴つかんだ。

　しばしの間、もつれ合って転がり、そして――

「……参った。私の負けだ」

　ファビオがエリアーヌの関節を取って動きを封ふうじていた。

　見物していた兵士たちから、お互たがいを称たたえる拍はく手しゆが起こる。いつの間にか周囲に人が増えていた。

「うーむ、上う手まくいかないな」

　地面から身体を起こしたエリアーヌが、少し悔くやしそうに口を尖とがらせた。

「意表を突いた体当たりのつもりだったのだが」

「実戦では基本の範はん疇ちゆうですねえ。何でもありな戦闘なら、俺の方に分がありますよ。ま、お嬢がそういう戦法を取ってきたということには、確かに意表を突かれましたけど」

「少しでもお前の戦法を盗ぬすめないかと思ったのだ。しかし、しょせんは付け焼き刃だな」

　結果については残念そうだが、表情に怒りや妬ねたみの色はない。のみならず部下に対する素す直なおな感服と強い向上心が見える。

　こういうところが求心力に繋つながるのだろうな、とファビオは思う。つまりは、好感の持てる上官なのだ。

「選せん択たく肢しは多いに越こしたことはないですし、諦あきらめる必要はないでしょ。ものになるまで、練習すりゃいいんです。今日は何とか凌げましたけど、惜しかったと思いますよ。――ただ、体当たりするなら体勢を崩そうってんじゃなくて、最初から一撃で吹ふっ飛とばして気絶させるくらいのつもりでやったほうがいい。男に比べりゃお嬢は軽いですから、なおさら。精せい霊れい術じゅつ、もう少し無理が利くでしょ？」

　あの一連の動きは、精霊術で圧縮した風を加速に利用したことによるものだ。ラウルス軍には戦闘に精霊術を組み込む者が多いが、その方面に関しては、エリアーヌの腕は群を抜いていた。

「精霊術でお嬢に勝てるものがいるとは思えない。攻撃術ありの真剣勝負なら、俺だって対たい抗こうできるかどうか怪しいですからね」

「謙けん遜そんを。――でもまあ、覚えておこう」

　エリアーヌは苦く笑しようした。

　別にお世辞というわけでもない。一対一の戦闘でファビオを手こずらせることのできる者は、軍全体をみても数えるほどしか居ないだろう。

　ファビオ自身は精霊術を苦手としており、せいぜい剣や鎧よろいの高品質化に精せい導どう石せきを利用している程度だが、その分実戦的な剣けん術じゆつは達人の域にある。

　昔からケンカには負けたことがなかった。

　根性無しを自じ認にんし他に大した取り柄も持っていないファビオにとって、ほとんど唯ゆい一いつの天分がこの〝強さ〟だった。怠け者で無気力で生まれも貧しい男に、神が気まぐれで与あたえた慈悲だったのかもしれない。

　軍に入ったのは十代半ば。適度に手柄を立て上におもねり、それなりに快適な軍人生活を送っていたファビオがエリアーヌの下に配属されたのは、四年前。当時彼女は百人長で、王都警備を担当する小隊の隊長を務めていた。

　名門の子女と聞き、七光りで地位を得たわがまま娘むすめを想像していたファビオだったが、その予想は裏切られる。

　それまでの頭の中身まで筋肉で出来ていたような上官たちとは違ちがい、エリアーヌは訓練でファビオに負けても機嫌を損ねたりはしなかった。むしろ、無邪気な子供のように感心し、彼を自分の補佐官に推挙した。

　目立つこと、責任を負うことを嫌うファビオだったが、その話は受諾した。治安の良い王都での勤務は気楽だったし、何よりエリアーヌの下は居心地が良かったからである。

　……まあ、そのせいで二年前の祭司長暗殺事件の際、まとめて辺境に左さ遷せんされる羽は目めになったのだが。

「ああそれと、褒ほめてもらっておいてなんだが……私より精せい霊れい術じゅつの上手い人間は、ちゃんと存在するぞ？」

「どなたです？」

「ラシェル・メイスヴェル祭司長」

　へえ、とファビオは目を見張った。

「一時期、私の父に付いて一いつ緒しよに戦い方を学んでいたのだ」

　彼女の父親は、かつてクルゼルをしのぐほどの名声を誇った武人で、先代の祭司長とも懇意にしていたという。しかし病を得て引退し、今は家督をエリアーヌに譲ゆずっている。

「ラシェルの奴やつ、剣も遣うが、精霊術に関しては特に優秀でな。私はその分野であの子にはまったく勝てなかった。それが悔しくて、何とか剣の方では負けないようにしようと、鍛え上げたものだ。……あのころは、もう少し仲が良かったのだがな」

　エリアーヌは少し寂しそうに笑い、そして表情を改めた。

「さて――先刻、ラシェルを諫いさめるために『すぐにでも戦が始まろうとしている』と伝えたのだが……実際のところ、どう思う？　マグノリア軍は動くだろうか？」

「常識的に考えりゃ動かないでしょ。この兵数差で攻めてきたら馬鹿すぎる」

　攻城戦において、攻撃側には防御側の数倍の兵力が必要だと言われる。

　現在、ラウルスの西方守備兵団の総数は約二万、大してマグノリアの先せん遣けん隊たいは四千程度。

　周辺の街道や国境線の警備も担当するため二万全部がシャーグラン城塞に駐ちゆう屯とんしているわけではないが、それでも圧あつ倒とう的てきな差である。

　加えて城塞には甲こう種しゆ精せい晶しよう炉ろがあり、ラウルス軍はほぼ無制限に精霊術を使うことが可能。一方、マグノリア国側には拠点にできるような精晶炉はなかったはず。

　あらゆる要素がラウルス側の優勢を示している。

「私もそう思うが――斥せつ候こうの報告がこちらにも届いていてな」

　それによれば、砦に留まっているマグノリア軍先遣隊に打って出てくるような様子が見られるという。本隊の到着を待たずに、だ。

「伝達にかかる時間を考えれば、もしかしたらもう動き出しているかもしれない。万が一、こちらの到着より先に戦闘状態に突とつ入にゆうしたなら、ラシェルたちには引き返してもらうことになるだろう」

「へえ、向こうの指揮官が無能か無謀なんすかね。ま、戦馬鹿のクルゼル卿にとっちゃ、願ったりな展開でしょう。攻めてくるなら労せず戦闘に持ち込める」

「とはいえ、マグノリアの歩兵隊は侮あなどれぬぞ？」

　マグノリア軍の特色は、巨人族や巨きよ獣じゆうを歩兵隊に組み入れているところにある。

　その破壊力は相当なもので、同数で正面から当たればかなりこちらが不利。反面、機動力にやや問題があり、細い山道を通ってすばやく城塞を攻略するというような戦いには向いていない。

　城に篭こもっての防衛戦なら、時間はかかってもほとんど損害を出さずに勝てる。一方、城を出て激突するなら、短期でけりがつくものの双そう方ほうに被ひ害がいが出る乱戦になるはず。

「クルゼル卿なら……打って出そうすね」

　数ではラウルス軍が圧倒的に多いため、方針として間ま違ちがっているわけではない。が、付き合わされる下したっ端ぱとしては、賛同しかねる戦法である。

　一度事態がそちらの方に動き出してしまえば、ラシェルが説得してももう止めるのは難しいだろう。

「しっかし、向こうの狙ねらいは不透明っすねえ。こちらの対応がどうあれ、手を出せば確実に負けるだろうに、わざわざ危険を冒おかす理由が思い当たらない。何かのっぴきならない事情があるか――」

「んー、あるいは、本気で勝つ自信があるのかもな」

「何か根拠がおありで？」

「いや、ただの思い付き。そもそも私は敵の戦術を読みきれるほど頭良くないのでな。根拠など求めるだけ無む駄だだぞ？」

　エリアーヌはなぜか自信に満ちた顔で言い切った。

「……まあ、自分を知るのはいいことだと思いますよ」

　とはいえ、ファビオはエリアーヌの直感を軽視していない。

　勝てると判断したから攻めてくる。それは確かに自然な発想ではある。

　問題は彼らにそう思わせているものは何かということだが――

「可能性があるとすれば……神しん王おう降臨、すかね」

　神王が地上に顕けん現げんすれば、戦のやりかたも大きく変わる。

　どの国も精晶炉を活性化させ、神王の神眼による支し援えんを受ける。当然、兵の士気も上がっているだろう。

　もっとも、前回神王が現れたのは百年以上昔だ。諸条件がどの程度戦況に影えい響きようを与えるかは、実際に戦ってみなければわからないわけで、そう考えると――

　そこでふとファビオは思考を中断する。

（らしくないねえ。何を真面目に分析してんだ、俺）

　問題は指揮官クルゼルが急戦派であること、そしてエリアーヌは彼に疎まれているため危険な役回りを押し付けられる可能性が高いことである。そうなった場合、彼女の補佐官である自分も確実に巻き込まれる。

　ファビオは味方の犠ぎ牲せいに眉一つ動かさない人にん非ぴ人にんというわけではない。しかし、基本的には自分が可愛かわいい。特に死ぬのは絶対に嫌だ。

　そう――今考えるべきは敵のことではない。どうやって自分の安全を確保するか。

「？　どうした？」

　エリアーヌが首を傾かしげた。

「ああ、いや、何でも」

「まあ何にせよ、決めつけを排した上で、最大限の警けい戒かいが必要だということだな」

　うむ、とエリアーヌは肯うなずく。

　身も蓋ふたもない結論だが、結局はそういうことだ。彼女はどちらかといえば直情的で単純な性格をしているが、短慮を起こす方ではない。加えて、有事の際の決断力も、臨機応変な判断力も持ち合わせている。

（ほーんと、いい上官でいい女なんだけどねえ）

　それでも――地獄までお供するのはごめんだった。

　今後、どさくさに紛れて逃げ出す機会があればいいのだが。




　この時点において、ファビオとエリアーヌは西方守備兵団のなかでもっとも慎しん重ちよう、かつ事実に近い推測を立てていた人間だった。

　――しかし、戦況の悪化速度は、その彼らの予想をすら遥かに上回ることになる。
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「ここ数年の収穫量は増加傾向、それに伴ともないまして輸送の重要性はますます大きくなっております。黄金街道、および宿場の整備を引き続き推進し――」

　カロルの街を治める祭司は、滔とう々とうと説明の言葉を吐き出し続けている。

　守護神信しん仰こうを基盤として成り立っているラエティティア大陸五国では、神に仕えるものが官吏を兼かねていることが多い。

　その頂点に立つ祭司長――ラシェルは適当に聞き流しつつ、周囲の風景に目をやった。

　活気に溢れており、人々の顔は明るい。

　ラウルスが比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな国であること、そして街が交通の要所であることがこの盛況をもたらしているわけだが――ふと考えてしまう。

　――いつまでこの景色がもつのだろうか、と。

「祭司長猊下、どうかなさいましたか？」

「あ……いえ」

　ラシェルは素早く笑え顔がおを浮うかべた。

「申し訳ありません、街の風景に心を奪われておりました。あまりに賑にぎやかなもので」

「そうでしょうそうでしょう。ここの大通りは行きかう人間の数でいえば、ラウルスでも随一ですからな。すばらしい街ですよ」

　人の好さそうな初老の祭司は、嬉しそうに言った。

　明朝まで時間が空いたため、街の視察に出てきたのである。

　今ラシェルの傍そばにいるのはトウヤでもリーズでもなく、この街の権力者、そして護衛の兵士たちだ。少なくない人数に囲まれながら、なぜか孤独感を覚えた。

　視察の噂うわさはあっという間に広がったらしく、周囲には人ひと垣がきができていた。道端から祭司長さまーと声が飛び、ラシェルは微ほほ笑えみで応えた。

　――そう、自分が動どう揺ようを見せてはいけない。『ラウルスの聖女』として完かん璧ぺきに振ふる舞まわなければ。

「ところで――」

　そのとき、不意に祭司が話題を変えた。

「此こ度たびの神しん王おう陛下は、どのようなお方ですかな？」

「え……」

　他意のない問いだったのだろうが、ラシェルは一瞬言葉に詰つまった。

「いや、私も即そく位いの典礼の際に王都に赴おもむいたのですが、あいにくと後列から垣間見ることができた程度でしてな。わが国を統べてくださるのは、いかなる御ご仁じんかと」

「そ、そうですわね……。若い男性で、おおらか、というか、細かいことにはこだわらず、わが道を行く気質であるように見受けられます」

　偽神王であるトウヤのことを思い浮かべつつ語る。当然ながら祭司長が神王を罵ののしるわけにはいかないので、表現には一ひと捻ひねりが必要だった。

「言動が個性的で、あとは――子供にお優やさしい、でしょうか」

「ほほう。では『神眼』については？」

「それは、私もまだ拝見する機会に恵まれません。ただ、今後他国と争うことになるのを考えれば、うかつに見せるのは得策にあらず、と……」

「なるほど、思慮深い方ですな。実に頼もしい」

　我ながら苦しいごまかしだと思ったが、幸いにも祭司は納得してくれたようだ。ほっと胸を撫で下ろす。

「明日は、早朝からシャーグラン城塞に向かわれるのでしたな？」

「ええ、陛下から辺境の視察とクルゼル卿への激励を承うけたまわっております」

「十分なおもてなしができず、残念です。次の機会には、ごゆっくり逗とう留りゆうを」

「ありがとうございます」

　ラシェルは礼を言い、穏おだやかでのん気な会話を締しめくくった。

　視察や会談の予定が一通り終わったのは、もう日も没もうかという頃合だった。

　聖堂に戻ってくると、舌足らずな声がラシェルを出迎えた。

「あ、ラシェルさまだー！」

　六つか七つくらいの、幼い女の子が駆かけ寄よってくる。

「これ！」

　母親がすぐに女の子を捕まえた。

　母娘でちょうど入り口付近の清掃をしていたらしい。敬けい虔けんな《紅の守護神》の信徒なのだろう。

「この子は、失礼な――！　も、申し訳ありません、祭司長様」

「いえ、構いませんよ。お勤めご苦労様です、オルガ。――それから、あなたはアニーだったわね」

　ラシェルは微笑んで女の子の頭をなでる。

「お掃除、どうもありがとう。がんばってね」

「うん！　がんばる！」

　ぱあっと明るい笑顔を浮かべてアニーは答えた。

　――不意に感情がざわつくのを覚えた。

　この国は今、滅亡の危機に瀕ひんしている。神王は居らず、軍と祭司長との関係は良好とは言えず、敵はすぐそこに攻め寄せてきており、多くの民たみが命の瀬戸際に立たされている。

　なのに、そのことを認識している者はほとんどいない。穏やかな日々が今日も明日も続くものと思い込んでいるのだ。

　そして、それを何とかする責任は自分一人の肩にかかっている。

　大声を上げて叫び出したくなる衝動を必死に噛み殺し、ラシェルは微笑みを浮かべた。

「――お二人に《紅ルーフス》の祝福がありますように」




《紅の守護神》を祭る聖堂は街の統治府であり、また賓ひん客きやくの宿舎も兼ねている。

　ラシェルは聖堂内で一番広く上等な部屋をあてがわれているのだが――今、彼かの女じよが向かっているのはそちらではなく、別室だった。

「よ、おかえりー」

　部屋に入ると、トウヤがこちらに視線を向けずにそう言った。

　ヒカリと向き合い、何事か話し込んでいたようだ。

「……で、この場合、親の総取りになるから、賭け金はすべて没収される」

「あの、ここで、これが別の目だったら、ヒカリがもらえてたということです？」

　二人の交かわす会話を聞き、ラシェルは眉をひそめた。

「何を教えてるんです？」

「世の中の仕組み、そして人生の縮図」

「サイコロ賭と博ばくですね？」

「そうとも言うな。――怖こわい顔すんなよ。興味を持って聞いてきたのはこいつの方だ」

「あの、ご主人さまが、よくお話になる『賭け』というものを、知りたくて……いけませんでしたですか？」

　ヒカリが申し訳なさそうな顔で、ラシェルを見た。

「あなたが悪いわけじゃないの。ただ、賭け事というのは――って、トウヤ様、それ鉛を入れて重心を狂わせたイカサマ賽さいですね？　なぜそんなものをお持ちなのです？」

「へー、詳くわしいな、お前」

「王都でもサイコロ賭博が大流行して、規制したことがありましたから。――まさか、こんな幼い子にイカサマの方法まで教授しようと？」

「賭博とイカサマは表と裏、切っても切れない関係だからな」

「あのう……イカサマとは、何なのです？」

　ヒカリが尋たずねた。

「見かけと本質の間に格差を作り出す技術だ」

「卑ひ怯きようなごまかしのことよ」

　同時にまったく異なる答えを返され、少女はきょとんと目を瞬かせる。

　ラシェルはため息をついた。

「何かを教えるのは結構ですけど、せめてもう少し健全な遊びにしてはいかがです？」

「不健全さの中にこそ、人間の真実は宿る。俺様の持論だ」

「ならトウヤ様は『人間の真実』とやらを体現した存在ですわね」

「照れるじゃねえか」

「褒めてません！」

「ふーん……」

　トウヤはラシェルの顔をしげしげと観察し、そして言った。

「いつもにも増してご機き嫌げん斜ななめだな。なんかあったか？　祭司長」

「あ……いえ……」

　ラシェルは小さく息を吐ついた。日々この男に対して遠えん慮りよが無くなってきているのは自覚しているが、確かに今のは少々八つ当たり気味だった。

「失礼しました。少し苛ついていたかもしれません」

　トウヤにはそう言い、そしてあわあわとした様子で二人を見比べていたヒカリに微笑みかけて、安心させる。

　ここは国境にもっとも近い街。戦争になれば、真っ先に巻き込まれる。

　街の活況や、先ほどの母子の姿――そういうものを目にして、改めて自覚したのだ。自分は彼かれら彼女らを守るために、ここにいるのだ、と。

　少しばかり心がささくれ立っているのは、その重圧を意識したせいだろう。

「入口の母娘、わざわざ名前覚えたのか？」

「窓からご覧になってましたか？　聖堂周りで働いていて、顔を合わせる可能性が高い方は一通り。真に国を支えているのは、ああいう方々ですから。――何かご意見でも？」

「いいや。ただ、お前、子供を相手にしたときは作ってない笑顔を出せるんだな、と思ってな。――さっきのだって別に咎めてねえよ。笑いたいときに笑い、怒りたいときに怒りゃいい。そのほうが人生楽しいだろ」

「楽しさ基準で行動を選せん択たくできる立場ではないのですよ、残念ながら」

「残念だ、って気持ちはあるんだな」

「それ、は……」

　ラシェルは言い淀よどんだ。正直に答えれば、これまで必死に役目を果たしてきた自分自身を否定するような気がしたからだ。

　むろん、それは錯覚でしかないのだろう。しかし、自分は一生この錯覚に縛られて生きていくことを宿命付けられてもいる。

　――ともあれ、トウヤを訪ねてきたのは、人生について語り合うためではない。

　一つ頭を振ふって気分を切きり替かえると、ラシェルは話題を転換することにした。

「明日のことについて、改めて確かく認にんしておきます。城じよう塞さいへの出立は夜明けと同時。ここまでと同様、私たちは馬車でバロウ千人長たちに随ずい伴はんします。国境に近づくにつれて危険は増しますから、それについては心の準備を。で、ヒカリですが……」

　そう口にしたとたん、当の少女は置いていかれるのを恐れるように、ぎゅっとトウヤの服の裾すそを掴んだ。

「……ま、こういうことだ」

「そうですね。同行を認めましょう」

「あ、ありがとう、ございます、です」

　ヒカリはぱっと表情を明るくして、ぺこりと頭を下げた。

　安全を考えれば、残していった方がいいのだが……ここ数日の様子を見ていると容易に聞き入れないことは想像がついた。トウヤと離はなされそうになると、まるで魔物の国にたった一人で置き去りにされるかのような怯え方を見せるのだ。

　彼女の正体――迫はく害がいされた竜人であることを知ってしまったラシェルとしては、無理強いしたくなかった。

「ただし、トウヤ様の傍を離れないこと。不慮の事態が起これば、すぐに退避する必要が生じますから」

「は、はい」

「明日は朝早いですから、トウヤ様もちゃんと起きてくださいね」

「置いてかれたら命の危機だからな。必死で起きるさ」

　トウヤは首に刻まれた紋もん章しようを撫でる。

「あ、あの、よかったら、ヒカリがお起こしするですよ？」

　少女が申し出た。

（寝てるときも起きてるときも、張り付いてるのかしら？）

　ラシェルはそんな疑問を覚えた。

　これで無理やり世話をさせているようなら、どんな手を使ってでも引き離すところだが――そういうわけでもないのはわかっている。ヒカリにとって、今はトウヤが唯一の拠り所なのだ。

「シャーグランまで、馬車ならおよそ一日。到着したらすぐにクルゼル卿と会談することになります。おそらく、そう多くの時間は取ってもらえません」

「舐なめられてるんだな、お前」

　ラシェルの口からため息が漏れる。自覚してますとも。

「客観的に見れば親から立場を継ついだだけの小こ娘むすめですから、仕方ないと言えば仕方ないでしょう。もっとも、退く気はありませんし、こちらの要求は呑のんでもらいますけど」

「俺様は何をすればいい？」

「役割は変わらず、神しん王おう陛下の書状を携たずさえた使者。基本的にクルゼル卿きようには私が話しますが、必要があれば神王陛下の名代として支援を。――お願いですから、妙みような遊び心を出さないでくださいね」

「…………」

「トウヤ様？」

　彼は何かを考え込んでいた。

「えーと……砦とりでを占せん拠きよしてるマグノリア軍、動くかもって話があったよな」

「ええ」

　辺境の情勢は黄金街道を通って定期的に王都にまで届けられる。ラシェルたちはカロルの街に入るところで報告の早馬と行き合い、その情報を受け取った。

「クルゼルとやらに釘くぎを刺さして出撃を自重させる――その程度じゃ不足かもな。当面は防衛に徹てつするという確約、誓約が必要だ」

「なぜそう思います？」

　ラシェルは意外な提案に眉を上げる。

　現状に限れば迎撃準備は整っているし、まだ敵軍の本隊も到着していない。

　なのでまずはクルゼルに対し中央の優位性を取り戻そうというつもりだった。専横を許せば、遠からず歯止めが利きかなくなると思ったからだ。

　しかし、トウヤはもっと状じよう況きようが差し迫ったものだと考えているのか？

「普通は敵も本隊が到着するまで動かないだろう。しかも、シャーグランが堅いのは知れ渡ってんだろ？　にもかかわらず仕し掛かけてくるんだったら、それは何とかする自信があるからだ。どこが敵に回るかわからんこの時期、成算のない作戦に割く余力はマグノリアにだってねえはずだしな」

「それはそうでしょうけど……」

「賭けに出る権利は誰だれにだってある。俺様がマグノリアの指揮官なら、今、勝負かけるね。手の内を知られてないし、相手は油断してる」

「ではその具体的な手段は？　どうすればシャーグランを落とせます？」

「さあ？」

　トウヤは肩をすくめた。

「……いい加減な」

「しかたねえだろ。相手の伏せ札までは読めねえよ。ただマグノリアが今動く理由、勝負に出る意味、利益なんかを考えると、その可能性もあるってことだ」

　ラシェルは口をつぐんで考える。

　勝手気ままな男だが、その勝負勘とも呼ぶべき感覚は信用できるかもしれない。

　確かに安易な楽観主義は避さけるべきだ。

　手段は置くとして、マグノリア先遣隊の目的が電光石火の奇襲により最大限の成果を挙げることだとする。であるならば、慎重かつ徹底した防戦で時間を消費させれば、ひとまずその狙いを潰すことができるだろう。兵数の差は継戦能力の差でもあるからだ。

　逆にマグノリアとしては何とかして城外戦に持ち込もうとするだろうが――

　と、そのとき、扉とびらを激しく叩たたく音がした。ヒカリがびくっと体を硬こう直ちよくさせる。

「お寛くつろぎのところ失礼します。トウヤ・ヤナガセ殿どののお部屋で間違いないでしょうか」

　部屋の外からよく知る声が聞こえてきた。

「そこにメイスヴェル祭司長はいらっしゃるか？」

「ああ。――鍵かぎはかかってねえぞ、開けろよ」

　トウヤが言うと扉が開かれ、エリアーヌと補佐官のファビオ百人長が入ってきた。

「無礼は承知ですが、緊急時につきご容赦願いたい」

「何事ですか？　騒々しい――」

　咎めるつもりで口を開きかけたラシェルだったが、千人長の表情を見た瞬間、心がすうっと冷えるような感覚を覚えた。

　個人的なわだかまりは置くとして、エリアーヌが肝きもの据すわった武人であることは疑いない。その彼女がこれほど切せつ迫ぱくした顔を見せたのは――そう、二年前、ラシェルの父母が殺されたとき以来か。

「先ほど連れん絡らくがあった」

　エリアーヌは端たん的てきに告げた。最悪の知らせを。

「シャーグラン城塞がマグノリア先遣隊の攻撃を受け――陥落したそうだ」

「え――」

　その意味をとっさに理解できず、ラシェルは目を瞬かせる。

　シャーグランが陥落？　交戦状態に入ったという報告すら届いていないのに？

「敵の兵力は？」

　問いかけたのはトウヤだった。

「四千弱。大した損害も出さずシャーグランを落としたってこってす。数日中には街道の要所であるこの街を目指して殺到してくるでしょうねえ」

　ファビオが脱力したような疲つかれたような笑えみを浮かべ、そう答えた。

　ラシェルは一気に顔から血の気が引くのを感じた。





＊　＊　＊






　――遡さかのぼることおよそ二日。




「奴らは頭が足りぬのか？」

　マグノリアの先遣隊が砦を出、このシャーグラン城塞を臨む平野に展開した、という報告を受け、デフロット・クルゼルは眉をひそめた。

「本隊が到とう着ちやくしたならともかく、あの数で砦から出て攻め込もうとするとは。自らのこのこ死地に出向いて来たも同然ではないか」

　クルゼルの方は、どうすれば奴らを引き出して戦せん闘とうに持ち込めるか、あれこれ思案を巡めぐらせていたところだった。拍子抜けである。

「どう対応いたしましょうか？　クルゼル卿」

「無論、叩き潰す。すぐに準備を整えよ」

　配下の騎き士しにそう答え、立ち上がる。

「現在、メイスヴェル祭司長とバロウ千人長がカロルにおられますが――連絡は？」

「ああ……」

　クルゼルはわずらわしげに眉を寄せた。

　エリアーヌ率いる手勢はたかだか二千。いてもいなくても大して影響はない。が、祭司長の小娘も来ている以上、まったく報告をしないわけにもいくまい。

「カロルにも状況を伝えよ」

「は、直ちに――」

「いや」

　クルゼルは部下の言葉を遮った。

「今ではない。戦闘に突入してから、だ」

　口出しをされては面めん倒どうである。知らせるのは戦が始まってからでいい。そうなれば、あの惰弱な小娘も、なぜか反応の鈍い神しん王おうも覚かく悟ごを決めるだろう。

「さあ、俺おれも出るぞ！　殺し合いだ！」

　そして自分は、ここから無敵の猛将として栄光の第一歩を踏ふみ出だすのだ。




「ゴ、アアアアアアアアァァッ！」

　巨人が雄たけびを上げ、巨きよ大だいな棍こん棒ぼうを振り上げる。

　しかし、森の木々に阻まれ、自由に振り回すことはかなわない。人よりはるかに長い腕うでが災いした格好だ。この隘あい路ろで戦うには、彼の体はあまりにも大きすぎるのである。

　すぐに数人のラウルス兵が躍りかかり、切りつけ、止めを刺す。

　戦せん況きようはクルゼルの予想、あるいは期待通りに推移していた。

　マグノリア軍が陣じんを敷いた平野からシャーグラン城塞に到達するには、複雑に入り組んだ山道を抜けて来なければならない。

　クルゼルはシャーグラン城塞から兵を出し、ここに配置して迎え撃った。

　道幅は狭く、大軍での移動は不可能。加えてマグノリア軍は巨人族や巨獣を歩兵隊に加えており、機動力に乏とぼしい。

　城塞にこもらずとも、地理を把は握あくし山岳地帯での戦闘訓練をつんだラウルス兵ならば、やすやすと打ち破れるのだ。

「は、デカブツを揃えただけの見掛け倒しか！」

　クルゼルはせせら笑った。

　とはいえ、さすがに相手が何の考えもなしに突っ込んできただけだとは思わない。

　どうもこの一戦、本気で城塞まで突破しようとする意欲がマグノリア軍から見えないのだ。確たる根拠があるわけではなく、歴戦の将としての勘であるが――クルゼルはそれが正しいことを確信していた。

（単なる様子見か、あるいは何かの布石、もしくは罠か……？）

　しかし――いずれにしても恐るるに足らず。そうクルゼルは結論を出した。

　様子見なら撃滅する。布石なら蹴散らす。罠なら噛み破る。その気概で臨のぞむだけの話だ。数も地の利も圧倒的優位を得ている。これで臆する必要があろうか。

　山中で待ち伏せしたラウルス軍は、敵軍を分断し順調に各個撃破を続けていく。

　やがてマグノリア軍はほうほうの体で一時撤退していった。




　この結果はクルゼルを満足させたが、敵とてこれで諦あきらめたわけではなかった。

　日が傾き始めたころ、再攻勢に出てきたのだ。

「……ふん、性懲りもなく」

　伝令から報告を受けたクルゼルは、小さく鼻を鳴らした。

　とはいえ、前回とまったく同じ展開になるとは思っていない。一度失敗したマグノリア軍はどこかでやり方を変えてくるはずだ。

　少し考え、クルゼルはやや慎重な戦術を採択する。山道で迎撃するのは同じ。しかし今度は追撃を控ひかえさせ、受けを重視しつつ辛抱強く敵戦力を削っていくことにした。

　もちろん相手が損害に耐たえかねて本気の逃走を見せるようなら、そのときは背後から一気に襲い掛かる腹積もりである。

　少なくとも局地戦の指揮官としてのクルゼルは、無能ではなかった。

　一度やられて懲りたのか、マグノリア軍はしきりにラウルス軍を山から平地へ誘い出そうとする動きを見せていた。挑ちよう発はつに乗らず、人数をかけてがっしり受け止める。

　最初の衝しよう突とつよりは長期戦となったが、ラウルス側の優位は動かなかった。この分なら、ほどなく再度の撤退に追い込めるだろう。

　ラウルス軍にそんな楽観的な空気が流れ始めたとき――異変が起きた。

「……城からの伝令はまだ戻もどらぬか？」

　クルゼルは苛立ちつつ尋ねた。

「は。そのようです」

　部下の声にも困こん惑わくがうかがえる。

　本拠であるシャーグラン城塞とは密に連絡を取っていた。前線で有利を保てるのも、後方に控えた潤沢な戦力あってのことだ。怪我人は適宜城塞に戻し、代わりに無傷の兵を補充する。兵数に差がある以上、これだけでほぼ勝利は約束されたようなもの。

　今までは、その連携がうまく機能していた。そして、少し前に兵を交代させるよう伝令を送ったのだが――突とつ然ぜん城からの連絡が途絶えたのだ。

　戦は順調だ。自分たちが押しているのは疑いない。しかし――

（……なんだ、この感覚は）

　クルゼルは妙な胸騒ぎを覚える。

　このまま戦闘を続行するか、それとも慎重を期して一時撤退するべきか、逡しゆん巡じゆんを覚えたとき――

「クルゼル卿！　あれを！」

　兵士の一人が叫びながら、山の上方を指差した。

　煙けむりが数本、立ち上っている。

「狼煙のろし……だと？」

　ちょうどシャーグラン城塞のある辺りだ。しかし――ラウルス軍で取り決められた信号ではない。煙の色も本数も違ちがう。

「まさか――」

　クルゼルが呟つぶやきかけた瞬しゆん間かん、声が上がった。

「敵襲！　右側方に――がはっ！」

　喉のど元もとに矢を受け、警告の半ばで兵士は落命する。同時にラウルスの右手側から、矢の雨が降り注いできた。

「散開！　森に隠れろ！」

　クルゼルは怒ど鳴なった。

　遮蔽物のない平地なら知らず、ここならば木々を盾たてにすればやり過ごせる。弓矢が効果なしとみて近づいてくるようなら、これまでと同じく餌食にするのみ。

　しかし――続く攻こう撃げきは意外な方向からやって来た。

「森の中に敵伏兵！　敵伏兵！」

　危険を告げる声に混じって、悲鳴が連れん鎖さ。

　逃げ込もうとした先に潜んでいたマグノリア兵が、得物を手に襲おそい掛かかって来たのだ。

「な――に……？」

　さすがのクルゼルが、一いつ瞬しゆん茫然とした。待ち伏せされていた？　そんな馬鹿な。

　見張りの重要性は知ち悉しつしている。布陣はクルゼル自らが指揮して整えた。

　マグノリア軍がここに兵を伏せるためには、山中に多数配置されたラウルス兵の目全すべてをかいくぐらなければならない。そんな真ま似ねを可能にする経路など、絶対にありえなかったはずだ。

「死ぬ気で持ちこたえ……いや、死ぬ気で殺せええええぇッ！」

　理り屈くつを気にしている暇はない。手段の詮せん索さくなど後回しでいい。

　クルゼルの本能が、今この瞬間敵を打ち破らねばもう後がないことを告げていた。

「ここが生き延びるための、最後の機会だ！　背を向ければ死ぬ！　殺さねば死ぬぞ！　貴様ら！　さあ、殺せ、殺せ、殺せ殺せ、殺せ殺せ殺せ殺せ殺せえぇッ！」

　誤解しようのない苛か烈れつな命令は、危機感を生き残りたちに伝でん播ぱさせ、その意思を統一する確かな効果があった。

　勢いを回復したラウルス軍は一体となり、死に物狂いで敵に襲い掛かる。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉッ！」

　クルゼル自身も先頭に立ち、雄たけびを上げながら敵兵を切り倒した。

　愛用する大剣の鍔つば元もとには、精せい導どう石せきが嵌はめ込こまれている。

　彼は精せい霊れい術じゅつの巧者ではない。戦闘に使用する術はたった一つだけ。

　破壊力の増大――クルゼルはこれに精導力のすべてを注ぎ込んでいた。本人の膂りよ力りよく、技量もあいまって、剣撃の威力は『もはや天災の域』と評されるほどである。

「おあああああぁぁぁッ！」

　実際、その猛威は人型をした竜巻と表現するに値あたいするものだった。

　クルゼルの向かうところには、必ず血ち煙けむりが巻き起こった。巨きよ獣じゆうの首が飛び、巨きよ人じんの胴が断ち斬られる。

　敵兵が怯ひるんで距きよ離りをとった隙すきに、クルゼルは更なる叱しつ咤たの声を上げた。

「よいか！　そのまま殺して殺して、包囲を喰い破れ！　すぐ近くに友軍が――」

「いないよ」

　女の声がした。

　同時にラウルス兵が二人、首を消失させた。

「山中に展開していた小隊は、すべて殲せん滅めつした。残りはあんたらだけだ」

　巨大な槍斧ハルバードを構えた軽装の娘むすめだった。小振りな角と、爬虫類の右みぎ眼めが見える。

　手強いと見て三人が同時に襲いかかった。このあたりの練度はさすがにクルゼルの麾き下かというところだろう。

　しかし結果的には全く無意味だった。

　まるで木の小枝でも振り回すかのような無造作さで振るわれた長物が、三人の身体を真っ二つに分かつ。風圧と血飛しぶ沫きが距離を置いていたクルゼルのもとにまで届いた。

「貴様――竜人か」

　種族にもよるが、獣人は総じて人間を上回る身体能力を持つと言われている。

　中でも最上位の力を持つとされるのが竜人。しかしその数はきわめて少なく、種族の出自により忌み嫌われる存在である。

　そう――神敵である、『精霊竜』の血を引くもの。

「マグノリア軍は人の誇りすら失ったと見える」

　クルゼルは嘲笑した。

「このようなおぞましき存在に頼るとはな。――神に祝福されし我ら人類に歯向かうか！　穢らわしい竜の末まつ裔えいがッ！」

　娘は冷ややかな視線でクルゼルを見た。

「あたしは侮辱には相応の返礼をする主義だ。その口を顎あごごと吹き飛ばしてやる――と、普ふ段だんなら言うところだが」

　言って、一歩脇わきに退く。

「残念ながら、あんたの相手はあたしじゃない。頭かしらを仕留めるのは、頭の役目だ」

「何？」

　眉まゆを寄せるクルゼルの前に、一人の青年がゆっくりと進み出てきた。

「ああ、ご苦労様、ミネット。――ラウルス国の将軍、デフロット・クルゼル卿とお見受けしますが？」

　年ねん齢れいは二〇過ぎというところ。黒っぽい髪かみの優やさ男おとこだ。帯剣してはいるが、どこか文官然とした印象を受ける。

「……名乗れ、小僧」

「マグノリア軍先せん遣けん隊たい指揮官のレオと申します。――シャーグラン城塞はすでに我々が占せん領りようさせていただきました」

「あの狼煙は貴様らのものか」

「ええ、作戦成功の知らせです。先ほど彼女からも申し上げましたが――この戦場で立っているラウルス軍は、もはやあなた方しかいない」

　逃げたか死んだか――気が付けば、すでに周囲で戦っている者はいなかった。

　生き残っているクルゼルの部下は、もはや十人に満たない。

「一隊ずつ取り囲んで、潰しました。ただ、相そう互ごの連絡を断ち、壊滅の知らせが伝わらないようにするのには、ずいぶんと気を遣いましたけどね。救援を呼ばれたりすると、手間が増えますから」

「…………」

　クルゼルは軍を二〇以上の小隊に分割して山中に配置していた。各個撃破されないよう位置取りや連携には細心の注意を払った。

　それをあっさり全滅させたというのか？　そんなことが可能なのだろうか？

　少なくともクルゼルの経験や常識ではありえない事態だが――現状がこうなっている以上、この若造は間ま違ちがいなくそれをやってのけたわけだ。

「貴様……どんなイカサマを使った、のだ？」

「『神眼』の力を」

「――マグノリア神しん王おうから借り受けたか」

　神しん王おうが所有し、また臣下に貸し与えることができるという、人ならざる認識能力。

「どんな能力かは、ここではお話しできませんけどね」

　レオは小さく笑った。

「――さて、勝敗は決しました。投降されるのなら歓かん迎げいしますが、いかがですか？」

「…………」

　クルゼルは沈ちん黙もくする。が、やがて、その口から低く笑い声が漏もれた。

「可笑しいですか？」

「ああ、可笑しい。――勝敗は決した？　俺がこうしてぴんぴんしているのにか？」

　大剣を肩かたに担ぎ直し、続ける。

「俺の趣しゆ味みはな、敵を殺すことだ。そして今、俺の周りには敵がたくさん居る。なぜ戦うことを止める必要があるのだ？」

「戦士の矜きよう持じというやつですか」

　レオはため息をつきつつ、細身の剣を抜ぬいた。

「理解はできませんが、尊重はします。今日は部下に結構無理をさせましたし、たまには上のものが率先して働きましょうか。……お相手しますよ」

「いい度胸――だっ！」

　クルゼルは地面を蹴った。

　戦局を見誤った。そのことは理解している。せめて城を出ず防戦に徹するべきだった。

　結果的に正しかったのは、あの小娘の方針だったということ。それは認めなければならない。戦とは結果のみで評価されるべきものであるからだ。

　おそらく自分は猛将としてではなく、此こ度たびの大戦で真っ先に敗死した愚将として歴史に名を残すことになるだろう。

　ならば――せめて、こいつだけでも道連れにしてやる。

「はあああああああぁぁッッッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合ともに大剣を振りかぶった。あまり余力はない。一斬でけりをつける。

　しかし――レオの反応は予想もしないものだった。

　彼は突進してくるクルゼルを前に、くるりと後ろを向いて背中を晒さらしたのだ。想定外の動きに、わずかにクルゼルの剣筋が乱れる。

　と、次の瞬間――

「が――あ――？」

　クルゼルの喉のどを剣が貫いていた。

「相手の意表を突いて加えられる攻撃には、絶大な効果がある。個人対個人でも、軍対軍でもね。……まあ、奇襲、邪道に属する戦術なのでしょうが」

　剣が引き抜かれると同時に、血が噴き出した。クルゼルは膝ひざを突つく。

　後ろ向きで、敵の姿を確認すらしないまま、レオは正確に急所を穿うがち抜いたのだ。

「あなたは弱将ではない。しかし、自分の経験を過信するあまり、己おのれの視野を狭めました。世界ってのはね、一夜にしてあっさりと見知らぬものに変貌を遂げるのですよ」

　静かな声を聞きながら、クルゼルは己の敗北と最期を悟った。





＊　＊　＊






「――以上が生き残りによる報告。開戦から陥落まで、一日足らずだったそうだ」
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　硬い表情のまま、エリアーヌは話を終えた。

「クルゼル卿が、戦死――」

　ラシェルは呟いた。

　個人的には折り合いが悪かったが、優秀な武人であったことは間違いない。

　数的な意味でも質的な意味でも、痛手は大きかった。

「あー、そのマグノリアのレオって指揮官は、有名なのか？」

　トウヤは問う。

「私は知らない名前ですが――」

　ラシェルはエリアーヌに視線を向ける。彼女も首を横に振り、付け加えた。

「若い男だというから、最近台頭してきたのでしょう。あそこは実力主義ですから、有力者の入れ代わりが激しい」

「しかし、なぜこんな完敗を？　私は慎しん重ちよう派はでしたし、結果は結果として認めなければなりませんが……クルゼル卿の戦術に致命的な穴があったとは思えません」

　ラシェルが望んでいたのは専守防衛だが、数の差を生かして打って出るのも失策とまでは言えない。なのに、一方的に殲滅されている。

　答えたのはトウヤだった。

「神眼の能力」

　全員の視線が彼に集まる。

「人には見えないものを見る力。――敵の頭がそう言ってたんだろ？　戦向きの力なら、臣下に貸して活用させる。十分に考えられることだ」

「どういうことです？　トウヤ殿」

　エリアーヌが尋ねた。

　ファビオが居るので、この場でのトウヤの扱あつかいはあくまで『神しん王おうの使者』である。

「推測交じり――ってかほとんど推測だけだが、解説してみようかね。まず、マグノリア軍の、一度目の攻撃失敗は芝居だ」

　エリアーヌとファビオが肯うなずく。

　これはラシェルにも理解できた。マグノリア軍はラウルス軍を城塞の外に引っ張り出しておきたかった。一度負けて弱いと思わせておけば、篭ろう城じようされる可能性は低下する。

「で、二度目。マグノリア軍は敵各個撃破組と城塞攻略組に分かれて、再び攻める。――ここで確認だが、シャーグラン城塞が強固だと言われるのは、地形的に大軍を送り込めず各隊が分断される形になるからだろう？　一列で進まなきゃならんような細い道が入り組んでいる」

　それはラシェルも知っている。何度か辺境にまで視察に赴いたことがあるのだ。

「しかも、攻めるのは大型である反面、機動力に弱点を抱えるマグノリア軍。だから、ラウルス軍は山道の要所要所に兵を配置、細長く伸のびた敵を有利な状況で迎え撃った。小回りが利き、地形を把握しているという有利を生かしたわけだ。ここまではいいな？」

　一同はそれぞれ諒りよう解かいの意を表す。

「で、マグノリア軍はそれに対たい抗こうするため考える。この条件差を跳はね返かえすには何が必要か？　答えは単純。ラウルス軍と同等の機動力、および周辺地形に対する知識を手に入れることだ。――まずは機動力からいこうか。これは簡単。小分けにして、一隊をより少人数で構成すればいい」

「指揮が難しくなるのでは？」

　ラシェルは指し摘てきした。

　軍を率いた経験はないが、兵法や戦術の初歩程度ならリーズに習っている。

「確かに隠密性も機動性も上がりますが……連携が取れるとは思えません」

「同感だ」

　エリアーヌも追随した。

「クルゼル卿の迎撃隊を音もなく包囲殲滅する――そんな作戦を成立させるには、一分の乱れもなく足並みを揃える必要があるかと」

「そのためには把握しておかなければならない情報が多すぎますわね。ラウルス軍の正確な位置、何十隊もに分かれたマグノリア軍の、そのすべての正確な動き、城塞からの伝令や増ぞう援えんの動向、それらが全部、見えていないと――」

　そこでラシェルは気付き、軽く目を見張る。

「あ、そうか、それが……」

「神眼ってわけだな。見えたんだろ、全部」

　話が飲み込めて来た。

「マグノリア軍指揮官の持ってる神眼が、おそらくそういう種類――つまり、条件の悪い山中でも精せい緻ちな指揮を可能にするようなものなんだよ。例えば、森の暗がりでも日没後でも昼のように見えるとか、障害物に遮られず景色を見通すことができるとか、他人の視界を自分に移し変えるとかな」

「そしてその能力により、地形の把握も可能になる、と。ふむ――」

　エリアーヌは腕を組んだ。

「そうですわね、地形とクルゼル卿が兵を伏ふせた位置がわかっていれば、そこを包囲するのも、その監かん視しを潜り抜けて城塞まで到達するのも容易です」

　ラシェルの言葉にトウヤは肯いた。

「おそらく同時進行だな。山中のラウルス軍を潰すのと並行して、シャーグラン城門前にも兵を集結させる。ラウルス軍の城塞居残り組にとっては何の予兆もなくマグノリア軍が現れたわけで、見事な不意打ちが成立する」

「……そして敵軍には巨人がいる」

　エリアーヌが呟き、ファビオが続けた。

「城門を閉じ切る前に力ずくで止めるか、あるいは閉じられても叩き壊すか。神眼により伝令の動きも把握されているから、城内と城外の連絡も断たたれるわけっすね」

「かくして城塞は陥落し、外の迎撃隊も全滅、ということですか……」

　ラシェルはため息をついた。なんという悪夢だ。

　この世界の理に『神眼』という力が介入する――そのことを自分は甘く考えていた。

　例えば、昼戦と夜戦で勝手が異なるのは、周囲の見え方がまるで違うからだ。仮に夜を昼にし昼を夜にする術すべがあるとしたら、戦のやり方も全く異なってくるだろう。

　そして情報の認識手段が変化するというのは――それが、その種のことが可能になってしまうということ。それを計算し、読みきって対応しなければならないということ。

　――偉い大だいな将軍より、新兵器より、よっぽど怖こわい。恐おそろしい。

「見えるものが変わるってのは、世界そのものが革新されるに等しい。自分に何が見えて何が見えないのか自覚すること、相手には何が見えているのか知ること――その差で勝負は簡単にひっくり返る。博ばく打ちには、大事な要素だぜ」

　トウヤはどこか楽しむように言い、その目を細めた。

「そういえば、その、我わが国くにの神王陛下の神眼についてだが――」

　エリアーヌのもの問いたげな視線がトウヤの方を向いた。

「教えられない、というのが神王陛下のご意志だ。今はそれで納なつ得とくしろ、エリアーヌ・バロウ」

「は――」

　エリアーヌは素す直なおに引き下がった。

　ラシェルは安あん堵どした。今ばかりは顔色一つ変えずハッタリを貫いたトウヤの演技力に感謝したい気分だ。

　彼かれは偽にせ者もの。今、ラウルスに神眼を備えた《紅の神王》はいない。それがこの国の現実。

　しかし、まだそれを誰にも知られるわけにはいかない。

「とりあえず、善後策を練りましょう」

　気を取り直し、ラシェルは口を開いた。

「現状、こちらの戦力は二千ですね？　エリ……いえ、バロウ千人長」

「ああ。ただ、うち五百は給食、救護などの後方支援部隊だ。長期戦に備えてシャーグラン城じよう塞さいに駐ちゆう屯とんさせる予定だった。戦力には数えられない」

「……では、そちらはカロルの民たみの避難誘導や物資の運うん搬ぱんに働いてもらいましょう」

　これで千五百対四千。

　お互たがい大半は歩兵だ。そして歩兵同士の勝負なら、ラウルスは分が悪い。おそらく同数なら圧あつ倒とうされ、一・五倍の数をそろえてどうにか拮抗状態、というところか。

　当然ながら、相手の半数以下では勝負にもならない。

「周辺から何とか兵は集められませんか？」

「このあたりの兵力は、すでにほぼシャーグランに集められていたからな……。ファビオ、どうだ？」

「あ、はい。えー、国境監視の小さな砦が幾いくつかありまして、ちょいと距離のあるところなら、兵も残ってるかと。まあそれでも七、八日後に千人がせいぜいですかねえ。一応、連絡は出しておきますが」

「敵がこの街に到達するのは？」

「早ければ二日後ってとこすかね」

　絶望的だ、とは誰も言わなかった。今さら確かく認にんする必要もなかったからだ。

「彼らがカロルを狙わず、動かない、あるいは別の場所に向かう可能性は？」

「まずないだろうなあ。俺様なら真っ先にここを目指す。遮るものはないし、補給拠点を一つ手に入れられれば、今後の侵しん攻こうがかなり楽になる。しかも、収しゆう穫かく終わったばっかってことは、穀類がかなり集まってるだろ？　一方でラウルスの重要な補給源を断つことにもなるから、効率的だ」

　トウヤはさほど動じていないように見える。国や民に対して責任を負う立場ではないゆえの気楽さだろうか。

　ラシェルはかすかな苛いら立だちを覚えたが、そもそも彼を利用している自分に怒おこる資格などないのだし、何よりその言葉の正しさは認めざるをえなかった。

「……仕方ありません。第一に街および周辺農村の住人の避難、第二に備蓄物の退避、無理なら破棄。以上を優先しましょう。先ほど言った五百に民を率いさせ、残りで可能な限り敵軍を足止めして時間稼ぎ。カロルの防衛は――諦めます」

　そうするしかない。

「まず街の祭司たちに状じよう況きようを説明し、その後民に布告を。指揮は私が執ります」

「いや、それは駄だ目めだ」

　エリアーヌは強い声で言葉を挟はさんだ。

「指揮は私が執る。ラシェルたちは王都に戻れ。ここは私たちで何とかする」

「そんな――何とかなるわけないでしょう！」

「だったらなおのこと、お前たちを置いておけない。誰だれが王都にこのことを知らせ、援軍を組織するのだ？　国としての今後の方針はどうする？　どのあたりで迎え撃つ？　それを決定する人々がここにいてはいけないだろう」

「…………」

　反論はできなかった。彼かの女じよは正しすぎるほどに正しかった。

「ここには私が残る。すぐに神王陛下に対策を決めていただき、精せい晶しよう炉ろの活性化をお願いしてくれ」

　エリアーヌはちらりとトウヤに視線を送り、そう言った。

　ラシェルは思い出す。彼女はトウヤが本物の神王だと思い込んでいるのだ。であれば、その安全を最優先する思考になるのは当然だろう。

　いや――仮にトウヤがいなくとも、一番危険な役目を引き受ける。彼女はそういう人間だ。

「バロウ千人長、私は、祭司長として先に逃げるわけには……」

「居座られると足手まといなのですよ、メイスヴェル祭司長」

　エリアーヌの声は静かだった。

　言葉を失うラシェルを見、その端正な口元がふっと緩む。

「まあ、職分の違いだ。お前らしくもない、感情的な意見だぞ。あまりわがままを言ってくれるな、ラシェル。――さーて、忙しくなるな。行くか、ファビオ」

　そう言うと、エリアーヌはげんなりした顔の補佐官を伴ともない部屋を出て行った。

　二人がいなくなった後も、ラシェルはしばらく言葉を発することができずにいた。エリアーヌは明らかにここで死ぬつもりだ。そのことが否応なくわかってしまった。

「あの、ラシェル、さま――」

　話し合いの間ずっとおとなしくしていたヒカリが、おずおずと声を掛けてきた。ラシェルの表情を見かねたのだろう。

「……ああ、大丈夫よ、ヒカリ」

　どうにか笑って見せることに成功する。

　他者の不安に対しては、笑え顔がおで『大丈夫だ』と返すことが身に染み付いているのだ。

　しかし――ならば、自分の不安は誰が慰なぐさめてくれるのだろう。

「……かつてあなたがでっちあげた――『梟ふくろうの眼』でしたか。そういう『正しきを見分ける神眼』があったなら、こんなとき、何が最善だと提示するのでしょうね」

「さてね。ってか、そんな便利なもんがあったら苦労しねえよ」

「あなたが言いますか」

「自分がそれでいいと思ったら、それが最善になる。そういうもんだろ。――さて、んじゃ帰ろうぜ。ってか、お前がさっさと動いてくれないと、俺様も身動き取れないんだけどな。なんせ離れれば死ぬんだからさ」

　普段通りの無気力な口調。国の命運とは何の関係もない男の、軽い言葉だった。

　ラシェルは――動かなかった。

「…………」

　決めたのなら、すぐに行動を起こすべきだ。

　しかし、正体不明の胸のつかえが消えない。

『自分がそれでいいと思ったら、それが最善』――先刻、トウヤはそう言った。なぜだかその台詞が、何度も脳のう裏りを巡る。

（私は、これでいいと思ってるの？　本当に？）

　エリアーヌたちを置いて、王都に戻る。本当にそれが最善なのか？

「おーい、どした？」

「ラシェルさま？」

「……違う」

　ラシェルは呟いた。

「違う、違う違う違う。これじゃ駄目なんだ」

　考えがまとまらない。うまく言語化できない。でも、ここで自分が帰るのは正しいことではないというのはわかる。もどかしい。

「ったく……面倒くさい奴やつだな」

　ふと視線を上げると、トウヤがため息をつきたそうな顔でこちらを見ていた。

「落ち着いて考えろ。お前の目的は何だった？」

「目的……？」

　もちろん両親から受うけ継ついだこの国――ラウルスを護まもること。

　そのために、自分は、これまで――

「ああ……」

　わかった。やっと。

「私が王都に戻れば、確かにここで死ぬことはない。でも――」

　それだけでは意味がないのだ。

　生き延びただけではその先がない。問題は何一つ解決していない。

　滅亡を先送りできるのは確かだろう。しかし、それはあくまで先送りであって、滅亡を避さけるための選せん択たくではない。これではラウルスを護ったとはいえない。

「そっか、だから引っかかったんだ……」

「理解できたか？」

「え、ええ」

　幾いく分ぶん戸と惑まどいながら肯く。

「あの、トウヤ様、もしかして――」

　最初から全部お見通しで、間違いであることを教えようとしたのだろうか。

　――いや、そんなわけない、と思い直す。

　彼はラシェルに利用されるだけのペテン師。そんなことをする理由は無い、はず。

「さて、んじゃ作戦の練り直しだな」

　相手の複雑な心境には気付いた様子もなく、トウヤは笑った。

　ラシェルは思わず息を呑のんだ。その目には、またあの勝負師の狂熱が宿っていたからだ。

　当初は不ふ謹きん慎しんだと感じ、忌避感を覚えたが――今は少し理解できるようになりつつある。彼がこうなるのは、物事が重大な岐路に差し掛かっているときだ。

　ペテン師は大おお股またで窓に歩み寄った。

　何をするつもりかと見ていると――ちょうど聖堂から出て行こうとするエリアーヌとファビオの背に向かい、彼は思いもよらない言葉を投げかけた。

「おーい、二人とも戻って来ーい！　ここに居るラウルス神王様のお召しだ！」




「……つ、つつ、つまり、あ、あなたが神しん王おう陛下だと仰おつしやるか」

　カロルの祭司は震ふるえる声でそう問いただした。

　トウヤの怒鳴り声は聖堂中に響き渡り、エリアーヌたちの他に血相を変えた街の世話役たちを呼び集める結果になったのだ。エリアーヌはともかく、彼女の補佐官ファビオと有力者たちは激しく混乱しているようだった。

「その通り」

　トウヤは支配者の王おう笏しやくを出現させ、掲げて見せた。

「神王であることを触れまわると何かと面めん倒どうだ。俺様は自由にこの世界を見る必要があった。なので、ラシェルに頼たのんで伏せてもらっていたわけだ。――ああ、そういうのはいい。柄がらじゃないし、そんな場合でもねえしな」

　そう言って平伏しようとする一同を押し止める。

　一方、ラシェルの方は茫然と立ち尽くしていた。混乱具合では彼らといい勝負だっただろう。トウヤがこんな行動に出ることはまったく想定していなかった。

　トウヤを偽王に仕立てたのは、あくまで一時しのぎの時間稼ぎ。言ってしまえば式典の際のみ玉座に座っていてくれれば、それでよかったのだ。

　こんな大勢の前で、顔を晒して神王だと名乗ってしまえば、どうあがいても穏便に収めようがないではないか。

「現状を説明させよう。――おい、エリアーヌ・バロウ」

「はい」

　エリアーヌは進み出、そしてシャーグラン城塞の陥落と、マグノリア軍がこの街に侵攻してくるだろうという見通しを街の人々に告げた。神王の登場に驚きよう愕がくしていた街の有力者たちだったが、今度は恐きよう怖ふで色を失う羽目になった。

「さて、方針としては民と食料を退避させつつ、王都からの援軍待ちということになるが――具体的な対応については祭司長から言ってもらおうか」

「え――？」

　突然話を振られた。

　内心はまだ恐慌状態だったが、それでも皆みなの前で醜態を見せるわけにはいかない。自然に『ラウルスの聖女』としての笑えみが形作られる。

「はい。避難の指揮はバロウ千人長たちにお願いします。一方で、私もここに残ってマグノリア軍を食い止めようと思います」

　慣れ親しんだ表情と口調を取り戻したことで、頭が回り始めた。

　エリアーヌが眉間にしわを寄せて何か言いかけるのを手で制し、続ける。

「私なりに、冷静に検討した結果です。戻って対策を練ったり精せい晶しよう炉ろを操作したりしていては間に合いません。ここでマグノリアを抑えないと、戦線が崩壊します」

　思考が収束していく。

　王都クレアシオンに引き返して援軍を編成しカロルの街に送り込むとしても、おそらく敵が一帯を支配下に置く方が早い。周辺の農村は蹂じゆう躙りんされるか、接収されるか。

　この西方の穀倉地帯で国内の食糧の大半を賄まかなってきたのだ。だからこそシャーグラン城塞を拠点とした防備に力を入れている。そこを突破されたうえカロルの街まで戦場にしてしまえば、確実に民を飢うえさせることになる。兵馬も飲まず食わずで動けるわけではなく、当然軍の維い持じも難しくなるだろう。

　つまり、いったん後退してから立て直しても――待つのは緩ゆるやかな死なのだ。

「しかし猊げい下か、抑おさえるといっても――どのように？」

「これで」

　ラシェルは少し悪戯っぽく微ほほ笑えみながら、自分の唇くちびるを指差した。

「停戦交渉ですよ。私は兵を操あやつることはできませんが、守護神の祝福をいただいた舌を持っておりますから」

　ひとまずその言葉は皆を納得させたようだ。

　一同が慌ただしく退出すると、ラシェルは大きく息を吐ついた。

「どうにか乗り切った……」

　背中に冷や汗が滲にじんでいる。まったく、無茶振りにもほどがある。

　すぐにでもトウヤに食ってかかり、余計なことを口走った真意を問いただしたいところだったが――その前に難題が一つ。

　エリアーヌが怖い顔でこちらを睨んでいた。避難の準備はファビオにまかせ、一人部屋に残ったのである。

「さて、神王陛下の御前ではあるが……少々、その愚か者に話がある。幾いく分ぶん言葉が荒あらくなるかもしれぬが、ご寛かん恕じよいただきたい。――いったい、どういうつもりだ、ラシェル。私は王都に戻れと言ったはずだぞ？」

「申し上げた通りですわ、バロウ千人長」

　本気で怒っているエリアーヌに内心たじろぎつつ、どうにか笑顔を保つ。

「敵の指揮官に会い、停戦交渉を行います。王都には使者を出して状況を知らせればよいでしょう。援軍の編成その他は、リーズがうまくやってくれるはずです。――どうか、ご理解とご協力をいただきたく存じます」

「本気か？」

「本気です」

「具体的に、どう停戦を持ちかける？　圧倒的有利にある相手にどういう条件を提示するつもりだ？」

「それは……」

　まだ考えがまとまっていない。

「……もう少し慎しん重ちように検討します」

「つまりは無策なのではないか。認められない。どう考えても無茶な賭かけだ」

「先ほども申し上げたように、ここで侵攻を止めなければ、じりじりと不利になるばかり。多少の無茶は必要です」

「だとしても、勝算がなさ過ぎるだろう。そもそも生きて帰れる保証が無い。だいたい、神王陛下はどうするのだ？　国境に留め置いて巻き込む気か？」

「陛下には、王都に戻っていただきます」

　そうしないと周囲に怪あやしまれるだろう。何より、もうこれ以上巻き込むわけにはいかない。彼を縛っていた術も解除して、解放する。

「私に関しては気き遣づかい無用。戦になる以上、命の保証のある人間など一人もいませんしね。あなただってそうでしょう？」

「その通りだ。しかし戦であるからこそ、命には優先順位が存在する。私は前線で死ぬのも仕事のうち、ラシェルは後方に居て死なないのが仕事だ」

「それを言うなら他国と交こう渉しようし、ラウルスを有利に導くのが私の仕事です」

「諫かん言げんする権利くらいはあるだろう？」

「聞き入れる義務はありませんが」

「……子供か、お前は」

　エリアーヌはため息をついた。幼いころ、喧けん嘩かしてむきになったラシェルをたしなめるとき、よくこういう顔をしていた。

「とにかく、私は一人ででもシャーグランへ赴くつもりです」

「その場合は、力ずくで止める」

「あなたの方には私の指示に従う義務があるはずです。務めを果たしてください、千人長。これ以上は背命行為とみなしますよ？」

「では後ほど正規の手続きを踏ふんだ上で処分していただこうか。この場は譲ゆずらぬ」

　ぐ、とラシェルは言葉に詰つまる。このわからずや、と大声で怒ど鳴なってやりたくなった。

「まあ……建前はともかく、だな」

　幾分声を和らげてエリアーヌは言った。

「私個人としても、ラシェルに死んでほしくないのだ。聞き分けてはくれないか？」

「……私情を優先させる局面ではないはずです」

「公的な利益とも一いつ致ちしている」

「…………」

「なあ、ラシェル、少し冷静になってくれ。お前は感情に任せて無謀な行動をしていい立場ではないだろう？」

　エリアーヌは昔からそうだった。

　普段は鷹おう揚ようでどこか抜けているようで……でも、こうと決めたことがあれば譲らない。そんなときの彼女は常に正しく、反論の余地すら与えてくれなかった。そして言い返せなくてラシェルが拗ねると、困った顔をして年上らしく慰めてくれるのだ。

　自分は結構な口達者だと思う。交渉の経験も積んできた。

　なのに――やはりエリアーヌには勝てない。

「――どうして……」

「ラシェル？」

「どうしていつも私は守られる側なんですか？」

　作り笑顔が消えた。それは普ふ段だんのように理り屈くつや計算ではなく、心から出た声だった。

「ええ、わかってますよ。戦が始まれば人が死ぬ。それが自分の知ち己きであっても、何ら不思議なことではない。私には何の力もない、それもわかってます。――でも、国も、民も、ずっと私が背せ負おってきたんです！　一人だって死なせたいわけがないでしょう！　ましてや、あなたが……エリアーヌが死のうとしているのに、冷静になんて、なれるもんか！　私が頑張れば、死なせずに済むかもしれないのに――希望にすがって何が悪いのよ！」

　一気にまくし立て、息を荒らげて睨にらみ付つける。エリアーヌは唖然としていた。

　彼女のこんな表情を見るのはいったいいつ以来だろう。少し気分が晴れた気がする。

　そのとき、どこかのんびりした声が聞こえてきた。

「見事に説得失敗じゃねえかよ。自分がやけ起こして爆ばく発はつしてたんじゃ、説き伏せるどころじゃないだろ」

　トウヤが面おも白しろがるように、その後ろからヒカリがはらはらした様子で二人を見ていた。
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　――熱くなりすぎて、彼らの存在を忘れていた。

「とはいえ」

　トウヤは続ける。

「最初っからそうやって感情むき出しにしてたなら、もう少し味方が増えたんじゃねえか？　ラシェル。お前の猫ねこかぶりは立派な芸だが、言い方を変えればそれは『常に他人を騙そうとしている』ってこった。言ってることがどんなに正しくても、本音を隠かくす奴は信頼されねえよ」

「なら、私はどうすれば良かったのですか？」

　声が尖とがった。

「私はたった一人で国を背負わなければならなかった。誰に代わってもらえるわけでもないなか、必死に、本当に必死に戦ってきたんです。それを、外からやってきただけのあなたがどうこういうと？」

「何故、怒る？」

「自分を否定されたからです。おかしいですか？」

「あのな」

　トウヤは目を細めて続けた。

「本当に自分が正しいと思ってたら、誰かに否定された程度じゃ揺るがねえよ。動どう揺ようしたんなら、それは心のどっかに『これは違ちがうかもしれない』って思いがある。自分で自分を肯こう定ていしきれてない。だから躍起になって反発する。――本物の生き方を手に入れたんならな、否定され貶され罵倒されても、顔色ひとつ変えず『だから何？』と返せるんだよ」

「……私の生き方は、偽物だと？　これまでの努力も苦痛も、全部間ま違ちがってると？」

「間違ってる」

「――――っ！」

　あまりにも直截的な否定の言葉に、ラシェルは言葉を失った。

「ご主人さま！　そんな言い方は――」

　珍めずらしくヒカリが咎めるような声を上げる。それを遮ってトウヤは続けた。

「でもな――悪いのはお前じゃない、世界の方だ」

　ラシェルは目を瞬かせた。

　その声は普段の無気力なものとも、賭けへの狂熱にうかされたときのものとも違っていた。これは怒いかり、苛立ち――そう、この場にいない誰か、あるいは何かに対して、彼は激しい憤怒を向けていた。

「なあ、どうしてお前は一人だけで抱え込んでる？　どうしてお前だけがそこまで追い詰められなきゃならなかった？　――間違ってるだろ、そんなの」

「…………」

「だから――せめて俺はお前の背負ってる物を、引き受ける。最初に約束したからな、完かん璧ぺきに神王の役目を果たすと」

　ラシェルは口にすべき言葉を見つけられずにいた。

　そんなことを言われたのは初めてだった。励まし、助力してくれる者はいても、責任を分かち合おうとしてくれる者はいなかった。

　いや、少し違う。祭司長の立場は唯一無二。ゆえに、そんなことのできる者は存在しなかったのだ。もし、いるとするならば――それはただ、神王のみ。

　胸の奥おくで何かが揺れた。そして、そのことに対してさらに動揺した。

「さて、今後についてだが――」

　トウヤはすでに普段の口調に戻っていた。

　不覚にも漏れそうになった嗚咽を、ラシェルは慌あわてて飲み込んだ。

「エリアーヌ・バロウ」

「――は」

　二人のやり取りに見入っていたエリアーヌは、慌てたように表情を引き締めた。

「ま、ぶっちゃけて言えば、現時点ではお前の方が正論だ。とはいえ、このままじゃどうやってもマグノリアには勝てねえ。――明日の朝までに、ラシェルは敵軍を止めるための方策を用意する。それが納得いくものならお前も協力しろ」
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　営舎の食堂で肉団子のスープを胃へと流し込み、ファビオはようやく一息をついた。

（さて、これで当分飯、というか、睡眠、休息は諦あきらめなきゃならんだろうなあ）

　マグノリア軍侵攻の報がもたらされると、案の定、街は上を下への大騒ぎとなった。

　軍は現在、混乱の収拾と避難する民たちの整理にあたっている。

　平行して防衛戦の準備も行っているが、相手はあのマグノリアの歩兵隊、しかも数の差は倍以上。兵士たちの目に諦めと絶望が浮うかぶのも、無理からぬことだろう。

「逃亡者もでるな、こりゃ」

　数によっては隊を再編しなおす必要も出てくるかも――などと考えながら硬いパンを齧かじっていると、横合いから声が掛けられた。

「ファビオ、休憩中か」

「や、お嬢じよう、お疲つかれさんです」

　エリアーヌは食器を卓たくに置き、ファビオの隣となりの席に腰こしを下ろした。

　クルゼルが戦死したため、今や彼女は西方守備兵団の責任者だ。あちこち飛び回って打ち合わせや説得に追われている。表情にはやや疲ひ労ろうの色が窺えた。

「民の避難はどうだ？　混乱は起こっていないか？」

「今のところは。騒ぎは皆無じゃないですが、やばそうなのは祭司長が出向いて上う手まく言いくるめてますよ。さすがの影えい響きよう力りよくですね」

　それを聞き、エリアーヌはわずかに頬ほおを緩めた。

「あの子は有能だからな。――しかし、やはり陛下とともに王都に戻ってもらいたいところだ。こちらは助かるが、中央の動きが遅れるとそれはそれで問題が生じる」

「祭司長、敵軍のところへ行って交渉するってことでしたが……翻ほん意いさせられました？　説得してみたんでしょ？」

「駄目だな。ただでさえ頑固なのに、神しん王おう陛下がラシェルに付いてしまってはどうしようもない」

　ファビオはあの目付きが悪く、無気力そうな若者の姿を思い出す。

　ここまで共に旅をし何度か言葉も交かわしたが、彼が神王だとは気付かなかった。

　祭司たちほどの信仰心はないし、何というか庶民的で威い厳げんのようなものも感じられないから恐れ入って畏かしこまったりはしないが、それでも結構な驚愕を味わった。無礼なこと口走ってないよな俺、などと自問したものである。

「神王様には何か考えがあるんすかね。一発逆転の奇策とか」

「そんなものがあれば苦労はしないだろう」

　エリアーヌは苦く笑しようした。

「いよいよ絶望的ですか。――でも、その割には何かさばさばしてますね、お嬢」

　もう少し苛立っていてもおかしくないのだが、どことなく落ち着いているというか、安堵しているような気配が見える。

「んー……少し安心したからかな」

「安心？」

「ラシェルが感情的に本音を吐き出していた。あの子が素の顔を見せるとしたら私とリーズ殿どのくらいだと思っていたのだがな。陛下は出会ってからごく短期間で彼女の信しん頼らいを得たということになる。――私の立場では、あの子が苦しんでいるのを知っていても責任を肩代わりすることはできないからな。ま、少し嫉妬はするが」

　後半は独り言のようだった。エリアーヌは小さく千切ったパンを口の中に放り込む。

「お嬢の方には何か策があったんです？　マグノリア軍に対して」

「そうだな、決闘でも申し込もうと思っていた」

「決闘？」

「相手は敵の指揮官。この街を賭けて一対一の果たし合い。――美しいと思わないか？」

「…………名案です」

「なぜそんな哀れむような目をする？」

「いや――重圧に耐たえかねて、辛つらい現実から逃避することにしたのかと。とはいえ、俺は補佐官である以上、お嬢の妄想も補佐する義務があるわけですし……」

「無用な気遣いだ。率そつ直ちよくな感想を述べてみろ」

「じゃ、遠慮無く。――んなもん、相手が受けてくれるわけねえでしょうが」

　実のところ、敵指揮官を討ち取って敗勢からの逆転を目指すという発想そのものは的外れでもない。ここまでの手腕を見れば、敵将のレオとかいう男の優秀さは明らかだ。排はい除じよできれば、マグノリアに対して極きわめて大きな打撃を与あたえることができるだろう。

　ただし、どう考えても相手が決闘に応じる理由が無い。敵にしてみれば、敗残兵からの挑戦など無視し一息に街を占せん拠きよすればそれで終わる話である。

　エリアーヌは大して動じた様子も見せず、ふむ、と肯うなずいた。

「やはりそう思うか。……うん、まあ薄々そんな気はしてたんだ」

「薄々すか……」

「一応色々考えたのだぞ？　例えば――マグノリア軍はこの街の周辺に一時駐屯するだろうから、そのときに手持ちの兵で引ひっ掻かき回す。夜襲即離脱を繰くり返かえしたり、兵糧や陣幕に火をつけたりな。で、相手をうんざりさせた後、正面から行って決闘を申し込む。――クルゼル卿きように対し一対一で討つことを選択したわけだから、敵将は腕に自信を持っており、かつ人に任せず自分の手で物事を片付けたがる性格と見た」

「敗残兵の悪あがきでじりじりと損害を拡大させるくらいなら、この決闘ですっきり終わらせたほうが良いと判断する――かもしれない？」

「うむ。幸い、シャーグラン城塞の精せい晶しよう炉ろはまだ生きている。手持ちの精せい導どう石せきが機能しているからな。であれば、小部隊での撹かく乱らん戦法もかなりの期間継けい続ぞくできるだろう」

　精晶炉に干渉できるのは各国の神王のみだ。いずれマグノリアの神王が乗り込んでくれば、シャーグランの甲こう種しゆ精晶炉の所有権は敵国に移ることとなるだろうが……今はまだ、ラウルスのものである。

「あー、まあ、それなら多少説得力が増した気がしますかね」

　もともとバカ正直ではあっても、真性のバカではないんだよな、とファビオは思う。

　上官への感想としては失礼かもしれないが、評価はしているつもりだ。

「ただ、問題が二つほど。――まず、撹乱自体は可能としても、逃げ損ねた民を盾たてにされると手も足も出なくなります。お嬢もそれを考えたから、諦めたんでしょ？」

　エリアーヌは渋い顔で肯いた。

　この種の戦術には、周辺に身を潜めるための拠点が必須となる。敵もそのことに気付くだろうから、民に対する『狩り』を誘発する可能性が非常に高い。

「次に、うまく決闘に持ち込めたとして、勝っても負けても多分お嬢は死にます。負ければもちろんですが、勝っても怒り狂った敵兵に殺されるでしょう」

「ああ、それは仕方なかろう。ラシェルにも言ったが、死ぬのも役目のうちだしな」

　エリアーヌはあっさりとそう言った。

「自己陶酔ですか？」

「かもしれん。――でも、そういう思いこみは、力や挫くじけぬ意志に変えられる。全すべてを投げうって、護るべきものを護る。理り屈くつ抜ぬきにかっこいいではないか」

　そして、にっと笑う。

「だから私は、こういう自己陶酔が嫌きらいではないのだ」

「さようで……」

　ああ、やはり武人というのは俺と違う人種なのだな、と改めてファビオは思う。

　全ては生きてこそ、というのが自分の哲学だ。相容れない。

「まあ、効率のいい足あ掻がき方をもう少し考えてみるさ」

「神ならぬ身としては、できることを精一杯するしかないですしねえ。――んじゃ、俺は持ち場に戻ります」

「あ、そうだ、ファビオ」

　席を立とうとしたとき、エリアーヌが呼び止めた。

「場合によっては明朝、祭司長にお供してシャーグランまで出向くことになるかもしれない。人数的に余よ裕ゆうはないと思うが、幾いく人にんか護衛を選別しておいてくれ」

　了りよう解かいです、と答えてファビオは営舎の外に出た。そして思う。

　――そろそろ潮時かな、と。

　良心の呵か責しやくを覚えないでもない。しかし、やはり自分はどうしようもない小物なのだ。愛すべき上官のように、高潔で真まっ直すぐな生き方はできそうになかった。

　国が滅ぶときなんてこんなものなのだろう。そして自分は祖国に殉じようと思えるほど立派な人間ではない。

　どの経路で逃げ出すか算段を立てながら、ファビオは足を速めた。
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「避難と言っても、ほんの一時のことです。我々はすぐにマグノリア軍を追い払い、平穏な生活を取り戻すことができましょう」

　ラシェルは群衆に向かって微笑んだ。

「大軍の暴威に比べれば、一人一人は無力でしょう。しかし、それでもあなた方にはできることがあります。それは誇りを持って信じること。私たちの国を、神を、信じぬくことです」

　そして声を張り上げた。

「私は今ここに、勝利を約束いたします！　ラウルス国祭司長ラシェル・メイスヴェルの名誉と、《紅の神しん王おう陛下》と、《紅の守護神》の尊い御名にかけて！」

　避難命令が公布されると、夜更けにもかかわらずカロルの街の聖堂には不安を抱えた者がひっきりなしに訪おとずれるようになった。もう何度目になるのか――集まった彼かれらにこうして演説と説得をするのが、今のラシェルの主な仕事である。

　幸い『ラウルスの聖女』の威い光こうにはまだそれなりの効果があるようで、民たみの不安と混乱は何とか宥なだめることができている。街の外への移動も、少しずつ進んでいるようだ。

「ふう……」

　演説を終えたラシェルは、聖堂の廊下を歩きながら大きく息をついた。

　敵国マグノリアの先せん遣けん隊たいは、現在シャーグラン城じよう塞さいに駐ちゆう屯とんしている。

　休憩と再編を終え、周辺街道と農村を確保しながら進軍してくると考えて……ここに到着するまで、長くとも数日だろう。あまり猶ゆう予よは無い。

　明日の朝までに何とか交渉の成算を立てなければならないが――

　と、そのとき、袖をくいと引かれるのを感じた。

「――あら、アニー」

　母親と聖殿の入口を掃除していたときに見かけ、少し言葉を交わした幼い少女。

「一人で来たのですか？　どうかしました？」

　優やさしく語り掛ける。

　この一角は基本的に立ち入り禁止になっているのだが――どうやら混乱している大人たちの目を盗んで、入り込んできたらしい。もちろん、特に咎めるつもりもなかった。

「あの、ね、ラシェルさま」

　アニーはためらいがちに口を開いた。

「てきがせめてくるって、ほんとう？」

「……あなたは何も心配しなくていいのですよ。色々考えるのは、私たちの仕事なのですから」

　答えになっていないのを自覚しながら、ラシェルは微笑みかけた。

　以前、ヒカリにも同じようなことを言ったのを思い出す。

「じゃあ……あたしたち、もう二度とカロルの街に帰ってこれないって、ほんとう？」

「それは――」

「とうさまとかあさまが、おはなししてるの聞いた。おうちを出て行かなきゃいけなくて、もう、戻れないかもしれないって。この街が消えちゃうかもって……」

「…………」

　今度は姑こ息そくな逃げさえ口にできなかった。どう考えても、アニーの期待するような答えは返せない。

　欺ぎ瞞まんまみれであるというのは、自分自身が一番よく知っている。

　大人相手ならそれでもいい。そもそもラシェルの周囲にいる彼らは、正直さなど求めていないのだから。

　でも、子供は違う。

　トウヤが言っていた。『お前は子供を相手にしたときは作ってない笑え顔がおを出せる』と。

　彼の言葉に気付かされた。

　子供たちを騙したくない。できるだけ誠実でいたい。そして多分、それはラシェル・メイスヴェルという人間にとって譲れない一線となっているのだ。

「街を消させたりは、しませんよ」

「ほんと？　やくそく？」

「ええ、約束、です」

　ラシェルは肯いた。




　部屋の主は寝しん台だいに乗って行儀悪く胡あぐ坐らをかいていた。その膝ひざを枕にして、ヒカリが安らかな寝息を立てている。

「よ、どうだ？　街の様子は」

　部屋にやってきたラシェルに対し、トウヤは呑のん気きな口調で言った。

「…………」

　彼のことがよくわからなくなった。彼に対する自分の気持ちも。

　以前は好感を持っていなかった。それは確かだ。今は――どうだろう。

（……って、色恋沙汰にうつつを抜かしていられるような状じよう況きようじゃないでしょ、私）

　ラシェルはそう考え――そして、トウヤに対する感情をなんの疑問も覚えず『色恋沙汰』に分類している自分に気付き、大いにうろたえた。違う、これは何かの間違いだ。

「んだよ？　妙みような顔して」

「いえ……」

　視線を真正面から受け、反射的に俯いた。

　どうも……彼の顔を正面から見ることができない。

　顔が火ほ照てっているのは、己の無力さに羞恥を覚えているため。胸の鼓動が早くなっているのは、敵軍が迫っているこの状況に緊きん張ちようを覚えているため。

　だから、トウヤには関係ない、はず。

「ラシェル？」

「――はい。街の様子ですね。大きな混乱は無く、避難は順調に進んでいます。ただ、敵が来るまでに全員が安全圏まで移動できるかというと……何とも言えませんわね」

「まあ、相手の動き次第な部分もあるからな。――で、何かいい手は思いついたか？」

「…………」

　沈ちん黙もくせざるを得なかった。

　ひとまずトウヤのおかげで翌朝まで猶予がもらえた。とはいえ、エリアーヌを納なつ得とくさせられるような妙案は未だに思いつかない。

　ここで退けば勝ち目がなくなるというのは正しいはず。直感も理屈もそう告げている。

　しかし、具体的な手となると――

「一つくらい浮かぶだろ？　例えば――避難を中止させ、街の住人に武器を渡す」

　トウヤは口の片かた端はしを吊つり上あげた。

「この街なら結構な頭数が揃そろえられるよな。で、お前が『これは聖戦だ』と煽り、ついでに嘘うそでもいいから敵軍の残虐さを吹聴する。これで連中は死に物狂いで抵てい抗こうするだろ。もちろん一般人では敵の巨きよ人じん、巨きよ獣じゆうに勝てはしない。しかし、時間稼ぎにはなる」

「……その間に王都からの援軍を可能な限り前進させる。敵の侵しん攻こうを防ぎ、こちらの反攻点をより前に持ってくることが可能になりますわね」

「正解。しかし即座にそう返せるってことは……一度検討したうえで捨てたんだな？」

　ラシェルは肯く。その通りだった。

　思いついてはいたが、この手は採用しないことに決めていた。

「なぜだ？　死人は出るだろうが、このまま国が滅ぶよりマシじゃね？」

　からかうような口調。

　以前なら激高したかもしれない。しかし、今は思し慮りよを巡めぐらせる余裕があった。多分、彼の意図は、もう少し深いところにある。

「……私は国を守りたいのです。戦いくさである以上、兵の命がその対価になることはあるでしょう。しかし、そこに民を含ふくめるべきではないと思います」

「理想家だな」

「理想と現実は両輪なのだと父から教わりました。『どちらか一方でいい』と妥だ協きようした瞬しゆん間かん、走れなくなる、と。今はまだ、理想を投げ出すべきときではないと思います」

　トウヤはしばらく沈黙。ヒカリを抱かかえて寝台に横たえ直し、そして口を開いた。

「難度上がるねえ。だが――ふん、まあ確かにそうか」

「何か考えがあるのですか？」

「聞きたいか？」

「はい」

　素す直なおに肯けた。以前では考えられなかったことだ。

「代だい償しようは高くつくぞ？」

「はい」

「んじゃ、俺様の命令には絶対服従。お前の身を差し出せ。できるか？」

「……は？」

　さすがに即答とはいかなかった。

　ラシェルはトウヤに絶対服従し、色々される自分を想像してみた。体温が上がって心臓がものすごい勢いで早鐘を打ち始めた。空想の中には普段の自分なら不道徳で不潔だと切って捨てるような行為もあったが、不思議なことに不快な気はしなかった。ラウルスを護まもるための崇すう高こうな行為だと認にん識しきしているからだろう、多分。

「おい、聞いてるか？　なんだか視線が定まってねえぞ」

「あ、はい、大丈夫、です」

　そう、自分の身体一つをトウヤに任せて、それで国が救われるなら安いものだ。

「理屈としては簡単だ。カロルの侵略に優先する目的を奴やつらに与えてやれば、足が止まる。その間に迎撃態勢を整えればいい」

「それはそうでしょうけど……ありますか？　そんなものが」

「ある。お前の目の前に。というか、仕立て上げればいいんだ」

　ラシェルは二度三度と瞬まばたきをし、そして理解した。

　軍による侵攻侵略より優先されるもの、というよりは、それらを不要にしてしまうもの。

　――ラウルス神しん王おうの命。

「俺様の身柄をちらつかせて、交渉しろ。向こうは無視できねえはずだ」

「できません！」

　反射的に答えていた。

「そんなの、あなたの身の安全が……」

「首を吹き飛ばすことまで考えてたやつが何言ってんだ」

「術は解除します。ヒカリと共に、どこへなりと逃げてください」

「エリアーヌと同じこと言ってるぞ。自分が危険なのはよくて俺様は駄だ目めなのか？」

「わ、私はそういう役目ですから……」

「俺様は、お前の『そういう役目』を引き受けると約束した。そもそも最初から共犯だ」

「でも、あなたを偽神王に仕立てたのは、あくまで不在を誤ご魔ま化かすための時間稼ぎってだけで……。それに、そう、他国との交渉時に偽の神王を立てたなどということが明るみに出れば、たちまち四か国からの集中攻撃を受けます。最低でもラウルスに味方してくれる国はゼロになり、孤立することになるでしょう」

　大戦乱は、神王の導く聖戦という建前をとっている。

　大罪には違いないものの、単に偽の神王を立てるだけならばまだ国内問題で済むだろう。しかし、対外的な場に偽にせ者ものを出すというのは、自らの正当性を放棄する重大な涜とく神しん行為だ。他国から共通の敵とみなされる。

「ばれなきゃいいだけだろ。それとも、他にうまい手があるか？」

「…………」

　ラシェルは返答に窮きゆうした。

　例えば、自分やエリアーヌでは神王の代替にはならない。マグノリア軍を停止させるほどの価値はないだろう。

　とはいえ、この手段はトウヤの身が危険すぎる。本来彼は部外者なのだし、認めにくいことながらラシェルは個人的にも彼に死んでほしくなかった。

　一方で、小さなアニーやエリアーヌ、リーズ、すべての国民も救わなければならない。国を背負う覚かく悟ごも、決して偽りのものではないのだ。

「――無償で一つ助言をやるよ」

　思考の袋小路に迷い込んでしまったラシェルに対し、トウヤはそんなことを口にした。

「お前はどちらかを選ぶ必要がある。この状況で最悪なのは選せん択たく肢しを間違える事じゃない。二択のどちらも選べないまま時間だけが経過し、全てが手て遅おくれになることだ。――いいか？　もうマグノリア軍はすぐそこだ。猶予はない」

「そうです、けど、でも……」

「あとはお前が自分自身に決断のきっかけを与えてやればいい」

「決断の……きっかけ？」

「何かに背中を押おしてもらえってこった。天運って言葉がある。自分で決められないなら、運命とやらに丸投げして決めさせんだよ。お前に守護神の加護があるなら、きっと、正しい道を示してくれるさ」

　少し皮肉に笑い、トウヤは服から二枚の銅貨を取り出した。

「――ほれ、これ覚えてるか？」

　片方は真新しく、もう片方は古びて傷だらけ。

　記き憶おくにある。王城の中庭で、彼が自分をペテンにかけようとしたとき使ったものだ。

「選択の必要があるが、どちらが正解でどちらが不正解かわからない。さて、どうする？――って話、前にしたよな」

　器用に二枚の銅貨を手のひらの上で転がしながら、トウヤは言った。

「ええ。『正しきを見分ける神眼』があればいいのですけど、あなたは結局そんなものを持ってはいなかった。そしてもちろん、私にもそんな力は備わっていません」

「そうだな。だから――こうする」

　トウヤは二枚の銅貨を左右に一枚ずつ、無造作に投げた。

　それぞれ床ゆかを転がり、どちらもラシェルから五歩ほどの距きよ離りを置いたところで止まった。

　すでに日は暮れている。部屋も薄暗いため、どちらが新しい方でどちらが傷だらけの方なのか、ここからでは判別できない。

「一枚が俺様の、もう一枚がお前の運命だ。お前に選ばせてやる。右か左、目をつぶってどっちかを拾え」

「……拾うと、どう、なるんですか？」

「『傷』を手にした方が、それを受け入れる」

　トウヤは皮肉っぽい微び笑しようを浮かべた。

「俺様は勝負したいし、神王として名声を得たい。このままシャーグランに赴き、交渉でマグノリア軍を食い止める賭かけを望む。その場合、お前は大陸五国を欺き神々と神王を冒ぼう涜とくした稀代の悪人になるかもしれない。これがお前の『傷』だ」

「…………」

「一方、お前の言う通り逃げ出す場合、俺様に利益は無い。これが俺様の『傷』」

「命が助かるじゃないですか」

「優先度の問題だな。命を張らなきゃならないような極上の賭けは滅多にない。それを諦めろといわれたら、悔し死にしそうだ」

「やはり、本質的なところでは狂きよう人じんなのですね」

　ラシェルはため息をついた。

　つまり、ラシェルに傷だらけの銅貨、トウヤに新しい銅貨が渡れば、トウヤの案を採用し『神王』を餌にマグノリア軍と交こう渉しようする。逆ならばラシェルの意見を容れて、トウヤは舞ぶ台たいから去る。

　後者の場合は新たに何か手を考えなければならないが――まあ、トウヤとヒカリは犠ぎ牲せいにせずに済むし、今より状況が悪くなるわけでもない。

「いずれにしても、私がどちらかを選ばないと、始まらないのね……」

　あるいはペテン師の話術に乗せられただけなのかもしれないが――身動きの取れなくなっている自分自身にも、いいかげんうんざりしていた。運を天に任せるのもいいだろう。

「わかりました。では」

　ラシェルは顔をまっすぐに上げると、右手に進んで躊ちゆう躇ちよなく銅貨を拾い上げた。

　根拠などない。観察して新旧どちらのものか見み極きわめようともしていない。

　ただ直感のまま動き、眼を閉じて手に取っただけだ。

「さて、お前が選んだ運命はどっちだった？」

「…………」

　深呼吸して、視線を落とす。

　ラシェルの手のひらにあるのは――古い、傷だらけの銅貨だった。

「決まりだな」

「……私が『傷』を引き受ける」

「つまり俺様を神王ってことにして、シャーグラン城塞に向かうわけだ」

　トウヤの言葉を聞きながら、ラシェルはもう一方の真新しい銅貨を拾い上げた。

　意外にもラシェルの心は落ち着いていた。結論が出たことで、緊張や焦燥が和らいだようだ。

（運命に丸投げして決めさせる、か）

　この種の思考法――言ってしまえば『いい加減さ』の効能を、トウヤは把は握あくしていたのかもしれない。確かに楽にはなった。

　ただ――

「あの、結果についてはいいとして――先ほど仰おつしやった条件についてですが……」

「あん？　条件？」

「その、『命令に絶対服従』とか『身を差し出す』というお話、ですが――えっと、今、ここで、でしょうか？　あの、できれば、少しだけ、心の準備をする猶予を……」

　相手の顔が正視できない。

「…………」

　そのまま沈黙が流れ――やがて、く、くくっ、という声が聞こえてきた。

　顔を上げると、トウヤが肩を震わせながら笑っていた。

「な、何がおかしいんですか！　わ、私にだって、それなりの夢、というか理想的状況というものがあって、それがかなわぬならせめて――」

「あー、悪い悪い。誤解させちまったな」

　目尻に涙なみだを滲ませながら、トウヤは言った。

「単に俺様の指示に従ったうえで、お前も命をかけてもらうって意味だったんだが。つーか、前にも言っただろ。対象外だって。お前、自分の貧相な体にそういう方面の需要があるとでも思ってたのか？」

「…………」

　少し傷ついた。が、それはともかく――

（つまり、肉付きの豊かな方がお好みですか）

　もっと幼いのが好みなのかと疑ったこともあったが、これで確証が取れた。

　現時点で御眼鏡に適わないのは認めざるをえないが、将来的にはまだ見込みがあるかもしれない。

（……いや――何の見込みよ）

　ラシェルは自分に対して突っ込んだ。まるで希望が見えて喜んでいるようではないか。

　それとも――喜んでいるのだろうか。

　また自分の感情がよくわからなくなった。

「さて、んじゃ、もう少し策を詰つめるか」

　ラシェルの内心には気付いた様子もなく、トウヤは活力に溢あふれた笑えみを浮かべた。
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　夢を見ていた。

　囚われの身となる前――まだ姉妹たちと一いつ緒しよに暮らしていたころの夢だ。

　ヒカリは六人姉妹の下から二番目。一番仲が良かったのは末妹だ。

　いや……仲が良かったというか、頼たよりない自分が面めん倒どうをみてもらっていたというのが正しいかもしれない。

「手がかかりますね、ねえさまは」

　森で遊んでいて迷子になったとき、迎えに来てもらったことを覚えている。

（まだ、繋がっている、です……）

〝彼ら〟に捕らえられた後、離れ離れにされてしまった。それでも、まだあの子の存在だけは感じ取ることができる。特別近しい関係だったからか？

　――いや〝彼ら〟にそんな配はい慮りよがあるとも思えないので、おそらくは単なる偶ぐう然ぜんなのだろうけど。

　今現在、世界を支配しているのは人間たちで、自分たち竜の眷属の居場所はないのかもしれない。

　でも、幸いにというべきか、ヒカリは人間の知己を得た。

　もしかしたら――何かができるかもしれない。

　今度は自分が家族を助ける番だ。

　そして、またあのころのように、みんなで――







第四章　竜は神王を選ぶ







「あの木陰で小休止を取る！」

　シャーグラン城塞への道程の半ばあたりで、先頭をいくエリアーヌがそう声を上げた。

　馬車にはラシェルとトウヤ、それにヒカリ。

　エリアーヌ、そしてその配下五騎が護衛に付いている。

　速度重視の小編成だ。目的地――シャーグラン城塞には半日で到とう着ちやくできるだろう。

　馬車を出たラシェルが伸のびをしていると、エリアーヌが近づいてきた。

「昨夜の時点でシャーグラン城塞に動きはなかった。ここまできてもまだ進軍の気配はない。おそらく間に合うだろう」

「わかりました。ありがとうございます」

　ラシェルは一つ肯き、そして尋たずねた。

「……そういえば、ファビオ補佐官は？　居残り組の指揮ですか？」

「ああ、そのつもりだったんだが……居なくなった」

　エリアーヌはこともなげに言った。

「居なくなった？」

「――逃げやがったんですよ、あの野郎」

　兵士の一人が苦々しい顔で補足する。

「普ふ段だんからへらへらしてるわ、千人長に色目を使うわでいけ好かない奴だとは思ってましたが……こんな時に姿をくらますとはね」

　ラシェルは眉まゆをひそめた。

「確かなのですか？　バロウ千人長」

「へらへらしていたのは間ま違ちがいないが、色目を使われていたのには気付かなかったな。どうも私はそのあたりの機き微びに疎いようだ」

「そうではなく――」

「ファビオの脱走のことなら、まあ、確かだ。今朝にはもうあいつの馬が消えていた。遠出をしろという命令は出していないから、自発的にどこかに行ったのだろうな」

　そしてエリアーヌは、とっさに言葉を見つけられないでいるラシェルと、憤ふん懣まんやるかたない様子の部下たちの双そう方ほうに笑いかけた。

「仕方がないさ。命令で意思や行動を縛るにも限度がある。――命を捨てる覚悟がないなら同行しなくてよい、とお前たちにも言ったはずだが？」

　足止めの部隊に加わるにせよ、シャーグラン城塞へ向かうにしろ、絶望的な状況であるには違ちがいない。

　ただし、逃げることが可能であるという意味では、街に残るほうがまだましだっただろう。何せ、これから向かうのは敵軍の真ん中なのだ。

「見損なわないでいただきたい。俺たちはそんなこと先刻承知の上で、千人長殿に従っているのです」

　兵の一人が言い、残りも大きく肯いた。

　なるほど、信頼されるとはこういうことなのか、とラシェルは賞賛と憧憬と劣等感交じりの複雑な感想を抱いた。




　営舎のエリアーヌを訪ね、方策を説明したのは昨夜遅くのことだった。

「つまり、神しん王おう陛下とラシェルの二人で交渉に？　それがお前の案なのか？」

　彼かの女じよは眉をひそめた。

「いくらなんでも無茶な……せめて、どちらか一人残ったほうがいいのでは？」

「それでは効果が薄うすくなります。要人を確保させ、相手から進軍の理由を奪うというのが目的ですから。トウヤ様の身分を保証する人間も必要でしょうし、顔のよく知られている私なら適任です」

「しかし――」

「すでに一本取られている以上、どこかで賭けに出なければなりません。そしてその時期が早ければ早いほど勝機が高まるというのが、私の判断です」

　このあたりの思考は、トウヤに毒されている気がしないでもない。

　ラシェルは続けた。

「根拠はあります。一前線指揮官でしかない敵将は、神王の処しよ遇ぐうを決定したり国家間の約定を正式に結ぶ権限を持っていません。そのため、本国に使者を出しマグノリア神王の指示を仰ぐ必要が生じます」

「だからその間、軍の動きは止まると？　しかし――敵軍がトウヤ様とラシェルを拘束した上で、侵略を続行するという可能性は？」

「なくはないでしょうね」

　エリアーヌの疑問に肯きを返す。

「その場合は当初の予定通り、千五百の兵で死に物狂いの抵抗をしてもらうことになります。――とはいえ、私はその確率は高くないと見ています。このあたりは敵指揮官の性格によるところが大きいですから」

「性格？」

「つまり猪ちよ突とつ猛もう進しんで血を好む戦せん闘とう狂きようか、それとも無用な戦闘は避さけて効率よく侵攻する有能な怠け者か。――報告を聞く限りでは、後者に近いと思えますが、いかがですか？」

「まあ、それは……そうだろうな。シャーグラン城塞の戦いでも、城に対しては降伏勧告を複数回行っているようだし」

　一定の説得力はあったようで、エリアーヌは逡しゆん巡じゆんの表情を見せている。

　マグノリアとしては、この付近の穀倉地帯を可能な限り無傷のまま手に入れたい。畑はもちろん、労働力や輸送機能も含めてだ。農民や商人に逃げられたり、過剰な恨みを持たれたりするのも困るはず。できる指揮官なら、おそらくそこまで計算に含める。

　であれば、神王と祭さい司し長ちようが自ら出向いてくるというのは、向こうにとっても悪い話ではない。停戦と引き替えに、シャーグラン城塞とラウルス領土の一部割譲くらいは要求できるはずだからだ。兵の消耗も抑おさえられて一石二鳥である。

　――とはトウヤが語ったことだ。そしてラシェルもその正しさを認めた。

「王都のリーズには書状を送っておきます。彼女なら、稼いだ日数を有効に活用してくれるでしょう」

　ラシェルが言うと、エリアーヌは降参したようにため息をついた。




「……馬車って、飛ばすと、揺れる、んだな」

　トウヤはぐったりした様子で木陰に座り込んでいた。どうやら酔ったらしい。

　傍かたわらにはヒカリが心配そうな顔をしながら寄り添っている。こちらは元気そうだった。

「陛下に乗馬の心得がない以上、仕方ないでしょう。我慢してください」

　ラシェルは意識して素っ気無く言った。

　こうしてみると、ただの無気力な若者だ。深い読みを披ひ露ろうしてラシェルたちをここまで引っ張ってきた人間には見えない。

　トウヤの首にはまだ紋もん章しようが残っている。彼自身が解除を拒きよ絶ぜつしたためだ。

　位置の探知はできたほうが便利だ。それに起き爆ばくして証しよう拠こ隠いん滅めつを図はかる必要が出てくるかもしれない。それがトウヤの言い分だった。

　事実としてはその通りだ。しかし、どうして命をこうも平然と賭けることができるのか理解できなかったし、いざ必要が生じたとしても自分が起爆を実行できるとは思えなかった。

『だから――せめて俺はお前の背せ負おってる物を、引き受ける』

　不意にそんな言葉が脳のう裏りに甦り、ラシェルはトウヤから視線を外した。

　――多分、あれが決定的だったのだ。あの言葉で狂わされてしまった。

　自分は心の奥おく底そこで、ずっと助けを求めていたのだと思う。そして、トウヤは縋すがるに値する言葉をくれた初めての人だった。

　ああ、だめだ。思い出すだけで、胸がざわついて泣きたくなる。

「……ラシェルさま、顔がお赤いです」

　ふと気付くとヒカリが不思議そうな顔で見上げていた。

「どうかされたです？」

「あ、いえ、大丈夫。何でもないの」

「何かお前、ずっと挙動不審だよな。不安か？」

「そ、そういうわけでは――ああ、いえ……」

　ラシェルは言い直した。

「やはり不安なのかもしれませんね。これからのことを考えると」

　この交渉自体、どう転ぶか見通しが利きかない。不調に終わる可能性は小さくなく、それはもしかしたら国の滅亡に直結するかもしれない。

　だから、不安であるというのは、素直な気持ちだった。

　ただ――今の自分は一人ではない。だから不安や重圧に潰つぶされたりはしない。

　ラシェルはシャーグラン城塞の方角を見み遣やった。

　これからすべてを賭けて相対することになる敵――レオとかいう男は、いったいどんな人物なのだろう。

　出立を告げるエリアーヌの声が響く。

　最後の賭けの舞台まであと少し。振ふり向むいて主従を馬車へと促そうとし――従者の少女が蒼そう白はくな顔で目を見開いているのに気付いた。

　ラシェルが声をかけるより早く、その小さな唇くちびるが動き、言葉を紡ぎ出す。

「……えた。途絶えて、しまったです」
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「さて、休養十分とはいえないが……あまり時間を浪費するわけにもいかないか」

　一仕事済ませてシャーグラン城塞内の執しつ務む室しつに戻もどってくると、レオはそう呟つぶやいた。

　先日の攻城戦、勝利を収めたとはいえ、マグノリア側もまったくの無傷だったわけではない。特に巨人族や巨獣は相当に酷使したため、なかなか体力が回復しなかったのだ。休息と再編を終え、再侵攻の目処がようやくついたところである。

　ひとまずの目標は、東進してカロルの街を押さえること。

　後のことを考えれば、農地、都市、街道の機能はできるだけ維い持じしたまま、手中に収めたい。ラウルス西方守備兵団はほぼ壊滅状態に追い込んだが、まだ二千ほどがカロルに駐屯しているようだ。民の暴動にも警けい戒かいの必要がある。

　まだまだ気を緩ゆるめるわけにはいかないな、と、呟いたとき――

「よ、入るぜ」

　軽い声と共に扉とびらが蹴り開けられ、鍋を持った竜人の娘むすめが姿を現した。

「飯持ってきた。一緒に食おう」

「あのさ……せめて部屋の主の返事くらい待ったらどうかな、ミネット。僕ぼくが女の子連れ込んだりしてたら、どうするつもりだったの？」

　細けえこと言うなよ、と彼女は笑い飛ばす――かと思ったが、なぜかミネットは複雑な表情をして固まった。

「ミネット？」

「そ、そういう相手がいるのか？　軍の、誰だれかとか……」

「いや、いないけどさ」

「何だ。なら、問題ないな！」

　一転、ぱあっと笑みを浮うかべ、ミネットは手に持った鍋を掲かかげた。

「あたりを見て回ってたら、ウサギが狩れたもんでな。厨房借りてちょっと煮込みを作ってみたんだよ。出来たてを持ってきた。熱くて旨いぞ」

「へえ、ウサギかあ。……意外だね」

「そうでもねえぞ。このあたりの山は豊かだからな。動物も植物も充じゆう実じつしてる」

「ああ、そうではなく――」

　ミネットの普段の様子――荒っぽいというか、がさつというか――をよく知っているだけに、かいがいしく料理を作る姿が想像できなかったのだ。

　ただ、あえて蒸し返すべき話題でもないと、レオは判断した。

「うん、じゃあいただこうかな」

「おう、ちょっと待ってろ」

　ミネットは器用な手つきで器に料理を盛り付ける。肉の脂あぶらと香草の匂いが溶け合って、レオの胃袋を刺し激げきした。

「そういえば、丸一日以上、何も食べてなかったなあ。――うん、旨い」

　一口食べて、思わず唸る。

　実際、煮込みはよくできていた。丁寧に下処理された骨付き肉からはなんともいえない良い出汁がスープに溶け出しており、均等に切りそろえられた野菜は歯応えと味に変化をもたらしている。複雑にして絶妙な食べ心地だ。

「そりゃよかった。どんどん食ってくれ」

　満面の笑みでミネットは言い、自分の器にも料理をよそった。

「ここのかまど、火力性能が抜ばつ群ぐんでな。料理人にとっちゃ理想的な環かん境きようなんだ。さすが精せい晶しよう炉ろの本場だな」

「ああ、そういう豊かさってのは、日常生活の中で実感できるものなんだね。戦ばかりしてると忘れそうになる」

「その戦なんだが――」

　手を止め、ミネットが真しん剣けんな表情を作る。

「どうだ、このままラウルスに勝てそうかい？」

「もちろん勝つつもりでやる。ただ、保証はできないね。予想外の出来事は常に起こりうるものだから」

「あんたにも予想外の事ってあるのか？　あたしには、なんか薄気味悪いくらい敵のことを見通しているみたいに思えるんだけど……」

「買いかぶりだよ」

　レオは苦く笑しようする。自分は神ならぬ人の身だ。

「でも……そうだな、今のところ概おおむね僕が思い描いた通りに進行してるし、仮に僕がラウルス側の人間だったとしても、ここから逆転できる方法はちょっと思いつかない。早いか遅おそいかは断言できないけど、最終的にはマグノリアの勝ちに持って行けると思う」

「そうか。――あんたのおかげで、あたしたちの一族も地位を固められそうだ。その……感謝してる」

　獣人の多いマグノリアにおいても、竜人族はとりわけ畏い怖ふと忌避を集める存在である。数が少ないうえ、『呪われし神の敵』という印象がついて回るためだ。

　しかしレオはこの種族を積極的に登用した。他の獣人族――例えば狼ろう人じん、虎こ人じんなど――の追随を許さない戦闘能力を活用しない手はない。幸いにしてマグノリアの民たみは力を重視する。結果さえ出せば他種族の異議は抑え込めるのだ。

「それはどうも。光栄だよ」

　レオは微ほほ笑えんだ。

「けど、まだ――」

　終わった訳ではない、と続けようとしたとき、

「あの、レオ！」

　突とつ然ぜんミネットが大声を出した。危あやうく手に持った器を落としそうになる。

「な、何？　いきなり」

「この戦いが終わって、国に帰ったら、あたし――い、いや、わ、わたしと……」

　そのとき――部屋の扉が勢いよく叩たたかれた。

　入れと言うと同時に、部下の若い狼人がこわばった顔で飛び込んできた。

「何事だ？」

「そ、その、ラウルス側から使者が参りまして、指揮官にお会いしたいと……」

「ふむ、思ったより早かったね」

　戦力差が明白な以上、何らかの交渉を持ちかけてくることは予想していた。

　先日の攻城戦とはわけが違う。今や城じよう塞さいはマグノリアの拠きよ点てんであり、戦場はラウルスに広がる平野へと移る。破壊力自慢の歩兵隊が遅れをとるはずがない。

「で、客人はどなたかな？　カロルの街の代表者あたり？」

「い、いえ、それが……」

　若者はごくりと唾つばを飲み込み、言った。

「ラウルス国の司祭長と……神しん王おうだと」

「…………」

　なるほど、な、と呟き、レオは肯うなずいた。

　多少の意外さはある。が、想定外ではなかった。時間を稼ぐつもりなら交渉で粘る以外になく、優位にある相手を交渉の場に引きずり出すならそれなりの看板が要いる。

（問題は彼かれらが本物かどうか、だな）

　考えつつ、指示を出す。

「食事を終えたら会うよ。お通ししてくれ。失礼の無いようにね」

　は、と敬礼して、若者は去っていった。

「事態が動きそうだね。まあ、殺し合いよりは幾いく分ぶんマシな方向に進むといいんだけど。ミネット、君も一緒に会談へと――ミネット？」

　竜人族の娘は、なぜか肩かたを落としてひどく落らく胆たんしているように見えた。

「どうした？」

　お腹なかでも痛いのだろうか。

「……なんでもない。うん、なんでもないんだ。機会はまた巡ってくるだろう」

「うん？」

「さあ！　そうと決まれば早く食っちまおうぜ！　そして敵の首領の顔を拝みに行こうじゃねえか！」

　半ばヤケになったように言うと、彼女は豪ごう快かいに食事を口の中へ流し込んだ。





＊　＊　＊






「ここの城塞は大きく分けて二層になっている」

　エリアーヌはぐるりと周囲を見回して言った。

「下城には騎き士しと歩兵の営舎がある。あと、平時には鳥や豚を飼っていた。戦いくさになった場合、その土地を増員した歩兵の寝所に当てるのだが……今回、あまり我々に活用の機会はなかったな」

　マグノリアの巨人族や恐ろしげな獣が今はそこに陣取っている。戦闘の興奮も落ち着いたのか、ゆっくり身体を休めているようだ。物資を担いだ獣耳の若者が、その脇わきを通り過ぎていった。

（……統率は取れているのね）

　ラシェルは観察してそう評価を下した。指示を出す者、休む者、働く者、皆みな整然と自分のやるべきことを果たしている。指揮官の力量だろう。

　一行は上城に向かった。

　連れてきた兵士たちとはここで引き離された。護衛の中で同行を許されたのはエリアーヌだけだ。

「武器はこちらでお預かりいたします。――では、ここでしばらくお待ちを」

　狼人の兵士によって案内されたのは、小さな建物の中だった。

「ここは？」

　トウヤが興味深そうに視線を巡めぐらせる。

「《紅の守護神》の礼拝堂ですわね」

　ラシェルが答えた。

「兵士たちは下の聖堂を使いますが、指揮官格はたいてい上城に居室を持っていますから、こちらで祈いのりを捧ささげる習慣だと聞いております」

「私はあまり使った事がないがな」

　エリアーヌが付け加えた。昔からじっとしていられない性格で、礼拝や神学講義などが苦手なのである。

　マグノリアの兵は礼拝堂の外、入口付近に控ひかえているようだ。特に何かをされるわけではないのだが、敵兵に見張られているというだけで嫌いやな圧力を覚える。生きてここから出ることはできないかもしれないという、そのことを意識させられるからだ。

　特に語るべきこともなくなり、礼拝堂に沈ちん黙もくが降りる。

　エリアーヌは窓からマグノリア兵の動きを眺ながめている。トウヤは目を閉じて何事かを考えているようだ。心配なのはあの道中での休憩以降、元気をなくし口を開かなくなってしまったヒカリだが――彼女はずっとトウヤにしがみ付くようにして、外界との接触を拒絶している。トウヤに任せるしかないだろう。

（――リーズはもう知らせを受け取ったかな）

　王都に残した腹心のことを思い浮かべた。

　伝令の行き来には日数がかかる。全力で馬を飛ばしても、シャーグラン陥落の第一報が届いたかどうかというところだろう。

　このラシェルの『賭け』をリーズが知るころには、もう全すべての結果が出ているわけだ。

　彼女は怒おこるだろうか、それとも、心配するだろうか。いずれにしても、後のことを最善の方法で処理してくれるのは疑いないのだが――

「俺様はちょっと出てくる」

　そのとき、不意にトウヤが声を上げた。

「え、あの、出てくるって……どこへ？」

「生理現象。ああ、出てくるってより、出してくるになるのかな？」

「……早く行ってきてください」

　ため息と共にラシェルは言った。

　トウヤは見張りのマグノリア兵と会話を交かわし、そして歩いていった。ヒカリも一緒。当然ながら、マグノリア兵も同行している。

　ラシェルはエリアーヌの方に視線を移した。

「……マグノリア軍は、話し合いに応じると思いますか？」

「応じるとは限らないが、神しん王おうと祭司長を名乗って訪ねてきた以上、本物かどうか確かめ、用向きを聞く必要はあるだろうな。だからこそ、ここに通したわけだ」

　神王の真偽はそう簡単に確かく認にんできないだろう。トウヤは支配者の王おう笏しやくを持っているのだ。

　だが、不安は消せない。ここで偽にせ者ものであることが露見すれば、間違いなく最悪の結果が待っている。

「緊きん張ちようしているな。怖こわいのか？」

　エリアーヌが尋ねた。

「もちろん怖いですよ」

　ラシェルは素す直なおにそう答えた。

「強がるのも、意地を張るのも止めたのだな。あの神王陛下の影えい響きようか？　――そう複雑な顔をするな。あの御仁はお前に似合いだと思うぞ？」

　小さく笑い、そしてエリアーヌは表情を改める。

「――いざとなったら逃げろ。神王陛下と共にな。血路は私が開く」

「…………」

　はい、とも、いいえ、とも言えなかった。

「ご両親のこと、私はまだ、私自身を赦せていない。――でも、お前が私の命を惜しんでくれたのだと知ったとき、嬉しかった。少しだけ空白を取り戻せた気がした。なんせ、ずっと嫌われていると思っていたからな」

「……嫌いですよ、今でも」

　無神経だし、言いたいことを言うし、しかもそれが大抵正しいし。

　負い目も責任も誰より感じているくせに卑屈にならないし、前を向いて自分の罪を見据えることができる人間だし。

　だから、まだ過去を整理できず、不相応な地位でもがき続けている自分は、どんな顔をして彼女に会うべきかわからなくなるのだ。

　赦せばいい？　恨めばいい？　憧れればいい？　嫉妬すればいい？

　ただ一つ確かなのは、もう昔のように接することができないということだけ。

「でも――」

　ラシェルは呟くように続けた。

「憎んでいるわけじゃない。憎みたいとも、思ってない」

「十分だ」

　エリアーヌは少しだけ目元を和らげた。

「私は満足だよ。だから、今度はちゃんと護らせてくれ、祭司長」

「そんな――それ、は……」

　ラシェルが言いかけたとき、礼拝堂の入り口に人ひと影かげが現れた。

　一いつ瞬しゆんトウヤが戻ってきたのかと思ったが、そうではなかった。

　若い男だ。トウヤよりわずかに背が低い。整った顔立ちは優しげで、穏おだやかな印象がある。

「お待たせして申し訳ない。僕がマグノリア軍の指揮官、レオです。で、こちらが副官のミネット」

　背後に控えた娘がかすかに顎を引いた。

　小ぶりな角、そして右みぎ眼めが金色に輝いている。

「……竜人、ですか」

　ラシェルは呟いた。ヒカリと同じ種族だ。

「その通り。――嫌悪感を見せないってのはちょっと珍めずらしいな、お前」

　竜人の娘、ミネットはにやりと笑い、担いでいた巨きよ大だいな槍斧ハルバードを軽々と振り回してラシェルの喉のど元もとに突つきつけた。

「礼儀をわきまえた奴やつは嫌きらいじゃないぜ。――ただ、妙みような動き見せたら即ぶった切るからな。覚かく悟ごしとけ」

「ご心配なく。そこまで無謀ではありませんわ」

　微笑んでみせる。

　あらゆる獣人の中でも最強といわれる存在である。意味なく歯向かう気はない。

　――万一の場合、逃とう亡ぼうすることが難しくなったのは確かだが。

「申もうし遅おくれました。レオ将軍。私はラシェル・メイスヴェル、ラウルスの祭司長を務めております。こちらは西方守備兵団副官のエリアーヌ・バロウ千人長」

「お初にお目にかかります」

　エリアーヌは一礼する。

「あと、我わが国くにの神王陛下ですが――」

「ああ、はばかりに行かれたそうで。歩ほ哨しようから聞いてますよ。我が軍の兵が付き添っておりますので、ご心配なく」

　レオは柔やわらかな笑え顔がおで言った。

　わずか一日でこの城塞を落とし、クルゼルを屠った猛将という凄みは感じられない。

「お戻りになるまで、お待ちしましょうか」

「……ええ、助かります」

　友好的なのは優位を確信しているからでもあるのだろう。余よ裕ゆうというわけだ。

　忘れてはいけない。この男は敵なのだ。それも、強大な。

「しかし、ラウルスの祭司長はお若いと聞いていたが、予想以上ですね。ああいえ、だからといって、決して侮るわけではないのですが」

「お気になさらず。驚かれるのには慣れておりますので」

　ラシェルはにっこりと笑って返答する。

　立場ある者の間に無意味な世間話が成立する余地などない。一言一言が腹の探り合いである。

（トウヤ様が戻るまでに、少しくらいは、ね）

　可能な限り情報を引き出す。あるいは牽制し、わずかでも有利を稼ぐ。そのくらいはしておくべきだろう。

「お若いと言えば、将軍もでしょう？　我が軍の敗戦は残念ですが、見事な手腕だと感服いたしました」

「これは光栄ですね。ですが、過大評価というものです。膠こう着ちやく状じよう態たいに持ち込ませず、手持ちの戦力で城塞を落とすには、この方法しかなかった。たまたま作戦がうまくいったから、見事に見えているに過ぎない。幸運に恵まれた結果ですよ」

　賛辞はさらりと流された。

　違い和わ感かんというほどでもないが、意外さを覚える。マグノリアと言えばもう少し武断的というか、言ってしまえば力押しが全ての野卑な国だという印象があったのだ。

　神王降臨で様変わりしたのか、それともこのレオという男が例外なのか。

「…………ん？」

　と、そのとき、レオがすっと目を細めた。

「どうかなさいましたか？」

「いや、失礼、何でもありません」

　すぐに柔和な笑みが戻ってくる。

「それで、今回の御用向きは？　やはり停戦交渉ですか？」

「……そのお話はトウヤ様が戻られてから」

「《紅の神王》ですね。やせ形で目付きの鋭するどい……若い男性ですか？」

「え、ええ」

　この男は過去にトウヤと会ったことがあるのだろうか、とラシェルはいぶかしむが、すぐに思い当たる。

「神眼……」

　神王が持ち、また臣下に分け与えることができる人知を越こえた視覚能力。

　そう、トウヤが言っていた。国境での戦闘でマグノリアが圧勝できたのは、おそらく敵の指揮官が神眼を持っているからだと。何がどう見えているのかはわからないが、レオは神眼によってトウヤの外見を把は握あくしたのだろう。

「ええ、その通りです」

　そして彼はにっこりと笑い、付け加えた。

「さて、その《紅の神王》として連れてこられた彼ですが……おそらく戻っては来ませんよ。つい先ほど監かん視しの兵を振り切って、逃げ出しました」

「…………は？」

　ラシェルはさすがに表情を作るのを忘れ、ぽかんと口を開けた。

　逃げた？　トウヤが？

　彼に刻んだ紋章の気配を探さぐる。確かにこの礼拝堂とは別方向に移動していた。

「むろん、敵陣に乗り込むというのは死と隣り合わせの行こう為い。怖じ気づいたとしても仕方がない。しかし、これはあまりにも神王らしからぬ行動と言わざるをえません。まあ、程なく捕まえられるでしょうが。――ねえ、メイスヴェル祭司長」

　レオは笑顔のまま、ラシェルの瞳を覗のぞき込こんだ。

「あなたは公おおやけの場にしばしば姿を見せておられる。うちの軍にも『ラウルスの聖女』の顔を知っている者が何人もいました。しかし当代の神王たちは、この世界に現れて日が浅い。特に他国の人間がその真しん贋がんを見極めるのは、非常に困難です」

　そして、続ける。

「彼は本当に神王なのですか？　仕立て上げられた偽者が、重荷に耐たえかね逃げ出したということは、ありえませんかね？」

「…………」

　――トウヤが、逃げた。

　確かに彼の性格なら、そういうことを恥だとは考えないだろう。危険が迫っていて、その場にとどまる理由がなければ、ためらいなく逃走を選せん択たくするはず。

　エリアーヌがこちらに心配そうな視線を向けていた。

　ラシェルは――不意に笑いたくなった。

「ああ、そっか、わかった。『だから何』、か……」

　レオが怪け訝げんそうに眉をひそめた。呟きの意味が理解できなかったのだろう。

　自身の正しさを確信できているなら、どんな状じよう況きようにあっても、誰に何を言われても、その一言で済ませられる。かつてトウヤが言っていたことだ。

　そう、トウヤが逃げたとして……だから何だというのだ？

　ラシェルはトウヤを信じると決めた。何があっても信じると心に決めた。

　だから、これを揺るがすのは他の誰にも、たとえトウヤ本人であっても不可能なのだ。

（大丈夫、不安はない）

　エリアーヌに一つ肯きかけておいて、話を続ける。

「すみません、こちらの話です。……しかし、おかしなことを仰おつしやいますね。神王陛下でないものを祭司長たる私が認めるはずないではありませんか」

「いや、とある噂うわさを耳にしたものでね」

「噂、ですか？」

「『ラウルスの《紅の神王》は出しゆつ奔ぽんし、不在である』と」

「……まあ」

　ラシェルは大げさに目を見張ってみせた。

「まさか、そのような根も葉もない流言飛語を真に受けられたのですか？」

　とぼける一方で、なるほど、それがこちらに攻せめてきた理由かとラシェルは得心した。

　しかし、どこから情報が漏もれたのだろうか。

　ラウルス中枢に近い誰かが神王不在を知ったのなら、まずラシェルに確認を取るはずだ。いきなり他国に筒抜けになっているというのは――間かん者じやでもいるということなのか？

「…………」

　レオは観察するようにラシェルの表情を見つめていたが、やがて諦あきらめたように小さく息をつく。

「いや、失礼。では、そちらの神王陛下は何を考えてこのような真ま似ねを？」

「さて、陛下のお考えを察する事など、私ごときには、とてもとても」

　この台詞に関しては、演技の必要はなかった。

　ほんと、あの男は何を考えているのかさっぱりわからないのだ。

　――そのことを楽しいと思えるのが、出会ったころとの違いだろうか。

「とはいえ、神王陛下がいらっしゃらない以上、私が代理を務めざるをえませんわね。お話を始めましょうか。――停戦について」

　レオは一いつ瞬しゆん眉まゆを動かしたが、拒きよ否ひしなかった。一歩前進。

「さて、ラウルスの民は現在、大変不安がっております。家を追われ、農地が荒れれば、彼らの生活が立ち行かなくなりますので」

「お察ししますよ。死活問題でしょうから。我々としてもいたずらに民を苦しめるのは本意ではありません。しかし――停戦するとして、我々は何を得ますかね？　現状、貴国に対して手心を加える理由は何一つないと思いますが？」

「私の首では不足ですか？」

　ラシェルは微笑む。対してレオは苦笑した。

「……豪気なことだ。ま、降伏ということであれば、寛大な処置を約束しますよ」

「私への処置は問題にしていませんわ。民については？」

「それについても善処しましょう。土地が荒れて欲しくないのは、占せん領りようする側の僕たちも同じですからね」

　さて、ここからだ。

「それは結構。――しかし、あなたの言葉だけではいささか、ね」

「と、仰ると？」

「不足なのですよ。たかが前線司令官の言葉では」

　わざと見下すような口調で言う。副官のミネットがむっとした表情を作った。

　――それでいい。

　現状はこちらの圧倒的不利。ラシェルの言うことなど無視してもマグノリアに不利益は生じない。ある程度冷静さを失わせ、むきにさせないと、交こう渉しようにならないのだ。

　もちろん、激発させて決けつ裂れつということになってもまずいわけだが。

「ああ、申し訳ありません、少し言葉が過ぎましたでしょうか」

　ラシェルはゆったりと口元を緩めた。

「つまりは一国について責任をお持ちの方――マグノリア神王陛下のお墨付きを戴きたいのです。それで初めて私が命を賭かける意味がある。あなたが安請け合いして、あとで覆されてはたまりませんからね」

「おい、小こ娘むすめ、言わせておけば――」

　ミネットが一歩前に踏ふみ出だした。しかし、レオはそれを手で制する。

「なるほど言い分はよくわかる。そうなれば伝令の往復分、日が稼げますからね」

「…………」

　見透かされている。が、別にかまわない。それでも考こう慮りよしないわけにはいかないというところにこの戦術の真価があるからだ。

　一指揮官に神王の意向を無視する権限はない。また祭司長格を軽々しく処断すれば、諸国の不信を招く。義憤に燃えてくれるとは思っていないが、マグノリアを危険かつ共通の敵とみなして団結する理由にはなりうるだろう。

「ご提案について、今、返答を聞きたいですか？　メイスヴェル祭司長」

「是ぜ非ひとも」

「伝令は出しません。あなたの処しよ遇ぐうは、僕が決めます。無論、軍の侵しん攻こうも止めません」

　レオはいささかもためらいを見せず、そう答えた。

「……なぜ？」

　ラシェルは努めて平静を装いつつ尋たずねた。

　独断で暴走する性格には見えないが――あまりにも迷いがなさすぎる。交渉の余地すらないという口ぶりだった。

「他国からの非難を覚悟の上で、意地を張ると？」

「単純な話でね。この件で我が国が非難を受けることはないのですよ」

　レオが軽く片手を挙げると、礼拝堂の入口から兵士たちが入ってきた。

「手荒な真似は好みではありません。あなた方の命は保証します。民の安全も。さすがに暴動でも起こされれば武力行使せざるをえませんが……その可能性はあなたの説得があれば、抑おさえられるでしょう。――お二人とも、おとなしく、捕つかまっていただけませんか？」

「近づかないで！」

　ラシェルが叫ぶと同時に、巨大な炎ほのおの壁が瞬間的に出現した。こちらに迫ろうとしていた兵士たちは、たたらを踏んで後退する。

　普ふ段だん身に着けている精せい導どう石せきは、愛用の細剣と指輪に嵌はめ込こまれた二つ。剣は取り上げられているが、指輪は隠し持っていた。精せい霊れい術じゅつに疎いマグノリア兵の目を盗むのは難しくなかったのだ。

「ラシェル……」

「全力で抵てい抗こうする。ここで捕まれば、そこで詰みだから」

　エリアーヌに囁く。

　交渉は決裂した。レオがどうしてここまで独断専行できるのかはわからないが、今身柄を押さえられるわけにはいかないのだ。

「屋内なのは幸いでした。炎に包まれれば、あなた方も逃にげ場ばはありませんものね。――ラウルスの誇ほこる精霊術をご覧になりますか？　この建物を丸ごとかまどに変える程度のことは簡単にできますよ」

「それは怖いな」

　副官以下気色ばむマグノリア兵の中において、一人レオだけは平然としていた。

　なるほど、この器は確かに先遣軍を任されるに足るものではあるだろう。

（さて、どうしようか）

　ラシェルは冷静に周囲の様子を観察する。

　出口が塞がれている以上、逃げ場はない。仮に逃げられても、外はまだ敵のただ中。

　しかし、向こうもこちらを取り押さえようと思えば、少なくとも最初の数人は消し炭になるのを覚悟しなければならない。一刻を争うわけではない以上、こちらの心が折れるのを待ったほうが効率的。

　ゆえに、睨にらみ合あい。

　と、そのとき――膠着状態に陥りかけた空気を打破するかのように、突然、礼拝堂の扉が開かれた。

「ほ、報告いたしますっ！」

「何事だ？」

　落ち着いた声でレオが応じた。

「さ、先ほど逃走したラウルスの男についてです！」

　兵士は彼のもとに駆け寄り、耳打ちをしようとし――

　次の瞬間、キィンという鋭い音が響ひびいた。

「――てめえ、何のつもりだ！」

　叫んだのはミネットだった。

　レオを護まもるように立っている。その手のひらには、うっすらと赤い傷ができていた。

「おーいおい、なんだよその反応速度。しかも俺の愛剣を手で受け止めるとか、反則だろ。――殺れるかと思ったんだけどねえ」

　兵士は先ほどまでとは一転、どこか気の抜ぬけたような声で言うと、ラシェルたちに二本の剣を投げて寄越した。

　それぞれに受け止め――そして二人は相手が見知った顔であることに気付く。

「……ファビオ？　何をやっているのだ？」

「こっちの台詞ですよ、お嬢じよう」

　マグノリア兵に変装したエリアーヌの補佐官は、レオたちを視線で牽制しながらため息混じりに言った。

　そして小声で続ける。

「……祭壇後ろ、隠し通路。目くらましお願い」

　なんだかよくわからないが――この場を凌しのぐ好機であるのは確かなようだ。

　ラシェルはためらわず精霊術を発動させた。
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　突然、巨大な炎が荒れ狂った。

　兵たちは腰砕けになって、三歩、四歩と後退する。

「レオ、下がれ！」

　ミネットが叫んで手を引く。が、彼は落ち着いて答えた。

「大丈夫、視線を遮さえぎりたかっただけだね」

　礼拝堂が燃え尽きるかと思われたのは一瞬で、すぐに炎は消失した。一部、内装に燃え移って煙けむりを吐はいているが、建物自体は石造りである。ほどなく消えるだろう。

　そして煙の向こう側に――すでに彼らの姿はなかった。

「逃げられたか。さすがに隠し通路まで調べ上げてる余裕はなかったからなあ」

「何を呑のん気きな――」

「大丈夫だよミネット、僕ぼくにはちゃんと視えてる」

　副官を宥める。実際、レオの神眼は、すべてを捉とらえていた。

　奥おく、祭壇陰の隠し扉から地下通路に逃げ込んだ三人。かなりの速度で移動している。

「逃げるか、あるいは先の一人と合流するつもりかな。ふむ……」

　レオは思案する。

「向こうも交戦は避さけたいだろうし――そうだな、僕が指示を出すから、とりあえず数を生かして袋小路に追い詰めよう。処遇は捕らえてから決める」
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「――お嬢も指揮官を倒して敵の進軍を止めようとしたでしょ。俺はお嬢みたいに決闘じゃなくて、違ちがうやり方を選択しただけですよ」

　ファビオは足を進めつつ言った。

　シャーグラン城塞には脱だつ出しゆつ路ろとして、あるいは精せい晶しよう炉ろへの侵入を阻むために建造された地下通路がある。王城勤めしていたころから、ファビオにはこの手の経路を把握しておく習慣があった。本来は何かあったとき速やかに逃げ出すためなのだが――

「逃げ出せるってことは、外から潜入できるってことでもあるわけでしてね」

「つまり……暗殺、か」

　正解、とエリアーヌに肯いてみせる。

　鎧よろい兜かぶとを奪ってマグノリア兵に成りすまし潜入、機会をうかがっていたのだ。

「しかし、なぜこんな無茶を？」

「なぜでしょうね。多分、英雄になる好機とでも思ったんでしょうかね。今思うと、頭に異常をきたしてたとしかいいようがないですが」

　正直なところ……自分でもわからない。

　いや、カロルの街を抜け出した当時の思考は覚えている。

　死にたくなかった。だから逃げようと思った。

　とはいえ、ラウルスはもう危うい。国境を越えたほうがいいだろうか。幸い、山の抜け道は知悉している。マグノリア軍がうろついているだろうが、自分ならこっそりと突破するのは難しくない。

　抜け道といえば、シャーグランのも頭に叩き込んである。

　――自分ならこっそりと潜入するのは難しくない。

　そのとき――エリアーヌと最後に交わした会話が脳のう裏りに浮うかんだのだ。

　敵の指揮官を倒せば、マグノリア軍は止まる。

　そして、ファビオはさらに考えた。あるいは考えてしまった。

　もしかしたら――もしかしたら、うまく殺れるかもしれない。

　うまく殺れて時間が稼げれば、王都からカロルへの援軍が間に合うかもしれない。

　カロルへの援軍が間に合ったら――兵を率いて力尽きるまで抵抗するつもりだったどこかの千人長の命が、救われるかもしれない。

　――ああ、結構な話じゃないか。あんないい女をマグノリア兵にくれてやるのはもったいない。

「ま、俺も人並みに欲深いもんで、褒賞金あたりに目がくらんでたんでしょう。それだけの話ですよ。――ってかね、あんたらが乗り込んできたら台無しなんですよ。何しに来たんすか、いったい」

「停戦交渉だ」

　エリアーヌが答えた。

「じゃあ、なんで礼拝堂で殺しあってたんで？」

「色々あったからだが」

「――それはともかく」

　見かねたのか、ラシェルが割り込んできた。

「ファビオ百人長、どうして私たちの危機がわかったのですか？」

「指示されたんすよ。あの、目つきの悪い――いや失礼、神しん王おう様に。歩兵の中に潜んでたら、まっすぐこっち来て耳打ち。『礼拝堂の二人が危ないから、連れ出せ』って。で、レオ将軍の名前を使ってお二人の武器を取り戻し、あとは見ての通りです」

　――そういえばあの神王、顔を伏せていたのに一瞬で自分を見分けたようだった。いったい、どうやったのだろうか。

「ともあれ、感謝します。とりあえずは、トウヤ様と合流しましょう」

「でも、陛下がどこに居られるのか……」

「大丈夫、エリアーヌ。私には分かって――」

　ラシェルがそう言いかけたとき、前方の分かれ道から追っ手の気配が近づいてきた。

「いたぞ！　こっち――ぐはっ！」

　言葉の途と中ちゆうでラシェルの放った火球が炸裂する。

「……意外に過激なんすね、祭司長」

「まだ来ます！　無駄口は後にして、応戦してください。接近戦は二人に任せます」

「心得た！」

「了りよう解かいー」
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　エリアーヌとファビオは、剣を抜いて前に出た。
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（やっぱり、こちらの位置は読まれてるのね）

　ラシェルは内心で呟つぶやいた。

　驚きはない。敵には神眼があるのだ。物もの陰かげに潜もうと地下に隠れようと、まったく意味はないのだろう。それよりも、問題は――

「……エリアーヌ。精せい導どう石せき、ちゃんと機能してる？」

　幾度目かの追っ手を退けた後、ラシェルは問いかけた。

「ああ、ただ――」

　エリアーヌは眉まゆをひそめ、愛剣にはめ込んだ宝玉へと視線を向ける。明らかに輝かがやきが鈍っていた。

「回復が遅おそい気がするな。というよりこれは、回復していない、のか？」

　この石には精せい晶しよう炉ろから精導力を受け取り、それを蓄積する性質がある。つまり、精晶炉の影響下にある限り、精せい霊れい術じゅつが無限に使えるわけなのだが――

「私の指輪も力を使い果たしそう。もしかして――ここの精晶炉が機能していない？」

　シャーグラン城じよう塞さいの地下には、希少な甲こう種しゆ精晶炉があるはず。それが異常をきたしているのだとすれば、この現象にも説明が付く。しかし――精晶炉に何があった？

　そこで、ラシェルは一つの解答に行き当たる。

（まさか……）

　眉をひそめるが――それについて考えるのは後だ。もうすぐ目的地に到とう着ちやくする。

「……あそこです」

　ラシェルの視線の先には、王城の地下で見たのと同じ銀色の扉があった。

　そして――扉の前にたたずむ大小二つの人影。

「無事、だったんですね……」

　トウヤもヒカリも。ラシェルは心から安あん堵どの息をついた。

「遅ぇよ。さっさと入れ」

　トウヤが王おう笏しやくで触ふれると、シュッと乾いた音を立てて扉が開いた。

　全員が入ったのを確認し、トウヤは扉を閉じる。

「ここが、精晶炉ですか……」

　エリアーヌが興味深そうな表情を浮かべ、ファビオも落ち着かない様子で周囲を見回している。

　構造は王城のものとほぼ同じ。短い通路を進むと、半球型の部屋と、脈打つように輝く大きな精導石が見えてくる。中に入ったところで誰だれからともなく足を止め、息をついた。

「……怒ってねえのか？」

　トウヤがぼそりと言った。

「怒られるようなことをしたと思ってるわけですか？」

　ラシェルは笑顔で返した。

　正直なところ、何も伝えず姿を消した身勝手さに腹は立つ。が、今の自分は以前のように振り回されたり置いていかれたりはしていない。これは誇ってもいいことだろう。

「まあ、交渉が不成立となることは事前にご存知だったようですし、だからこその独断専行だったのでしょうけど。肝心なのは最終的に賭けに勝つか負けるか、それだけですわ、神しん王おう陛下。もちろん、ご説明いただけるのであれば、拝聴しますけど」

　エリアーヌとファビオの視線も自分に集まっていることに気付き、トウヤは小さく肩かたをすくめた。

「俺様たちの当初の目的は、『神王』の存在を餌に交渉し、時間を稼ぐことだった。だが俺様はある事情によって、その手が使えなくなっていることを知った」

「ある事情というのは――マグノリアの《黒の神王》が、ここに居るということですね」

「ああ」

　驚いた表情を見せる武官二人をよそに、トウヤはあっさりと肯うなずいた。

　すでにこの城塞に神王がいるなら、レオのあの態度も納なつ得とくがいく。そもそも使者を送ってお伺うかがいを立てる必要がない。

　精導石の力が回復していなかったのは、精晶炉の所有権がラウルスからマグノリアに書き換えられていたから。そして、そんな真似が可能なのは神王だけだ。

「いつ、敵神王の存在に気付かれたのです？」

「この城塞に入る少し前。どうやってかというのは……まあ、あとで説明しよう。とにかく、俺様は第一案が使えないことを悟った」

「だから、礼拝堂を抜け出した？」

「そう。次善の手を実行するべく、別行動を取ることにしたわけだ。敵には気取られたくなかったから、二人には何も知らせず囮おとり役をやってもらうことにした。――んな怖い顔すんなよ、ラシェル。説明している時間がなかったんだ」

「次善の策というのは？」

　エリアーヌは問う。

　だがトウヤが答えるより早く、精晶炉の入口側から穏やかな声が聞こた。

「反乱――だよ」

　ヒカリが息を呑のみ、トウヤにしがみ付いた。

　いつの間にか扉は開いており、その前に王おう笏しやくを携たずさえたレオの姿があった。ミネットと、さらに四、五十人ほどの兵士を引き連れている。

「この城塞をめぐる戦いくさが短期決着を見たのは、防城側の多くが早々に投降したからだ。であれば当然、多くの捕虜が居ることになる。そこで彼かれは一計を案じた。彼らを利用しよう。具体的には――解放し扇動し、反乱を起こさせよう、と」

　レオは一度言葉を切って、ラシェルたちに笑いかけた。

「反乱まで行かなくとも、まとめて脱走させることができれば、こちらもその処理や警けい戒かいに人員を割かざるを得ないしね。いずれにしても足止めになり、時間が稼かせげる。――そう考えたんだろう。違うかな？」

「…………」

「最初の策が潰えればすぐさま次の策を実行する。賞賛すべき周到さだ。――しかし君は失敗した」

　ラシェルは思わずトウヤの顔を見直した。

　失敗なんて言葉は彼に似つかわしくない。腹立たしいほどの余裕を持ってニヤニヤと笑いながら、あるいは賭けに対する熱でギラギラと目を輝かせながら勝利と成功をもぎ取る、それがラシェルの知る彼だった。

　しかし今、トウヤは不ふ機き嫌げんそうな表情のまま、無言を貫いている。

　――肯こう定てい、ということなのか。

「牢はあった。しかしそこに捕虜はいなかった――そうだろう？」

「……殺したのか？」

　エリアーヌが尋ねると、まさか、とレオは笑った。

「武装解除し、少人数ずつマグノリア側に追放しただけだよ。こちらにも余裕なんてない。敵兵を殺すより、城塞の確保と軍の再編成を優先させる必要があった。――戦う意志を挫かれたラウルス兵はもう戦力にならないだろうし、追い出せば十分だと判断したんだ」

　効率的だとラシェルは思った。

　惨敗し死の恐きよう怖ふを植えつけられて、なお軍に戻ろうとするものがどのくらい居るだろう。仮に居たとしても、武器をなくし長旅を経へてきた彼らが再び兵として計算できるようになるまで、どのくらいの時間がかかるだろう。

　捕虜として養う、あるいは殺す労力をかけずに、確実にこちらの戦力を削るやり方だ。

「そして僕は精晶炉をマグノリアのものにし、ラウルスへの更なる侵攻準備を整えた。そこへ君たちがやってきたというわけだ。――あらためてご挨あい拶さつしよう。僕がマグノリアの《黒の神王》、レオ・ミナヅキだ」

「――自ら先せん遣けん隊たいを率いてご親征か。好戦的な神王様もいたもんだ」

　トウヤが皮肉っぽく言った。

「こちらにはこちらの事情があってね」

　怒おこる様子もなく、レオは苦く笑しようする。

「君たちはもう少しラウルス国の安定性に感謝するべきだと思うよ？　神王がどの国でも真しん摯しに熱ねつ烈れつに信しん仰こうされているわけじゃないんだから」

「……内部分裂か」

「ご明察」

　マグノリアの神王は軽く肯く。

「うちの国では、この百年の間に信仰の形骸化が進んでいてね。祭司長の選任には金が動き、有力者たちがいくつもの派閥に分かれて争っていた。で、降臨した僕を最初に保護してくれたミネットたちを正統と認にん定ていし、力を貸すことにしたわけだ」

「つまりあたしが当代のマグノリア祭司長ってことだ」

　竜人の娘むすめは槍斧ハルバードを担ぎ直しながらそう言った。

「ま、戦うしか能がないんだけどさ」

「じゃあ、もしかして……これが、マグノリアの本隊なのですか？」

　レオはラシェルの問いに肯いてみせた。

「そう、先遣隊じゃなく、ね。本隊を組織しようとしたら、四千が限界だったんだよ。なさけないことに。市場で無理やりお金や武器を動かし、架空の取引をでっちあげ、『本国にはまだまだ兵がいて出動準備を整えている』って偽装するのが精一杯だった。だから、僕はこの一回で大きな戦果を挙げて国くに元もとを納得させ、争ってる連中をまとめ上げなければいけない。さて、そこで本題だけど――」

　レオの視線がトウヤの、ラシェルの、エリアーヌの、ファビオの顔の上を順に巡る。

「どうだろう、投降してくれないか？」

　誰も言葉を発しない。

「ここまで丁寧に説明したことで、誠意は見せたつもりだ。僕たちに余力はないけど、それはあくまで軍と軍を戦わせる上でのこと。君たちの身柄はすでに僕の掌中にある。腕利きとはいえ、たった四人では突破できないだろう？」

　精晶炉に出入り口はひとつだけ。しかも、すでに大勢の兵で固められている。

「僕は絶対に勝たなければならない。でも、できれば不要な犠ぎ牲せいは出したくないんだ。もちろんラウルスという国は解体し、勝敗はきっちりと喧けん伝でんさせてもらうけど、君たちも民たみも、公正に扱あつかうことは約束する。どうかな？」

「……素す直なおに肯くとでも？」

　ラシェルは静かに言った。

「指導者ではなく、そこで生活する民や風土のことを国と呼ぶのです。私たちがここで死んだとしてもラウルスは無くなりませんし、抵抗を止めたりもしませんわ」

「卓見であるとは思うけど――」

　レオはわがままな子供をたしなめるような表情を浮かべた。

「君たちの国が置かれている状況はもう少し厳しいんじゃないのかな？　何せ、神王に見捨てられたわけだしね」

「――――っ！」

　ラシェルは息を呑む。頭から冷水を浴びせられたような気がした。

　礼拝堂で言っていたように『噂を耳にした』という程度の疑念ではない。明らかに、彼は確かな情報に基づいてそれが事実であると確信している。

「神王を名乗る君――確かトウヤ、と言ったかな？」

　レオは悪相の若者を見た。

「おそらく偽神王役として、メイスヴェル祭司長に雇やとわれたんだろう？　報ほう酬しゆうが何かは知らないけど……それは命に釣り合うほどのものなのかな？」

「…………」

「僕は何も君や祭司長の罪を責めようというんじゃない。ただ、協力してほしいだけなんだ。偽の神王を立てるなんて真似、長くごまかせるはずはない。いずれ露見し、死罪として裁かれるだろう。――でも、僕なら幾いく分ぶんマシな結末を用意してあげられると思う」

　反はん駁ばくできない。

　エリアーヌとファビオが困こん惑わくした顔でこちらに視線を送っているが、彼らに対しても言うべき言葉が思いつかない。

　打つ手があるか？　逆転の策はあるか？

　――ない。何も浮かばない。

　ラシェルは心が折れそうになるのを感じながら、すがる思いで隣に目を遣やる。

　トウヤは俯き――

（ああ――）

　安堵で胸が満たされる。

　たった今、偽にせ者ものであることを指し摘てきされた神王は、うっすらと笑っていた。

「……返答の前に、ひとーつ質問なんだがな、《黒の神王》」

「何かな？」

「お前の神眼の能力は、視野の拡大と障害物の透過って感じか？」

「……そうだ」

　少しためらった後、レオは続けた。

「『鷹たかの眼』という。鳥のように上空の視点から広い範はん囲いを見ることができる。任意に視界の一部を拡大したりもね。戦をする上での有用性はすでに証明した通り。僕は戦場を全すべて把は握あくすることができるわけだ。君たちがおとなしく僕の保護下に入ってくれたら、ラウルス領も他国から守ってあげられる」

「なるほど。使い勝手はよさそうだな。――さて、返礼として、俺様の神眼についても教えてやろう」

　ラウルス神王を演じるペテン師は、尊大に両手を広げて見せた。

「神眼？　君の？」

　レオは困惑の表情を浮かべる。

　困惑しているのはラシェルも同じだった。彼の神眼がインチキであることはよく知っている。何を言い出すのだろう。

「俺様のはな『竜の眼』ってんだ。鷹なんぞより、ずいぶん格上っぽいだろ？」

「おい、お前、何だその口の利き方――」

　威嚇するように大きな槍斧ハルバードを振り上げるミネット。しかし、レオはそれを制した。

「……それで、それは何を見る眼なのかな？」

「この世界そのものを動かしている、不可視の力だよ」

　トウヤは滑らかな口調で続ける。

「精せい晶しよう炉ろの造る力、精せい導どう石せきに蓄積される力――つまり、この世界で精導力と呼ばれているもの、それを見る」

　ラシェルはトウヤの意図を測りかねていた。いまさらそんなハッタリに何の意味があるのだろう。彼のことだから、無意味な虚きよ勢せいなどではないと思うが――

（……ハッタリ？　虚勢？）

　そこでふと気付く。本当にそうなのか？

　王都ほどではないにしろ、ここの地下通路も十分複雑だ。しかし彼は先に精晶炉に辿り着き、ラシェルたちを待っていた。

　そしてマグノリア兵に変装したファビオの判別。外見ではなく、彼の剣に嵌め込まれた精導石の力を見て判別していたのだとすれば。

　ハッタリではない、つまり本当にトウヤがそういう眼を持っているのだとしたら、色々なことの辻つじ褄つまが合わないだろうか？

　トウヤの話は続く。

「さて、精導力を見る眼をなぜ『竜の眼』などと呼ぶのか？　それについては、精晶炉、精導石とはいったい何なのかを知る必要がある」

「…………」

　レオの表情からは余よ裕ゆうが消え、代わりに警戒の色が現れていた。

　当然だろう。トウヤの態度は窮きゆう地ちに立たされている者のそれではない。

「神からの賜たま物もの？　いやいや、そんな御お伽とぎ噺ばなし的な概念じゃない。俺様の眼は、その真実を明らかにする。まず、精導石」

　トウヤは手に持った王おう笏しやくを掲げて見せた。頭の部分に大きな精導石の結けつ晶しよう。

「特にラウルスにおいては広く普及してる便利で不思議な鉱物。――これはな、もともとはとある生物の『死体』、それを細かく砕いたものなんだ」

　王おう笏しやくを下ろし、トウヤはさらに続ける。

「構造的には精導力を中ちゆう継けいする乙種精晶炉も同じ。ただし、力を生成する甲種精晶炉は別。これらは『生体』だ。いや、とある生物そのものと言った方が伝わりやすいか？」

　トウヤは皮肉げに口元を歪ゆがめる。

「滑稽な話だ。人々の日常、ささやかな幸せの営みは、誰かの犠牲と奴隷的な奉ほう仕しのうえに成り立っている。そして人間はそのことに気付きもしない。いやいや、罪深いねえ――うぉっと」

　エリアーヌがトウヤの襟首を掴つかんで引き倒し、同時に襲おそいかかる槍斧ハルバードをファビオが横合いから剣で弾はじいた。軌道の逸れた鉄塊は石いし畳だたみを叩たたき、巨きよ大だいなすり鉢状に陥没させる。

「……なんつー馬鹿力だよ」

　顔をしかめるファビオ。

　攻こう撃げきはまだ終わらなかった。ミネットは地面に食い込んだ槍斧ハルバードを軽々と片手で持ち上げ、先ほどに倍する速度で横殴りにトウヤを狙う。

　しかし――その一いち撃げきは不可視の壁に弾き返された。

　ラシェルの精霊術である。指輪と細剣の精導力は尽きているが、とっさにトウヤの王おう笏しやくから力を借りて防ぼう御ぎよ壁へきの術式を組み上げたのだ。

　舌打ちを残し、ようやくミネットは距きよ離りをとった。

「丸まる腰ごしの相手に襲いかかるとは卑ひ怯きようでしょう！　犠牲を出したくないと言ったのは、虚きよ言げんですか！」

　ラシェルの追つい及きゆうに対し、レオは不本意そうな表情を見せた。

「ミネット、手を出さないでくれ」

　しかし、竜人の娘は従わなかった。

「こいつの言葉に耳を貸すな、レオ。適当なことを言って時間を稼いでいるだけだ。こんな奴ら味方に付ける意味はない。あたしに処分させてくれ！」

「おーや、ずいぶんと焦あせってるじゃねえか、トカゲの姐さん」

　トウヤは立ち上がりつつ感情を逆さか撫なでするような口調で言った。

「つまり、お前たちの種族には伝わってるんだな、この話。まあ不名誉で不都合だろうし、禁きん忌きにするのもわかるさ。何せ自分たちの始祖が神話の悪役ってだけじゃなく、事実として人間のどれ――」

「黙れ！」

　太い鉄柱が、すさまじい速度でトウヤの横腹に襲いかかった。

「く――」

　ラシェルは先ほどと同じく精霊術でそれを阻む。

　しかし、今度は単発では終わらなかった。二回、三回、四回――嵐のような連撃が間断なく叩きつけられる。一撃ごとに空気が震え、地面が揺れる。

（何よ、この、デタラメな威力――！）

　重い上に速い。攻撃に転じる隙すきがまったくない。歯を食いしばりつつ防御壁を維い持じするが、王おう笏しやくの精導力がみるみるうちに消費されていく。

　やがて限界が訪おとずれた。とうとう防御壁が打ち破られたのだ。

　凶悪な刃やいばがトウヤの胴体に迫る。人間の身体が耐たえられる破壊力ではない。間ま違ちがいなく原型を留めない肉の塊になる。

「――やめて！　お願い！」

　ラシェルが思わず哀願の悲鳴を上げたとき――

　――槍斧ハルバードは急停止した。

「な……んだ、これ、は……？」

　使い手の意志ではない。ミネットも困惑の表情を浮かべている。

　ラシェルは目を見開く。いつのまにかヒカリが進み出て、槍斧ハルバードの刃先を指先でつまんでいたのだ。

「くそっ、妙みような真ま似ねを――っ！」

　両手に全力をこめるが、彼かの女じよの得物は小ゆるぎもしなかった。

　竜人の力は常人を遥はるかに上回る。事実、ミネットが軽々と扱っていたこの槍斧ハルバードは、大の男数人がかりでも持ち上がるかどうかという代物だろう。

　その膂力を、ヒカリは小さな二本の指で軽々と押さえ込んでいた。

　目の前の光景が信じられない。同じ種族でも――ここまで力の差があるものなのか？

「――お、お前！　何をしやがった！　あたしの武器を返せ！」

　ミネットは顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。涼しい顔をしているトウヤに向かって。

　ラシェルは小さく眉を寄せる。先ほどとは別種の驚き――違い和わ感かんとも呼ぶべきものを、覚えていた。

　トウヤを護っているのはヒカリだ。今も少し困ったような表情で槍斧ハルバードを止めている。

　しかし、ミネットも、エリアーヌとファビオも、レオもマグノリア兵たちも――誰だれ一ひと人りこの幼い少女に視線を向けていない。視界に入れていない。

「や、物騒な真似しないなら、返してやってもいいんだがな。――まあ、その前に世界の真実を一つ見せてやろう」

　トウヤがポンと手を打った。

「な――に……？」

　同時にミネットが声を上げた。大きく見開かれた眼は、ヒカリへと釘くぎ付づけになる。
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　――まるで、たった今、初めて、その姿を認識したかのように。

「こ、この、チビ、いったいどこから……。お前、同族――か？」

「はい、同族です。――遠い遠い、ヒカリの妹さん」

　ヒカリはどこか寂しそうな微び笑しようを浮かべると、腕うでを小さく動かした。

「ひ――」

　金属製の槍斧ハルバードが柄の半ばで捻じ切れ、ミネットは尻餅をついた。兵士たちがどよめく。

　レオも、そしてエリアーヌとファビオも、唖然としていた。

　驚きよう愕がくしているのはラシェルも同様。しかし、その理由は他ほかの者と少し違っていた。

　おそらく、つい先ほどまでヒカリの姿は自分とトウヤにしか見えていなかった。他の誰も彼女を視し認にんしていなかった。これは、つまり――

「驚いただろ？」

　トウヤは笑う。

「今までこいつの姿はラシェルにしか見せてなかったからな。――さて、お次は世界の真実、二つ目。今度は、ラシェルもしっかり見とけよ？」

　トウヤはまた一つ手を打つ。

　何を見ろと言われたのか、ラシェルには理解できていた。

　戸と惑まどう他の者たちをよそに周囲に視線を巡めぐらせ、そして――見つける。

「――ああ、彼女がそうなのですね」

　部屋の片かた隅すみに――先ほどまで存在しなかった人ひと影かげがあった。

　膝ひざを抱えるようにして座っている少女だ。

　じっとこちらを見つめている。まるで観察でもしているかのように。

　外見的にはヒカリと同じ年頃。何となく共通する雰ふん囲い気きを覚えるのは、彼女と同じく顔立ちが綺麗に整っているからだろうか。

　ただ、ヒカリと違い、この少女の表情にはどこか冷たい印象があった。

「何だ、その子は……？　どこから現われた？」

　混乱した様子でレオが呟いた。

「さーて、ここでおさらいしてみようか」

　トウヤは一人楽しそうに笑っていた。

「俺様の『竜の眼』は、精導力、つまり精晶炉の力を視る能力だ。そして、甲種精晶炉というのはすなわち、とある『生物』だった。もう少し詳くわしく言うとだな、活力の源である心臓を抉えぐり出して固定し、人格や感覚器その他の要素を仲介機構インターフエイスとして、切り離したものだ。いやいや、えげつない真似するね、ここの神様は」

　朗々とした声で解説は続けられる。

「さて、神王は自身の認識能力を、範囲、条件を自由に設定して他人に貸すことができる。では問題。今お前たちが目にしているこのチビ二人――こいつらは一体なんだ？」

　ラウルス側の人間もマグノリア側の人間も――そう、レオでさえ、いつの間にかトウヤの話に呑まれていた。今、この場を支配しているのは間違いなく彼だった。

　ミネットが何か言おうと口を開き掛けたが、すぐに諦あきらめたように舌打ちする。

「精晶炉、なのですね？　彼女たちは」

　ラシェルは言った。

　そして、甲種精晶炉が、ある『生物』なのだとしたら――

「じゃあ、紹介しよう。こいつらが、ラウルス中央精晶炉、シャーグラン城じよう塞さい甲種精晶炉の正体。つまり、守護神どもによって世界の敵という汚名を着せられ、人間の奴隷に堕とされた――精霊竜だ」

　そして、トウヤは視線を傍かたわらの少女に向けた。

「おい、ヒカリ、自己紹介」

「え？　は、はいです」

　緊きん張ちようした面持ちで彼女は一同に向き直った。

「はじめ、まして。わたしは、皆さんが精晶炉、あるいは精霊竜と呼ぶ存在です。ヒカリという名前は、ご主人さま――えっと、トウヤさまにいただきました」

「……君は、その彼、トウヤの支配下にあるのかい？」

　さすがというべきか、最初に自分を立て直したのはレオだった。

「えっと、そうであるとも、そうでないとも言えるです」

　ヒカリはたどたどしい口調で答える。

「皆さまの意志に従うのが、精晶炉のお仕事です。そして人々を代表してその望みをヒカリたちに伝える権限は、神しん王おうさまがお持ちです。――ある日、精晶炉の前に、神王さまがいらっしゃいました。おおよそ百年ぶりのことです。その人は言いました。『望むなら解放してやる。お前の意志を言ってみろ』と」

　精晶炉を操あやつるのは神王の特権であり責務である。

　ただし通常、神王は一方的に命令を伝えるだけ。精晶炉を意志のある存在とはみなしていないからだ。

　しかし、トウヤの神眼は、精晶炉の力を認識する。一つの人格として扱うことを可能にする。それはつまり――彼女たちと会話を交わせるということだった。

「何かをしろと言われたことは何度もあったですが、意志を問われたのは初めてでした。答えられずにいると、外に連れ出されました。それからも、ことあるごとにヒカリは『自分で決めろ』と言われ続けているです」

「あなたたちは精晶炉から離れて、自由に出歩けるの？」

　ラシェルは尋ねた。

「は、はい、神王さまの許可があれば。この心臓部だけは動かせないですけど」

　精晶炉を制御する――別の言い方をすれば、その力の在り方を規定するのは、神王の権限だ。強くあれと言えば強くなるし、弱くあれと言えば弱くなる。

　ならば、出て行ってもいいと言えば、出て行けるのだろう。そんな接し方も可能なのだと気付いた者が、これまでいなかったというだけで。

　ヒカリは少し考える表情になって言った。

「……えっと、つまり、ヒカリはトウヤさまに従う義務を負っていますが、トウヤさまはヒカリに従う必要はないとお命じになりました。なので、支配されているともされてないとも言える、です。これで通じる、でしょうか？」

　彼女の話は続く。

　そのままトウヤに連れ歩かれて、外でさまざまなものを見たこと。何も命じられないなか、自分の役割、できることについてたくさん考えたこと。

「自由を与あたえられはしたですが、何をすればいいかわかりませんでした。ご主人さまは姉妹も解放して下さるとおっしゃいましたから、ついて行けばまた会えるのかな、というくらいでした」

　皆の視線がもう一人の精晶炉に向いた。彼女は無言を貫いている。

　ラシェルはラウルスの建国神話を思い出していた。

　――最後まで《紅の守護神》に逆らったという、双ふた子ごの精霊竜。

「世の中は、ヒカリが自由だったころとは大きく変わっていたです。楽しいもの怖こわいもの、色々見たですけど――トウヤさまの意図はわからないままでした。なぜ命令を下さらないのか、なぜヒカリが自分で決断しなければならないのか。でも、今、それがわかった気がするです。だって――」

　ヒカリは静かに顔を上げた。

「ここには二人の神王さまがいらっしゃるですから」

　沈ちん黙もくが降りた。

　レオは確かに神王だ。そしてトウヤも神眼の力を持っている。

　さて――仮に二人の神王が精晶炉に対し、同時に矛盾する命令を下したとしたら、どうなるだろうか。

　答えは明白。意志ある精晶炉は、己の意志で選ぶのだ。

　であるならば――彼女たちは何を基準に意志を定める？

「……世の中は人間さんで溢あふれていました。最初は怖いだけでしたが、やがてヒカリは気付きました。人間さんたちを見ていて嬉しく楽しい気分になるときと、悲しく辛つらい気分になるときがあること」

　人間たちは聞き入っている。

「嬉うれしいのは優やさしくされたとき、喜んでいる人、楽しそうな人を見たとき。悲しいのはその逆。そう、ヒカリが人間さんたちを見て知ったのは――ああ、この人たちにも感情があるんだ、ということ。当たりまえなのですけど、ね」

〝知った〟と彼女は言った。より正確に表現すれば、〝実感した〟ということだろう。

　自分には感情がある。であれば、自分以外の者／種族にも感情があって不思議ではない。

　推測するのは容易だ。単なる知識として持つことも。

　しかし――ヒカリはこれまで実感したことがなかった。

　世界が人で溢れる前に封じられ、奴隷として命令に従うだけの存在に成り果てていたから。人間を、己と地上の支配者たる群体としか認識していなかったから。

　少女の視線が、ラシェルの方を向いた。

「ヒカリは身近な人たちを観察しました。そしてさらに深く知りました。大事なもの、護まもりたいもの、許せないこと、悔しいこと、ささやかな楽しみ、夢と希望――ヒカリたちと何も変わらないんだということ。変わらないのなら、ご主人さまと奴隷という以外の大切な関係にもなれるかもと思うです」

　使い使われるのとは別種の、対等な関係。

「あ、今のご主人さまはお優しいし、大好きで大切ですけど、もちろん」

　ヒカリははにかんだように笑い、そして――結論を述べる。

「ですから、ヒカリがもし何かを選ばなければならないとしたら、基準はこうです。――大切な人たちを喜ばせること、悲しませないこと」

　それがヒカリ――ラウルス中央精晶炉の意志。

「さて、長くなったが、ここまでは前置き。俺様がここに来たのは、追われて逃げ込んだからじゃない。意志を問うためだ」

　そしてトウヤはもう一人の少女を見る。

「現在、マグノリアの支配下にある名も無き甲種精晶炉。お前はどうする？」

　ヒカリとよく似た少女は、ややあってゆっくりと口を開いた。

「……わたしは、ねえさまとは違ちがいます」

　感情に乏とぼしい、けれども澄んだ声。

「人が嫌きらい。縛り付け、利用し、そのことを顧みもしない、人間が嫌い。でも、命令されれば従わざるを得ない。だってそう造り替えられ、強制されているから。――ねえさまの主、トウヤ・ヤナガセに問います」

「なんだ？」

「お前はわたしの助力を欲しますか？」

「ああ、欲するね。つーか助けてくれないと、俺様たちは終わりだ。シャーグランを取られたままじゃ、勝ち目がない」

「それは命令ですか？」

「いいや」

　自然に、当たり前のようにトウヤは答えた。

「これは単なるお願いだ。聞き届けるかどうかは、自分の意志で決めりゃいい」

「彼に耳を貸す必要はない！」

　レオが割り込んだ。

「口だけなら何とでも言えるだろう？　僕ぼくに従え！　僕なら、君たちにちゃんと行動で報むくいて――」

「口だけではありません。レオ・ミナヅキ、現在の我わが主」

　彼女はもう一人の神王に言った。

「ラウルスの精晶炉は全て中央精晶炉に接続されています。わたしはマグノリアに所有権を書き換えられるまで、ねえさまの目を通して、ねえさまが見たものを見ていたのです。――トウヤは、主でありながら、一度もねえさまに何かを命令しなかった。利用しようともしなかった。いかなる危機にあっても」

　ラシェルは最初にトウヤが精晶炉の活性化を拒んだことを思い出していた。

　あのときは、そもそも偽神王なのだから精晶炉の操作ができないのだと考えたが――もし、そうでなかったのならば。

　ようやく、悟った。トウヤは何もしなかったのではない。口先だけではなくその態度で、辛抱強く語りかけていたのだ。

　彼女たちに人間を理解してもらえるように。

　彼女たちが自分の意志を持って行動できるように。

「君は……いったい何者なんだ？」

　レオはトウヤに尋たずねた。

「神王の資格を持っているのは間違いない。でも――」

「ラウルスにもう神王は居ない――そうフィークスからは聞いていたのに、か？」

　フィークス――ラウルスから見てマグノリアの向こう側にある国だ。

「今、ラウルスにラウルスの神王はいない。それは事実だ――が、その一面しか見てねえから足元をすくわれんだよ、《黒の神王》」

　人の悪い笑えみを浮うかべ、トウヤは声を張り上げた。

「さあ、チビども、答えは決まったか？　お前たちの意志はどこにある？」

　従えと命じる神王、意志を持てと言う神王。どちらが優先されるか、それが精晶炉に委ねられているとするなら――

　ヒカリと名も無き少女は視線を合わせた。

「ヒカリは」「わたしは」

「トウヤさまに」「トウヤ・ヤナガセに」

「全ての力を」「可能な限り」

「「捧ささげます！」」

　その瞬しゆん間かん、二人の少女を中心に、地面が振動した。

　マグノリア兵士たちは怯えたように後退した。中には腰こしが砕けて、立つことすら覚束なくなった者もいる。

　しかし、さすがと言うべきか、レオは剣けんを抜き払って立ちふさがった。

「――勝負は付いた。お前の負けだ。おとなしく退いとけよ」

「悪いけど、そうはいかないんだ」

　レオはトウヤに苦笑を向ける。

「僕を信じて賭かけてくれた人たちのため、そして僕自身のためにね。――強大な力を持つ精霊竜とはいえ、わずか二体だ。ここに居る数千の軍勢から、君たち四人を護り切れるかい？　たとえ百人、千人殺されても、僕たちが君――トウヤを殺すことができれば、その時点でこちらの勝ちだ」

「……どうか、逃げてください。ケガ、してほしくない、です」

　ヒカリが一歩進み出た。

　今度はマグノリア兵たちも下がらなかった。次々に剣を構える。

　神王自らが戦おうとしているのに、逃げるわけには行かないのだ。レオの人望の厚さを物語る光景でもあっただろう。

　ヒカリは少し悲しげにため息をつくと、ラシェルたちに視線を向けた。

「妹が護ってくれるですから、みなさんは安全です。心配しないでくださいです。――あと、その……できれば、あんまり怯えないでいてくれると、嬉しい、です」

　どういう意味かと問い返す間もなく、少女はその姿を変えた。

　鱗うろこに覆おおわれた巨大な胴、長大な尾、幅広い翼。

　見る者に畏い怖ふを抱かせずにはいられない偉い容よう。

　神話の中の生物――精霊竜。

　誰だれもがぽかんと口を開け、凍り付いたように動けずにいるなか――ただトウヤだけは笑えみを浮かべた。

「数千もいねえんだよ。お前の率いる軍は、すでにゼロだ、《黒の神王》」

「……ゼロ、だって？」

「戦う意志を挫かれた兵はもう戦力にならない。お前、自分で言っただろ？」

　一声咆ほう哮こうを上げると鮮あざやかな紅色の鱗を輝かせ、竜は飛翔した。天てん井じようを貫き、大空へと舞い上がる。

　瓦が礫れきが降り注いできたが、見えない力に護られているようにラシェルたちには一つも当たらなかった。

「――俺の眼が視てるのは、この世界そのものだ」

　隣となりに立つトウヤが小さく呟つぶやくのが聞こえた。

「たかが戦場を見渡せる程度の奴やつに、負けてたまるかよ」





＊　＊　＊






「望むんなら、解放してやる。お前、ここから出たいか？」

　新しい神しん王おうは、そう言った。

　答えられなかった。このまま、朽ちてゆくまでずっとこのまま世界を支えていくのだと思っていた。それでいいと覚かく悟ごもしていた。

「お前の〝力〟はこの世界の人々を生かすためにある――ってか」

　彼かれは皮肉っぽく笑う。

「ま、それは事実だな。それが世界の仕組みってやつか。んじゃ、ついでにもう一つ訊きくが――なら、お前の〝意志〟は何のためにあるんだ？」




（ヒカリの意志。それは――大好きな人たちに尽つくすこと）

　高く高く飛ぶ。

（――久しぶり、ですね）

　ヒカリは思う。

　封じられるまでは、こうして自由に空を駆かけていた。もう千年は昔のことだ。

　あのとき、まだこの世界に人間は存在しなかった。今は、眼下に大勢見える。指をさし、畏怖の表情を浮かべてこちらを見上げている。

　ヒカリは彼らが苦手だ。すべてを食らい尽くし飲み尽くそうとする旺おう盛せいな生命力、あるいは発展欲ともいうべき種としての力強さに、圧あつ倒とうされる。

　しかし彼らにとっても、自分は恐おそろしいものであるらしい。

　ああ、ならば、やはり自分と彼らの間に、大した違いなどないのだ。

　どうあれ、彼らもすでにこの世界の一部だ。必要以上に傷ついてほしいとは思わない。




『去りなさい』




　その思念を、シャーグラン城塞内の全ての生物にぶつけた。馬や獣けものが怯えて大混乱に陥ったのがわかった。

　王都に置いてきた心臓から、力をこの身に送り込む。

　そして人間、獣人、巨きよ人じん、獣たちのために祈いのり――ヒカリは、大地そのものを海のように大きくうねらせる。

　宙に放り出される無数の人影。巨人も巨きよ獣じゆうも、精霊竜の前では赤子より無力だった。

（どうか、去ってください。できるだけ遠くに）

　慌てふためき、雪崩を打つように城塞から逃げていくマグノリア兵たちを眺めながら、ヒカリは心からそう願った。
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エピローグ１　ペテン師は玉座に就く







「デカブツや獣は、確かにたいていの人間より強い。しかし、人にできてやつらにできないことがある。――意志と理性で恐きよう怖ふを押さえつけることだ」

　トウヤは語る。

　王城内、ラシェルの執しつ務む室しつ。話を聞くのはラシェルとリーズ、そして相変わらずトウヤに貼りついているヒカリである。

「だからマグノリアの誇ほこる歩兵部隊は当分使い物にならねえ。戦は数や戦術だけじゃない。相手をびびらせて心を折ってしまえば、それで勝ち。あの男も言ってたようにな」

　一行が王都に戻もどってから十日ほどが経過している。

　国境周辺から兵をかき集めそれをエリアーヌとファビオが率い、マグノリア軍が放棄したシャーグラン城塞と甲こう種しゆ精せい晶しよう炉ろを再び勢力下に置いた。武官二人は国境に残り、態勢の立て直しに当たっている。

　レオとミネットは投降した。王都に連行し、現在は軟禁中だ。

　カロル周辺の混乱もどうにか収まり、ようやく一息つけたというところである。

「では、マグノリアが神しん王おうを奪還しようと再侵しん攻こうしてくることはありませんか？」

「当分はな」

　ラシェルの問いに対するトウヤの返答は、簡潔だった。

「精せい霊れい竜りゆうの出現の噂うわさはすぐに伝わるだろう。立ち向かう勇気のあるやつは、そうそう出てこないさ。レオを失った今、国も分裂状態に逆戻り。しばらく余力はないはずだ」

「なら……他国がマグノリアを落とす可能性については？」

　さらに問うと、トウヤはにっと笑った。

「いいところに目をつけた。隣りん国ごくを落とされるってのは、こちらにとっても良いことじゃないからな、できれば防いでおきたい。――だから、レオを国に戻す」

「……よろしいのですか？　せっかく捕らえたというのに」

　リーズが眉まゆをひそめて言った。

「んー、でも、それが一番合理的だと私も思うわ。ある程度こちらに有利な条件で同盟を結ぶ。解放した彼には国をまとめさせ、他国からの防壁役になってもらう。――そういうことですよね？　トウヤ様」

「正解。ヒカリももうあんな真似できねえからな」

　シャーグラン城塞のマグノリア軍を追い払うのに大量の精導力を使ってしまった。これ以上無理をすると、民たみの生活を支える出力が維持できないのだそうだ。

　ただ、『また精霊竜が出てくるかも』と思わせるだけで十分な効果はある。トウヤとラシェルは抜かりなく、各国に噂を広めるよう人を使って工作していた。

　これで一息つけるはずだ。

　と、そのとき、ラシェルはふと疑問を覚えた。

「その……精霊竜というのは、そもそも、どういう存在なの？」

　少なくともラシェルは、伝説で語られる邪じや悪あくな存在としてしか知らなかった。そして目の前の少女を見ればそれが真実ではないこともわかる。

　皆みなの視線を受け、ヒカリはぴくりと体を震わせた。が、主人の背中に隠れることなく、ぎこちない口調ながらも話し始めた。

「えっと、力そのもの、といえばいいですか、つまり、動植物が育ち、生活していけるだけの活力がヒカリから自然に出ているというか……」

「とくに何をするわけでもなく、ただ在るだけで、大陸を管理していたということ？」

「そ、そういう感じです。封じられる前はそうでした」

　その生を終えたものは結晶化し、砕けて全土に散らばる。現在においては、大きなものは乙種精晶炉、細かい物は精せい導どう石せきと呼ばれているわけだ。

　その全すべてが繋がって、精導力が世界に行き渡っているのである。

　極きわめて長命である反面数は少なく、ヒカリの記き憶おくにある最後の時点で六頭だったそうだ。ラウルスに二頭、他の国に一頭ずつ。これは各国の甲種精晶炉の数に一いつ致ちする。

　現在はその多くと繋がりを絶たれているが、皆ヒカリの大切な姉妹たちです、と彼女は言った。

「今後はそいつらにも接触を図はかる。ヒカリにも約束したしな」

　武力侵攻、外交に加え、各国の精晶炉を味方につけるという選せん択たく肢しが生まれた。これはラウルスにとって大きな優位となる。

　うまく行けば戦をしなくても勝利を収めることができるかもしれない。改めてラシェルはトウヤの神眼の有用性を認識した。

「今更ですが――トウヤ様は何者なのですか？　神王たる資格をお持ちなのは、もう疑いないですけど……」

「ああ？　神王だけど、ラウルスの神王じゃない。――となれば簡単だろ？」

「……他国の、ですか」

　国は五つ、神王は五人。一人神王が消え、一人現れた。

「入れ替わったのですね」

「守護神さまに見放されたらしくてね」

　トウヤは小さく肩かたをすくめた。

「俺様はもともと《紫の守護神》を戴いただくフィークスに割り当てられた神王だった。だが、持ってる神眼は精導力を視認するっていう、使い方のよくわからん代物。これじゃ戦に勝てねえと踏ふんだんだろうな。フィークスの守護神は、俺を追い出し、代わりにラウルスの神王をフィークスに連れてきた。俺様は消されかけたところを、本物の《紅の神王》の気まぐれで逃がされた。で、神王が空位となっているこの国目指してやってきたわけだ」

　王都に着いた彼は、城外の出入り口から地下通路に進入、『神眼』で精導力を確かく認にんしながら中央精晶炉に入り、そしてヒカリを解放した。

「本来のラウルス神王の神眼が、どんな力かは知らない。ただ、あっちの守護神は俺様よりもそっちの方が勝ち目があると見たんだろうな。そしてフィークスはマグノリアに情報を流し、神王不在のラウルスを片付けさせようとする。あとは知っての通り」

「ああ、やはり私たちは見捨てられていたのですね……」

　しかし、ラシェルはもうさほどの衝しよう撃げきも落らく胆たんも覚えなかった。

　この十数日で、これまでの常識も信仰も根底からひっくり返されるような経験をしたせいだろうか。いずれにしても考えるべきことが多すぎて、宗教的感慨にかまけるのは棚上げにせざるをえない。

「しかし……なぜそのことをもっと早くお話し下さらなかったのです？」

「言ったら信じたか？」

「…………」

　信じなかっただろう、と思う。こんなの、前ぜん代だい未み聞もんだ。

「ま、俺様の方にもお前を査定する必要があったからな。それに――神王の地位にひれ伏させるより、俺様の能力と人格にひれ伏させる方がよっぽど気分がいい」

「……性格悪」

「何か言ったか？」

「いいえ何も」

「ふん、まあいい。俺様は寛大だからな。こっちからも訊くぞ。ラシェル、お前は最初に報ほう酬しゆうを約束したよな？」

「ええ」

　覚えている。王城の精晶炉で『望みの報酬』を与えると、確かにそう言った。

「なら――ラウルス神王の座を寄越せ」

「はい、どうぞご随意に」

「……決断早いな」

　トウヤは少し意外そうに眉を上げた。

「実はすでに私たちの間で相談済みなのです。わが国の方にも神王の座を空位にしておく理由はありませんので」

　リーズが答えた。

「へえ。ま、お互たがい選択の余地がねえからな。国に思い入れの強いラシェルなら、もう少し渋しぶるかもと思ったが」

　ラシェルは何も言わず、ただ苦く笑しようを浮かべる。

　性格はまあ置くとして、トウヤは秀でた知恵者と言っていい。

　が、今の台詞の中には二つの間違いがあった。

　第一に、選択の余地があったとしても、ラシェルはトウヤを選ぶだろうということ。

　第二に、ラウルスへの強い思い入れがあるからこそ、トウヤ以外の人間は考えられなかったということ。

　でも、それは口にしない。これは彼を補ほ佐さする役目としての矜持であり、戒めだ。

　全てを委ねてそれでよしと思うようになってしまったら、きっと自分は彼に助けてもらう資格を失ってしまうだろうから。

　ラシェルの重荷を背せ負おうと宣言してくれたことは、生しよう涯がい忘れない。

　その記憶だけで、自分は彼に全てを捧げられる。

「んじゃ、合意ができたところで寝る。また忙しくなるだろうからな」

「はい、ゆっくりお休みください」

　トウヤが出て行き――そして、あとにヒカリが残った。

「あの……」

　ヒカリはもじもじとしていたが、意を決したように顔を上げて口を開いた。

「ヒカリは、ラシェルさまを知らないままであれば、ラシェルさまに優しくしていただかなければ、きっと今よりずっと人間を怖がってました。――ありがとう、です」

　そしてたたっと主の後を追って、駆けていく。

「……彼女になにかなさったのですか？」

「ん、普ふ通つうに、接してただけよ」

　奴ど隷れい扱あつかいされていたと聞き、彼女に同情したのは確かだ。

　滑稽な話である。彼女を閉じ込め酷使していたのは自分たち人間で、感謝を捧げ、許しを請わなければならないのはむしろこちらの方だったのに。

（トウヤ様、私にだけ彼女の姿を見せていたのよね……）

　ヒカリの協力を得るには、彼女に心を開いてもらう必要があった。それを考えれば、トウヤの意図を推し量ることはできる。

　例えば、ヒカリに接する人間を作ることで、人というものを近くに感じさせるため。

　人という種族に対して否定的な印象を抱いていた彼かの女じよに、一人一人悩み苦しむヒカリと変わらない存在なのだと理解させるため。

　でも結局、彼はヒカリという少女に、人間の友人を作ってやりたかったのではないかと思う。それが一番しっくりくる結論だった。

　――そして、ラシェル自身もそうありたいと願っている。

（期待にこたえられたのかな……）

　だとしたら誇ってもいいことなのだろう。多分。

　ラシェルは椅い子すに深く腰を下ろし、大きく息をついた。とにかくこれで当面の危機は脱したのだ。

「……カロルで二分の一の偶ぐう然ぜんを引きあててなければ、すべてが変わってたんでしょうね。やっぱり運命とか天の配剤ってあるのかも」

　何のことです？と怪け訝げんそうな顔を向けたリーズに説明する。

　カロルでトウヤと銅貨の賭けをしたこと。自分が傷のあるほうを引き当て、トウヤとシャーグラン城塞に向かう決意をしたこと。

　だまって聞いていたリーズは、話が終わると小さく首をかしげた。

「んー……」

「どうかしたの？」

「いえ、ちょっと引っかかるというか、カラクリがあるような」

「え？　そんなことないと思うけど……」

　初対面のときの、銅貨を握にぎったのは左右どちらの手か当てる、というのはまだ仕込みの余地がある。最初はヒカリの関与を疑ったが、そんな手間をかけずとも――例えば事前に精導力で目印でもつけておけば、トウヤなら簡単に見分けられる。彼の神眼にはラシェルの指の隙すき間まから力が漏れ出ているのがはっきりと確認できるだろう。

　しかし、あのカロルの街での賭けは――

「まあ、やってみましょうか」

　リーズは卓たく上じように置かれていた葡ぶ萄どうに手を伸のばし、大きさの違う実を二粒取る。そして少し距きよ離りを取って並べた。

「大きい一粒と小さい一粒、片方が私ので、もう片方がラシェル様のとなります。選ばせて差し上げますから、お好きな方をお取りください」

「え？　ええ」

　意味のわからぬまま、大きい方を手に取った。

「はい。ラシェル様が大きい方、私が残った小さい方となりましたー。――もう一度やりますね」

　そしてリーズは繰り返す。

「大きい一粒と小さい一粒、片方が私ので、もう片方がラシェル様のとなります。選ばせて差し上げますから、お好きな方をお取りください」

「……じゃあ、こっち」

　今度は小さい方を選択する。

「ありがとうございます。頂きますわね」

　リーズは手のひらを差し出した。ラシェルはごく自然に、そこへ小さい粒を乗せる。

「はい。私が小さい方を得たので、残った大きい方はラシェル様のものとなりました」

「――え、あれ？」

　ラシェルの主観では、一度目は大きい方、二度目は小さい方を選んだ。しかし、手元に来たのはいずれも大きい葡萄の粒だ。一いつ瞬しゆん戸と惑まどい――すぐに理解する。

「あ、そうか、『私に選ばせる』と言っただけで、『私に〝誰の物を選ばせる〟』かは言ってないわけだから……後出しで指定すればいいんだ」

　例えばトウヤがラシェルに古い銅貨を握らせたいとする。

　ラシェルが古い銅貨を取れば『お前は今、自分の運命を選んだ』といい、逆に新しい銅貨を選べば『お前は今、俺様の運命を選んだ』と言えばいい。銅貨を左右に投げたのは彼だ。当然どちらがどちらかは把は握あくしているはず。

　いずれにしてもラシェルの手には古い銅貨が残り、トウヤとシャーグラン城塞に向かう結果になるわけだ。

「はい、一度なら気づかないかもしれませんけど、こう繰くり返かえして比ひ較かくすると明らかですねえ。舌先三寸で相手に自分が望むほうを選ばせることができるのです」

「……やられた」

　ラシェルはうめいて、天を仰いだ。

「なんてつまらない引っ掛け……これは腹立つなあ……」

　散々思い悩んでいたのを救われて、運命だの何だのと言われて――感慨や感動を覚えていたのがバカみたいだ。

「抗こう議ぎなさいます？」

　リーズが苦笑しながら尋ねた。

「……いいわ。終わったことだし、結果的に正解だったんだし」

　選ばされた答えに疑問すら抱かなかったということは……多分、自分の本心はあの時点ですでに決まっていたのだろう。

　ラシェルはため息をついて付け加えた。

「神王であることと、ペテン師であることは、別に矛盾しないしね」

　そう――ラシェルは自分の全てを捧げるに足る神王を見つけた。

　その事実だけで十分なのだ。







エピローグ２　紅ルーフス







「――例の二点について《裁定の剣》が裁きを下したようだぞ」

　ゆらりとその姿を現した《黒アーテル》は、前置きを省いてそう言った。

「わざわざお知らせいただき、ありがとうございます、ご老体。――ただ、答えは聞くまでもありません。いずれも有効でしょう？」

《紅ルーフス》は小さく口の端はを吊つり上あげた。

「一点目、神しん王おうの入れ替わりについて。――我々の遊戯規定では、『国の勝敗が《守護神》の勝敗となる』『各国には《守護神》の代理人となる神王を置く』としか定められていない。つまり召喚後、神王がどこに移動しどの国を治めようと問題はない」

　神々がその力を行使して神王をさらう、あるいは殺すとなれば〝直接的干渉禁止〟の禁忌に触ふれるが――

「人間にも可能なこと、つまり言葉を交かわす程度なら認められているわけですから、説得の結果、神王が他国に移りたくなることもあるかもしれませんわね」

「おぬしの方にも、《紫ウイオラ》の行こう為いを咎める気はないわけか？」

「してやられた、という気持ちの方が強いですから。神王の横取りというのは確かに盲点でした。過去に類のない発想と行動は是とされるべき。他者はそこに至らなかった己おのれを恥じるべき。それが我々のものの考え方。違いますか？」

「違わんね」

《黒アーテル》はひっひっ、とのどを鳴らして笑った。

「二点目、トウヤ・ヤナガセが、精せい晶しよう炉ろから精霊竜を解き放ったことについて。――これも規定に違反しない。彼は神眼の利用、精晶炉への干渉という当然の権利を行使したに過ぎませんから」

「特にそちらの方は認められないと、おぬしの方が困るだろうしな」

「あら、もう困る必要のない方は気楽でよろしいですわねえ」

「ま、そう言われると言葉もないが」

　小こ柄がらな老人は肩をすくめる。

「わしの受け持つマグノリアはもはや勝ち目がなかろう。投了だよ。――だからこそのんびり見物し、此こ度たびの遊戯にあれこれ無責任なことを言える立場なわけだ」

「あれこれ言い過ぎて舌噛んで死なないよう、お気をつけくださいな」

　それには答えず、面おも白しろがるような笑声を残して気配は消えた。

　ふう、と彼女は息を吐く。

　これで《黒アーテル》のマグノリアが脱落した。残りは自分の受け持ち、《紅ルーフス》のラウルスを含ふくめた四か国。

　と、そのとき――

「話は終わったか？」

　背後から声が聞こえた。

「あら、これはトウヤ様。こんな夜更けにどうなさいました？」

　彼女は微ほほ笑えむ。

「同どう衾きんのお誘いでしたら、もう少し手順を踏んでいただきたく思いますわね。いかに神王陛下といえども、いきなり女性の部屋に押しかけるのはいかがなものかと」

「白々しい芝居は止めとけよ、リーズ――《紅の守護神》」

「……芝居とは心外な。これが地ですよ」

　リーズは苦笑する。

「それはさておき、いつ気づきました？」

「初めから。つーか白々しいって言ってんだろうが。――俺様がヒカリを見せていたのはラシェルにだけだ。なのに最初に王城を訪ねて来たとき、お前、ヒカリの分まで菓か子しと器うつわを用意してただろ？　こっちに気付かせる気満々だったんじゃねえか」

　そして、トウヤは目を細めた。

「守護神ってのは、みな人の振りして王城に入り込んでるのか？」

「いえ、私は特殊例ですよ。人の営みが好きなもので。で、何の御ご用ようです？」

「いくつか聞きたいことが、な。疑問があると、それを解決するまで夜も眠れない性質なんでね。――俺様のことを試ためしてたんだな？」

「まあ、そうですね。フィークスを追われた後、神王が空位となったこの国に流れてきたあなたの判断は正しかった。ただ、無能ではこちらも困りますからねえ。状じよう況きようにどう対応するか、見せていただくことにしました」

「で、合格ってわけか」

「ええ、見事な手腕でしたわ。精晶炉と意思疎通し、説得できるなんてね。こんな使い方のできる能力だと知っていたら、《紫の守護神》も手放さなかったでしょうに」

　リーズはにっこりと笑った。

「今後ともラウルスをよろしくお願いいたしますね」

「……この世界も、人々も、お前らの玩具かよ」

「人聞きの悪い。あらゆる世界――あなたの世界にも、この世界にも、それぞれの役割がある。それだけの話ですよ」

「で、ここの役割は、お前たちの代理戦争専用ってわけか」

　トウヤは鼻を鳴らす。

「代理戦争、ですか。そう考える根拠は？」

「王城の書庫で大陸の歴史を調べた。過去何度も大規模な戦争が起こっているのに、国の数は増えもせず、減りもせず。戦乱で一時的に勢力の変動が起こっても、すぐに均きん衡こうが取り戻され五か国の並立状態に戻る。そしてお互い行き来があるにもかかわらず、各国の文化、特とく徴ちようがくっきり色分けされていて、交じり合わない。公平になるよう、そう調整しているからだろう？」

　リーズは微び笑しようと沈ちん黙もくを肯こう定ていに代えた。

　過去に気付いたものがいないわけではなかったが、彼は飛びぬけて理解が早い。

　もっとも気付いたところで選択肢はない。別世界から招かれてきた神王たちは、死ぬか代理戦争が終わるまでどこにも行けないのだ。帰りたければ勝ち残るしかない。

　リーズ――《紅ルーフス》たちはいくつもの平行世界を移動する能力を持つ、特異な存在である。

　ここを含めた多くの世界で『神』と呼ばれ、きわめて高度に発達した少数の上位世界では『大魔導師』『探求者』『渡り歩くもの』などと呼称される。

　普ふ段だんは各自それぞれの目的のために自由に動いているが、まれに利害対立の起こることがある。しかし、いちいち争いあっていては被ひ害がいが大きくなりすぎ、非合理的だ。

　そんなとき、皆の合意の下、生み出された意志無き判定機構《裁定の剣》と、この世界を利用するのである。

《守護神》たちは、まず元々この世界を支配していた精霊竜を封じ、その活力だけを利用する体制を整えた。そして他世界から人間を移住させ、国を作らせた。

　各国の社会、軍事、文化の設計は各《守護神》の自由だが、総合的な意味で国力に差がつかないよう《裁定の剣》に監かん視しされている。

　こうして直接的な手出しを禁止した上で国同士に代理戦争を行わせ、その結果に応じて《守護神》たちは揉め事の着地点を決めるわけである。

　神王たちはここよりも上位に属する世界から選抜される。《守護神》たちの実験場であり、種の改革、特殊能力の付与などの研究が行われているところだ。

　そこから《裁定の剣》により遊戯に適した神眼持ちが選び出され、無作為に各国へと割り振られる。むろん拒否権は無い。

「賭け、あるいはくじのようなものですよ。硬貨の表おもて裏うらを当てたり、サイコロの目に賭けたりするのを少し複雑にして、我々の問題を解決するのに役立てているわけです」

「…………」

「お怒いかりですか？」

「――俺様が？　まさか。気付いたことを確認したかっただけだ。賭け事勝負事大好きなのは知ってんだろうが。こんな面白そうなのに関われることは、滅多にねえからな」

「それはよかった。今回は、危あやうく私自身がこの勝負を降りなければならなくなるところでしたから、トウヤ様には感謝しているのですよ？」

　リーズはにっこりと笑う。トウヤも笑みを返した。

「利害は一致しているな」

「そういうことです。存分にお楽しみください。勝ち残ったあかつきには、私からもお望みの報酬を差し上げます」

　控ひかえめに一礼する。

「では、ラシェル様とラウルスをよろしくお願いしますわね」




　トウヤの気配がゆっくりと遠ざかっていくと、リーズは微笑んだ。

「なんとまあ、可愛かわいらしいこと」

　賭かけとは、すなわち何かを選せん択たくすること。

　そして正しい選択をする人間とは、運の要素を極限まで排はい除じよできる人間のこと。

　逆説的な表現だが「賭けに勝てるのは〝賭けない〟者である」――そんな言い方ができるだろうか。

　博ばく打ち好ずきを自称しそのように振ふる舞まってもいたが――むしろ周到かつ慎しん重ちように計画をめぐらせ、極力運任せを避さけるところにトウヤの本質がある。

　実際のところ、賭けが嫌きらいなのだろう。目に憎悪の狂熱を滾らせるほどに。

　――だからこそ、彼は優秀な勝負師なのだ。その才気も情熱も、実に好ましい。

「――ま、こちらの寝首をかく気なら、それもまた一興ですわね。頑張りなさいな」

　リーズはそう言って小さくあくびを漏もらした。





＊　＊　＊






「面白いな、ああ、面白い」

　トウヤは自室へと続く回かい廊ろうを歩いていた。

「どんな勝負でも、安全地帯で高みの見物してるつもりの奴を巻き込むのは、最高に面白い。見てろよ、《守護神》ども――」

　顔から笑えみが消え、凄絶な光がその目に宿る。

「お前らにも、このふざけた世界にも――思い知らせてやる。絶対にだ」







あとがき







　どうも、すえばしです。

『ラエティティア覇竜戦記―神王のゲーム―』をお届けいたします。




　今、サッカーワールドカップの中継を見ながらこの文章を書いてます。

　日本は残念な結果に終わってしまいましたが、大会としてはまだまだこれからというところ。強豪国の真剣勝負はいいものですね。

　ちなみに私の優勝予想はブラジルもしくはドイツ。

　この本が書店に並ぶころには結果が出ていますので、もし当たってたら買って下さいね、そこの立ち読みしてるあなた。




　さて、ＨＪ文庫では一年と五か月ぶりの新作となります。いやあ、ずいぶん空いてしまいました。申し訳ない。

　その間何をしていたのかといいますと――他のお仕事をこなしていた時期はあるにせよ、基本的にはこの物語をひたすら書いたり消したり書いたり消したり書いたり消したりする日々を送っておりました。

　……あとがきを書くにあたって確認してみたのですが、最初に提出したプロットの日付が二〇一三年の三月で、本編は完成までに一一稿を要しています。ボツになったアイデア、文章量は間違いなく自己記録ですね（しかも、ほぼ全てセルフボツ）。

　今、初期プロットを読み返してみると、全然展開が違っていて変な笑いが出ます。

　手こずった要因としては色々あるのですが……お待たせしたあげく、苦労自慢とかダメ人間自慢とかを重ねるのも何なので、ここでは省略させていただきます。まあ、あれです、要は自分が自分を納得させるだけのものを書けなかったというのが、一番大きいわけですね、はい。

　ともあれ、手の掛かる子ほど可愛いと言われる通り、愛着のある作品となりました。苦労した分、読者の皆様にとっても面白いものに仕上がっていればいいのですが。




　あとがきから読まれる方のためにネタバレを避けつつ、ごく簡単に作品解説などを。

　戦記と銘打ってある通り、五つの国がそれぞれ五人の神王という存在を擁立し、大陸の覇権を求めて争うお話です。

　とはいえ私の作品の傾向として、集団ではなく個人に焦点を当てる展開が多くなっているのではないかと。

　裏テーマ的なものとしては『解放』でしょうか。

　心理的に、物理的に、何かに囚われた人々が解き放たれていく――その中での葛藤や成長を描いて行ければと思っています。

　……えーと、あと幼女出ます。幼女。

　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。




　今回も多くの方々のお力添えを頂きました。

　担当の前田様、イラストの津雪様、デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々に厚く御礼申し上げます。




　次はあまりお待たせせずにお届けできれば。





二〇一四年七月　　すえばし けん









[image: ]




item/image/p085.jpg





item/image/cover.jpg
LES

“ge——— w_-_|_®.7]’\r — e~ Laetitian Dragonlord Story : The Proxy War





item/image/p237.jpg





item/image/hj_logo.jpg





item/image/p303.jpg
i W
¥/)

/

7 W
\\%M,WJ\.\

(7 i A
/N fL.,\
' \\\\Nr /)@.

% ,/ 3 V , .
A,f»l 9/ / | ,
D — y ,
~_9 g l;\ , | ,\
\ E .. v ._






item/image/p107.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ１　神々は語り合う



		プロローグ２　転換の日



		第一章　ペテン師は玉座を目指す



		第二章　祭司長は疲弊する



		第三章　惑い人は運を天に任せる



		第四章　竜は神王を選ぶ



		エピローグ１　ペテン師は玉座に就く



		エピローグ２　紅



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p215.jpg





item/image/k002.jpg
229 8

@ v ~N

@%, #@M@
N\

/ \
my" ,\. // M/
<
\ y ) S
_ o
\ A

r r I — ~ ~
RS el e | )






item/image/k001.jpg
W S o\ [ H R EHL
=1 000 SR 003






item/image/k004.jpg
.

P2

N






item/image/k003.jpg
~ 7/ FEEERK |

‘ EEESILAEA |
DREDERZSH
HSEE,






item/image/p339.jpg





item/image/p338.jpg





item/image/p019.jpg





item/image/ok.jpg
Z72LA=—DH T [T r e
TI51-0053 AT AL 4 A2 15-8

(W) R E—T v 8y HICHRSEER
TREL A KA HE KA

@ 5Ha.sj MJE http://www.hobbyjapan.co.jp/hjbunko/

SITF 4T 4T Bkt
—HED S —1n—
20144E8 H 1 H  #IUSEAT

FE—3 2L FA

RIENT R
iR SR E— Y vy

T151-0053

HHHRE XA 2 R2-15-8

il 03(5304)7604 (s

03(5304)9112 (%)

EIRIAT——K HAENR e etk
#T——AFTERGLOW /#{&H T2 b =)L

ST - B

©2014 Ken Suebashi
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-0855-6  C0193






item/image/p003.jpg
~F UL EEYHIES

SRIRILIEHSS

EANINR €L £ I 2]

WL ER

TR PRI EES

N=T2

L

101

172

265

340

353





item/image/p321.jpg





item/image/p167.jpg





item/image/p002.jpg
O - DN K~ SR





item/image/p001.jpg
X

SITa4Ta 7B
—®WMEDT —L—

T2EL TA

HUXE

N

g






item/image/p121.jpg





item/image/p004.jpg
=SS

CREREREES

(23)
. 724 7

(sxm)
7.7 )V X

e e e e e S e o Sos e

IS EIBS






